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下野市制施行10周年記念事業及び新庁舎内覧会

　下野市出身の人気漫
才双子コンビ！「ザ・た
っち」がやってくる！
　息の合った爆笑ネタ
はもちろん地元ならで
はの、ここでしか聞くこ
とのできない話が飛び
出すかも?!
　ぜひ、お越しください。

３
月
26
日
㈯

午
後
１
時
〜

下
野
市
役
所
新
庁
舎

下
野
市
笹
原
26
番
地

（
Ｊ
Ｒ
自
治
医
大
駅
西
側
、
国
道
４
号
沿
い
）

下
野
市
制
施
行
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

新
庁
舎
内
覧
会

日 

付
場 

所

　

平
成
18
年
１
月
10
日
に
下
野
市
が
誕
生
し
、

市
制
施
行
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
な
防
災
拠
点
で
あ
り
、
市
民
の

拠
り
所
と
な
る
新
庁
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
記
念
し
、
下
野
市
制
施
行
10
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト
及
び
新
庁
舎
の
内
覧
会
を
行
い
ま

す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
新
し
い
市
役
所
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課　

☎（
40
）５
５
５
０

時間：午後2時～参加無料
！

Shimotsuke
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

市
制
施
行
10
周
年
を
迎
え
た
下
野
市
で
す
が
、
合
併
時
（
平
成
18
年
１
月
１
日
）
の
人
口
と
現
在
（
平
成
28
年
１
月
31
日
）
の
人
口
で
は
、

現
在
の
人
口
の
方
が
多
い
。
○
か
×
か
？

問
１

下野市制施行10周年記念事業及び新庁舎内覧会

この機会に、新庁舎を見学しませんか。
４階からの見晴しは絶景ですよ！

新庁舎１階までお越しください。
受付：午後１時30分から4時まで（自由見学）

市制施行10周年を記念し、市歌及び記念切手シート
を作成しました。この機会にぜひご購入ください。

下野市の歌ＣＤ：   500円
記念切手シート：1,230円

◆ステージイベント◆
13：00～　栃木県警察音楽隊演奏会
　　　　　  高松市讃岐国分寺太鼓演奏
14：00～　「ザ・たっち」トークショー
　　　　　  市歌合唱
このほか、「とちまるくん」「カンピくん」
や下野市シティプロモーション特命課長の
ペッパーが皆さんをお待ちしています。

・下野ブランド品販売、紹介
・やきそば、からあげ、フランクフルト、ピリ辛
こんにゃく、豚汁、赤飯、チョコバナナ、甘酒、
パン、お菓子、わたがし、ジュース、讃岐うどん（半
生めん）、新鮮野菜等の販売

・かんぴょうの卵とじの無料配布！

○出店する公益団体
・国内交流協会　・国際交流協会　
・石橋商工会（女性部）　・下野商工会（女性部）
・自治会連合会　・下野市観光協会
・ドナルド・マクドナルド・ハウスとちぎ
・はくつる会　・エール　・なのはな
・すみれ作業所　・ゆうがお作業所
・富士見台病院はばたき　・農村生活研究グループ
・道の駅しもつけ

下野市の歌ＣＤ及び下野市の歌ＣＤ及び
10周年記念切手を販売！

新庁舎内覧会（午後1時30分から）

おいしい模擬店 イベントは午後1時からスタート！

ト

！

先着500名様

Shimotsuke
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選挙の投票所が一部変わります

期日前投票所の集約

当日の投票所が変わる区域

新庁舎開庁に伴い、分庁方式より総合庁舎方式に移行するため、庁舎施設及び職員の配置変更による投
票事務執行環境の変化等を考慮し投票所を見直しましたのでお知らせいたします。
期日前投票所については、旧町各１か所の計３か所を設け実施していましたが、新庁舎ロビーの１か所
に集約します。また、当日投票所については第９投票所の石橋庁舎プレハブ室は石橋公民館、第18投票所
の国分寺公民館は下野市役所（新庁舎）へそれぞれ変更になります。
ご不便になる方もいらっしゃいますが、ご理解ご協力をお願いいたします。
●７月執行の第24回参議院議員通常選挙から変わる予定です。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
○　

平
成
18
年
１
月
１
日
時
点
の
人
口
が
５
９
，６
５
５
人
で
あ
る
の
に
対
し
、
平
成
28
年
１
月
31
日
時
点
の

人
口
は
６
０
，０
９
９
人
で
す
。
４
４
４
人
増
え
ま
し
た
。

●期日前投票所は新庁舎開庁後、下野市役所（新庁舎）へ集約されます。
※無料巡回バスを運行しますので、ぜひご利用ください。（運行日時等は検討中）

●下記の区域（通称）の方は、投票所が変わりますのでご注意ください。
※投票区は、通称（自治会等）の区域で区分していますので、住所の表記と異なる場合もあります。
※選挙時に郵送で届く入場券（はがき）に記載されている投票所をよくご確認ください。

期日前投票所（新） 期日前投票所（旧）

下野市役所（新庁舎）
国分寺公民館

石橋庁舎プレハブ室

南河内公民館

投票所（新） 投票所（旧） 投票区の区域　※通称で表記

第9 石橋公民館 石橋庁舎プレハブ室 上町、寿町、栄町一丁目、栄町二丁目、石町、
本町のうち住所が石橋の区域

第18 下野市役所（新庁舎） 国分寺公民館 仲町、上町、関根井、笹原、箕輪、小金井北

選
挙
の
投
票
立
会
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

　

政
治
や
選
挙
を
も
っ
と
身
近
に

感
じ
、
気
軽
に
出
掛
け
ら
れ
る
投

票
所
づ
く
り
を
目
指
し
、「
投
票
立

会
人
」
を
募
集
し
ま
す
。

■
投
票
立
会
人
と
は
？

　

投
票
所
で
投
票
が
公
平
に
正
し

く
行
わ
れ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
た
め
、
投
票
に
立
ち
会
っ
て

い
た
だ
く
方
で
す
。

■
応
募
資
格

　

下
野
市
在
住
の
有
権
者
（
下
野

市
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
方
）

■
当
日
投
票
立
会
人

・
立
会
場
所

　

あ
な
た
の
投
票
区
の
投
票
所

・
立
会
時
間

　

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

・
報
酬　

１
０
，７
０
０
円
（
規
程

の
源
泉
所
得
税
を
控
除
）

　

昼
と
夜
に
お
弁
当
を
用
意
し
ま
す
。

■
期
日
前
投
票
立
会
人

・
立
会
場
所

　

期
日
前
投
票
所

・
立
会
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

・
報
酬　

９
，５
０
０
円
（
規
程
の

源
泉
所
得
税
を
控
除
）

　

昼
に
お
弁
当
を
用
意
し
ま
す
。

■
申
込
期
限

　

随
時
受
付
。
た
だ
し
、
第
24
回

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
立

会
人
は
５
月
31
日
㈫
ま
で
の
申
込

者
を
優
先
し
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
電
話
番
号
・
所
属
政
党
の

有
無
・
立
会
希
望
（
当
日
・
期
日
前
・

両
方
）
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
込
者
は
「
投
票
立
会
人
候
補

者
名
簿
」
に
登
録
し
、
今
後
行
わ

れ
る
選
挙
の
投
票
立
会
人
を
依
頼

し
ま
す
。
登
録
期
間
は
申
請
か
ら

４
年
間
で
す
。

※
応
募
者
が
多
数
と
な
っ
た
場
合

は
従
事
し
て
い
た
だ
け
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎（
40
）５
５
６
２

　

gyousei@
city.shim

otsuke.
lg.jp

下野市選挙管理委員会　☎（40）５５６２問い合わせ先

Shimotsuke
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S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s　　まちの話題

平成27年度の栃木県名誉農業士に髙山幸子さん（上古山）
が、栃木県農業士に石嶋元朝さん（町田）と増山貴明さん（小
金井）がそれぞれ認定され、１月12日㈫、県公館において
県知事より認定証書が贈られました。
名誉農業士に認定された髙山さんは、16年間の長きにわ
たり女性農業士として地域農業の中核的な役割を果たし、
本県農業の振興に尽力された功績が認められたもので、農
業士に認定された石嶋さんと増山さんは、模範的かつ先進
的な農業経営を実践し、地域農業の振興と青年農業者の育
成指導を行う農業経営者として認められたものです。

しもつけマーケット

しめ縄づくり 凧揚げ・餅つき大会

栃木県名誉農業士・栃木県農業士に認定

12月６日、下野市保健福祉センターきらら館芝生広場にて、「しもつけマーケット」が開催されました。
「しもつけマーケット」は、地域活性化を目的とした市民サークル「シモティ」が運営するマルシェイベントで、
今回２回目となる市民活動補助事業です。
市内外のクラフト作家による雑貨店や、市内で活躍する飲
食店、地場農作物の直売店は、多くの来場者でにぎわい、マ
ウンテンバイクやスケートボードの体験コーナーや、「シモ
シティ」と題した段ボールで街を作る工作ワークショップ
コーナーでは、子ども連れの来場者が寒さも忘れて楽しみま
した。
未来を担う子ども達が、身近な地元で楽しみながら、地元
を見つめ 直すきっかけづくりとなることを目指す「しもつけ
マーケット」は、今後 も開催されます。

12月11日、国分寺東小学校にて、柴地区環境保全
会主催のしめ縄づくり体験が行われました。体験した
のは４年生の子どもたち36人で、楽しそうにしめ縄づ
くりを行っていました。しめ縄のための藁や飾りはす
べて柴地区
環 境 保 全
会が手作り
で用意しま
した。作ら
れたしめ縄
は、各家庭
で飾られた
そうです。

１月17日、東方台地コミュニティ主催による凧揚げ
餅つき大会が催されました。
凧は200個すべて子どもに渡り、晴天のもと健康広
場で凧揚げを大勢の親子、友達と楽しんでいました。
コミュニティ以外の方の参加もありました。凧揚げを
楽しんだ後
は、つきた
てのおもち
を頬張り、
楽しいひと
時となりま
した。

シモティがきらら館で開催しました

国分寺東小学校でしめ縄づくり体験！ 東方台地コミュニティが健康広場で開催しました 

３名の方が認定されました

石嶋さん夫妻　髙山さん夫妻　増山さん夫妻

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

市
制
施
行
10
周
年
の
節
目
に
制
定
し
た
「
下
野
市
歌
」
の
１
番
の
歌
詞
に
出
て
く
る
の
は
、
次
の
う
ち
ど
れ
で
し
ょ
う
？

①
夕
顔　

②
う
ぐ
い
す　

③
ケ
ヤ
キ

問
２

Shimotsuke
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ご成人おめでとうございますご成人おめでとうございます

　

式
典
の
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
実
行
委
員
の

皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

■
南
河
内
地
区
実
行
委
員

　

池
澤　

尚
杜　
　
　

松
林　

瀬
莉
奈　
　

舘
野　

一
稀

　

安
納　

光
太
郎　
　

谷
田
部　

晃
輔　
　

津
野
田　

静

　

髙
橋　

佑
太
朗　
　

阿
部　

史
織　
　
　

鮎
澤　

麻
衣

■
石
橋
地
区
実
行
委
員

　

小
池　

佑
嘉　
　
　

髙
山　

風
馬　
　
　

倉
井　

寛
子

　

野
澤　
　

匠　
　
　

落
合　

啓
介

■
国
分
寺
地
区
実
行
委
員

　

大
塚　

天
心　
　
　

丸
茂　

恭
徳　
　
　

前
原　

瑞
希

　

早
乙
女　

舞　
　
　

神
谷　

将
彰

▼ 

大
役
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。
新
成
人
に
相
応

し
い
行
動
、
態
度
を
と
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

▼ 

故
郷
を
離
れ
て
そ
の
良
さ
に
気
づ
き
ま
し
た
。
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の

ま
ち
に
貢
献
で
き
る
人
間
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼ 

た
く
さ
ん
の
人
か
ら
祝
福
・
激
励
し
て
い
た
だ
い
た
こ
の
１
日
の
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

▼ 

成
人
式
を
迎
え
、
様
々
な
方
々
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
社
会
に
貢

献
で
き
る
人
間
に
な
る
た
め
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

▼ 

中
学
校
の
友
人
や
先
生
方
に
数
年
ぶ
り
に
お
会
い
し
て
、
話
し
た
い

誰
か
が
い
る
っ
て
幸
せ
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

▼ 

成
人
し
た
身
と
し
て
こ
れ
か
ら
自
覚
を
も
っ
て
い
っ
そ
う
精
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼ 

成
人
式
で
は
と
て
も
い
い
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
成
人
を

迎
え
こ
れ
か
ら
の
行
動
な
ど
に
責
任
を
持
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼ 

大
好
き
な
仲
間
と
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
て
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。
今

後
は
他
人
の
幸
せ
を
作
る
よ
う
な
人
に
な
り
た
い
で
す
。

▼ 

今
後
の
抱
負
は
、
多
く
の
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
立
派
な
大
人
に

な
れ
る
よ
う
に
精
進
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

▼ 

20
歳
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
式
典
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

で
よ
り
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
更
に
そ
れ
ぞ
れ

の
将
来
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
前
向
き
な
気
持
ち
に
さ
せ
て

貰
え
ま
し
た
。

▼ 
成
人
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
今
後
は
大
人
と

し
て
の
自
覚
と
責
任
を
忘
れ
ず
生
活
し
て
い
き
ま
す
。

実
行
委
員
か
ら
ひ
と
こ
と

　１月10日、下野市成人式を市内３会場で開催し、570人の若者が大人の仲間入りを果たしました。
　会場では、艶やかな振袖や真新しいスーツに身を包んだ新成人たちが、大人になった喜びと懐かしい友人た
ちとの再会に明るい笑顔を浮かべながら、人生の節目となる大切な日を楽しみました。
　新成人の皆さんこれからのご活躍を期待しています。

国分寺地区 石橋地区 南河内地区

実行委員のみなさん

Shimotsuke
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
②　
「
下
野
市
の
歌
」
で
は
、
１
番
の
歌
詞
に
市
の
鳥
：
う
ぐ
い
す
、
２
番
の
歌
詞
に
市
の
花
：
夕
顔
、

３
番
の
歌
詞
に
市
の
木
：
ケ
ヤ
キ
が
登
場
し
ま
す
。

　

住
所
を
変
更
す
る
と
き
は
、

転
入
・
転
出
等
の
届
出
が
必
要

で
す
。

　

届
出
の
際
に
必
要
な
書
類
が

な
い
場
合
は
、
手
続
き
が
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
ご
確
認
の
う
え
、
市
民

課
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
転
出
届
】
（
下
野
市
か
ら
他

市
区
町
村
に
住
所
を
移
す
と

き
）

必
要
な
も
の

・
本
人
確
認
書
類

（
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
等
）

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

（
お
持
ち
の
方
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
お
持
ち
の
方
）

・
在
留
カ
ー
ド
ま
た
は
特
別
永

住
者
証
（
外
国
籍
の
方
）

・
印
鑑
（
認
め
印
可
）

・
委
任
状

（
代
理
の
方
が
手
続
す
る
と
き
）

・
そ
の
他
、
返
納
の
必
要
が
あ

る
も
の
（
印
鑑
登
録
証
、
国
民

健
康
保
険
証
、
各
種
医
療
受
給

者
証
な
ど
）

※
転
出
先
住
所
、
転
出
日
を
ご

確
認
の
う
え
、
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

転
出
届
を
す
る
と
「
転
出
証

明
書
（
無
料
）」
が
交
付
さ
れ

ま
す
。
こ
の
「
転
出
証
明
書
」

を
添
え
て
、
新
し
い
住
所
地
で

転
入
届
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
転
入
届
】
（
他
市
区
町
村
か

ら
下
野
市
に
住
所
を
移
す
と

き
）

必
要
な
も
の

・
前
住
所
地
で
交
付
さ
れ
た
「
転

出
証
明
書
」

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

（
お
持
ち
の
方
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

（
お
持
ち
の
方
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

（
お
持
ち
の
方
）

・
在
留
カ
ー
ド
ま
た
は
特
別
永

住
者
証
（
外
国
籍
の
方
）

・
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
等
）

・
印
鑑
（
認
め
印
可
）

・
委
任
状

（
代
理
の
方
が
手
続
す
る
と
き
）

・
そ
の
他
、
該
当
す
る
手
続
に

必
要
な
書
類

児
童
手
当
：
保
護
者
の
健
康
保

険
証
、
預
金
通
帳
、
児
童
手
当

用
所
得
証
明
書
な
ど

こ
ど
も
医
療
費
助
成
：
お
子
様

の
保
険
証
、
保
護
者
の
預
金
通

帳
な
ど

小
中
学
校
の
転
入
学
：
在
籍
証

明
書
な
ど

―
平
日
に
手
続
き
が
で
き
な

い
方
へ
―

市
民
課
国
分
寺
窓
口
の
土
日

開
庁
の
お
知
ら
せ

　

住
所
異
動
の
時
期
に
伴
な
い
、

市
民
課
の
窓
口
を
右
記
の
と
お

り
開
庁
し
ま
す
。
お
仕
事
の
都

合
な
ど
で
平
日
に
手
続
き
が
で

き
な
い
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
一
部
の
業
務
及
び
他

市
区
町
村
・
関
係
各
課
等
に
照

会
や
確
認
を
必
要
と
す
る
手
続

き
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
取
扱

い
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
内
容
に
よ
っ
て
は
平
日
、

再
度
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
取
扱
業
務

届
書
の
受
付

・
転
入
、
転
出
、
転
居
、
世
帯

変
更
届
・
印
鑑
登
録

・
国
民
健
康
保
険
及
び
国
民
年

金
の
取
得
・
喪
失
の
届
出

※
短
期
保
険
証
及
び
資
格
者
証

及
び
各
種
受
給
者
証
の
受
付
は

で
き
ま
せ
ん
。

証
明
書
の
交
付

・
住
民
票
の
写
し
印
鑑
証
明
書
、・

戸
籍
全
部
、
個
人
事
項
証
明
書

（
戸
籍
謄
本
・
抄
本
）

そ
の
他

・
住
所
の
異
動
等
に
関
連
す
る

業
務
（
児
童
手
当
認
定
請
求
、

各
種
医
療
助
成
申
請
な
ど
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
連

事
務

■
取
扱
で
き
な
い
業
務

・
パ
ス
ポ
ー
ト
関
係
業
務

・
住
居
表
示
の
届
出

・
住
居
表
示
地
区
（
大
光
寺
、

花
の
木
、
大
松
山
、
駅
東
）
へ

の
転
入
・
転
居
の
う
ち
住
居
番

号
が
付
番
さ
れ
て
い
な
い
建
物

へ
の
届
出

・
他
市
区
町
村
や
関
係
各
課
へ

の
確
認
が
必
要
な
業
務

※
ご
不
明
な
点
は
事
前
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
国
分
寺
窓
口

　

☎（
40
）５
５
５
７

水
道
の
開
栓
・
閉
栓
等
は
事
前

の
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

　

開
栓
・
閉
栓
の
お
申
し
込
み

は
、
土
・
日
・
祝
日
等
の
閉
庁

日
を
除
く
３
日
前
ま
で
に
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
上
下
水
道
開

始
・
中
止
届
）
ま
た
は
水
道
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
使
用
者
や
所
有
者
の

名
義
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
は
、

水
道
課
ま
た
は
市
民
課
窓
口
ま

で
至
急
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分

　

〜
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

■
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

　

水
道
課　

☎（
48
）２
１
２
１

春
は

就
職
・
進
学
・
転
勤
の
季
節
で
す

届
出
を
お
忘
れ
な
く

春は就職・進学・転勤の季節です

■
土
日
開
庁
日

・
３
月
26
日
㈯

・
３
月
27
日
㈰

・
４
月
２
日
㈯

・
４
月
３
日
㈰

■
開
庁
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

■
開
庁
場
所

・
国
分
寺
庁
舎
市
民
課
窓
口

・
南
河
内
図
書
館
２
階
市
民
課

窓
口
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
業

務
の
み
取
扱
い
）
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引
越
し
に
伴
う
児
童
手
当

の
手
続
に
つ
い
て

　

３
月
・
４
月
は
引
越
し
が
多

く
な
る
時
期
で
す
。
引
越
し
に

伴
う
転
入
・
転
出
等
の
届
出
と

は
別
に
、
児
童
手
当
の
手
続
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
手
続
が
遅
れ
る
と
、

手
当
の
支
給
さ
れ
な
い
月
が
発

生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
手

続
は
、
必
ず
異
動
日
（
転
出
予

定
日
）
の
翌
日
か
ら
15
日
以
内

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
転
出（
下
野
市
外
へ
の
引
越
し
）

　

受
給
者
の
方
が
転
出
を
さ
れ

る
と
下
野
市
か
ら
支
給
さ
れ
る

手
当
は
終
了
と
な
り
ま
す
。
下

野
市
で
の
手
続
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
が
、
引
き
続
き
手
当
を
受

給
す
る
た
め
に
は
、
転
出
先
の

市
区
町
村
に
て
手
続
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

■
転
入（
下
野
市
内
へ
の
引
越
し
）

　

他
の
市
区
町
村
か
ら
下
野
市

へ
転
入
を
さ
れ
た
場
合
に
は
、

「
認
定
請
求
手
続
」
が
必
要
で
す
。

手
続
を
さ
れ
な
い
と
手
当
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
請
求
者
の
健
康
保
険
証

・
請
求
者
本
人
名
義
の
預
金
通
帳

・
印
鑑

・
保
護
者
の
個
人
番
号
確
認
書

類
（
詳
細
は
下
段
）

・
窓
口
で
手
続
を
す
る
方
の
本

人
確
認
書
類
（
詳
細
は
下
段
）

・
保
護
者
（
父
母
）
の
平
成
27

年
度
（
平
成
26
年
中
）
の
児
童

手
当
用
所
得
証
明
書
（
平
成
27

年
１
月
１
日
時
点
で
下
野
市
に

住
民
登
録
が
あ
っ
た
方
は
不
要
）

※
次
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
以

下
の
書
類
が
追
加
で
必
要
で
す
。

【
請
求
者
本
人
以
外
の
方
が
窓

口
で
手
続
を
す
る
場
合
】

・
委
任
状(

法
定
代
理
人
の
場
合

は
戸
籍
謄
本)

【
児
童
が
別
居
す
る
場
合
】

・
児
童
の
属
す
る
世
帯
全
員
分

の
住
民
票

・
児
童
の
個
人
番
号
確
認
書
類

■
転
居
（
下
野
市
内
で
の
引
越
し
）

　

住
所
変
更
届
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
受
給
者
と
児

童
が
別
居
す
る
場
合
は
、
別
居

監
護
申
立
の
手
続
が
別
途
必
要

と
な
り
ま
す
。

児
童
手
当
に
関
す
る
手
続
の
ご
案
内

公
務
員
に
な
っ
た
と
き

公
務
員
で
な
く
な
っ
た
と
き

　

公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
よ

り
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
勤

務
先
が
変
わ
り
、
公
務
員
に

な
っ
た
と
き
や
公
務
員
で
な
く

な
っ
た
と
き
は
、
お
住
ま
い
の

市
区
町
村
と
勤
務
先
の
両
方
で

手
続
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳

細
は
、
こ
ど
も
福
祉
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
手
続
が
遅
れ
、
市
区
町
村
と
勤

務
先
の
両
方
か
ら
手
当
の
支
給
を

受
け
た
場
合
に
は
、
手
当
を
返
還

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
４

　

児
童
手
当
は
、
原
則
、
申
請

し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
と

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
異
動
日

が
月
末
に
近
い
場
合
に
は
、
異

動
日
の
翌
日
か
ら
15
日
以
内
の

手
続
で
あ
れ
ば
申
請
月
分
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す
（
15
日
特
例
）。

　

申
請
が
遅
れ
る
と
、
遅
れ
た

月
分
の
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
手
続
は
異
動

日
の
翌
日
か
ら
15
日
以
内
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
の
認
定
請
求
手
続
に
は

ご
家
族
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
で
す

　

１
月
よ
り
個
人
番
号
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
）
の
利
用
が
開
始
さ

れ
、
児
童
手
当
の
一
部
の
手
続

を
す
る
た
め
に
は
、
ご
家
族
の

個
人
番
号
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
個
人
番
号
が
必
要
と
な
る
手

続
　
「
認
定
請
求
手
続
」

　

第
１
子
の
出
生
や
転
入
等
に

よ
り
児
童
手
当
を
新
規
で
申
請

す
る
場
合

※
受
給
者
と
児
童
が
別
居
す
る

場
合
の
「
別
居
監
護
申
立
」
の

手
続
等
で
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
手
続
に
必
要
と
な
る
も
の

・
請
求
者
（
受
給
者
）
と
配
偶

者
の
「
個
人
番
号
確
認
書
類
」

・
窓
口
で
手
続
を
す
る
方
の
「
本

人
確
認
書
類
」

※
請
求
者
（
受
給
者
）
本
人
以

外
の
方
が
窓
口
で
手
続
を
す
る

場
合
に
は
、「
委
任
状
」（
法
定

代
理
人
の
場
合
は
、「
戸
籍
謄

本
」）
が
必
要
で
す
。

※
請
求
者
（
受
給
者
）
と
児
童

が
別
居
す
る
場
合
に
は
、
児
童

の
「
個
人
番
号
確
認
書
類
」
も

必
要
と
な
り
ま
す
。

個
人
番
号
確
認
書
類

　

以
下
３
点
の
ど
れ
か
１
つ

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
申

請
を
し
た
希
望
者
の
み
に
交
付

さ
れ
る
顔
写
真
入
り
の
個
人
番

号
カ
ー
ド
）

・
通
知
カ
ー
ド
（
各
世
帯
に
送

付
さ
れ
た
紙
製
の
カ
ー
ド
）

・
個
人
番
号
記
載
の
住
民
票

本
人
確
認
書
類

■
１
点
で
足
り
る
も
の

（
顔
写
真
付
き
の
公
的
証
明
書
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
運
転
免
許
証

・
パ
ス
ポ
ー
ト

・
在
留
カ
ー
ド　
　

等

■
２
点
必
要
と
な
る
も
の

・
健
康
保
険
証

・
年
金
手
帳

・
年
金
証
書

・
印
鑑
登
録
証
明
書

・
母
子
手
帳

・
児
童
扶
養
手
当
証
書　
　

等

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

下
野
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
の
会
場
は
、
下
野
市
新
庁
舎
で
あ
る
。
○
か
×
か
？

問
３

Shimotsuke

広報しもつけ　2016.3
9



し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
○　

式
典
当
日
に
は
新
庁
舎
内
覧
会
も
実
施
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平成26年度財務諸表

　　新地方公会計制度による
　　　　平成26年度財務諸表を作成しました
　本市では、民間企業の考え方を取り入れた会計基準で皆
様に財政状況をお知らせするため、総務省より示された「総
務省方式改訂モデル」を用いて財務諸表４表を作成してい
ます。
　なお、本紙においては財務４表のうち「貸借対照表（バ
ランスシート）」のみ掲載し、それ以外の財務諸類は市の
ホームページに掲載しましたので、そちらをご覧ください。

地方公共団体の決算は、その年度における収入・支出
の状況を表しているのに対し、貸借対照表は今までに
市が建設してきた学校や福祉施設、道路、公園などの
資産【市民の財産】の状況と、そのために将来負担し
なければならない借入金などの負債を把握することが
できます。

普通会計バランスシート

借方（資金の使われ方）
１ 公共資産
①　有形固定資産 888億 6,572万円
　　庁舎、道路、公園、学校、保育園、
　　公民館、体育館などの土地、建物
②　売却可能資産 1億 5,304万円

890億1,876万円Ⓐ
２ 投資等
①　投資及び出資金 １億 8,140万円
②　基金など 76億 2,548万円
③　その他 3億 6,038万円
　　　長期延滞債権など

81億6,726万円
３ 流動資産
①　資　金
　　現金や必要に応じてすぐ使える基金（預金）
　　・財政調整基金 25億 1,316万円
　　・減債基金 32億 2,183万円
　　・歳計現金 13億 9,056万円
②　未収金 1億 570万円

72億3,125万円
●資産合計

1,044億1,727万円Ⓑ（1,042億6,367万円）

貸方（資金調達のされ方）
１ 固定負債
　１年以上先に支払うもの
①　地方債 175億 5,678万円
②　長期未払金 3億 106万円
③　退職手当引当金 31億 4,176万円

209億9,960万円
２ 流動負債
　１年以内に支払うもの
①　翌年度償還予定地方債 21億 9,308万円
②　未払金 9,379万円
③　賞与引当金 5億 2,025万円

28億   712万円
●負債合計

238億0,672万円Ⓒ（241億3,635万円）
１ 純資産
　すでに負担して、支払いが済んでいる資産
①　国県補助金など 147億 9,055万円
②　一般財源など 658億 2,000万円

●純資産合計
806億1,055万円Ⓓ（801億2,732万円）

●負債・純資産合計
1,044億1,727万円（1,042億6,367万円）

◇バランスシートから分かること◇
　これまで下野市は、1,044億1,727万円Ⓑの資産を形成してきました。そのうち、公共資産（学校・道路・公園など）
の890億1,876万円Ⓐが将来に引き継ぐ資産になります。資産のうち、806億1,055万円Ⓓは、これまでの世代の負担で、
すでに支払いが済んでいます。残りの238億 672万円Ⓒを将来の世代が負担していくことになります。

・ 資 産 合 計 1,044億1,727万円【市民１人当たり 174万円（174万円）】

（　）内は前年度の金額

・ 負 債 合 計 238億3,672万円【市民１人当たり 40万円（040万円）】
・ 純資産合計 806億1,055万円【市民１人当たり 134万円（132万円）】
※平成27年３月31日現在、住民基本台帳人口　60,066人
　普通会計とは一般会計と仁良川地区土地区画整理事業特別会計の一部を合算したものです。

（平成27年３月31日現在）

貸借対照表（バランスシート）とは
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平成26年度財務諸表

問い合わせ先　　財政課　☎（４０）５５５２

連結バランスシート

借方（資金の使われ方）
1 公共資産
①　有形固定資産 1,365億 6,370万円
②　無形固定資産 185万円
③　売却可能資産 1億 5,819万円

1,367億2,374万円
２ 投資等
①　投資及び出資金 7,724万円
②　貸付金 4,064万円
③　基金など 95億 7,161万円
④　その他 6億 2,382万円
　　長期延滞債権など

103億1,331万円
３ 流動資産
①　資　金 201億 5,906万円
②　未収金 3億 4,231万円
③　販売用不動産 1億 9,745万円
④　その他 20億 3,172万円
⑤　回収不能見込額 △3,134万円

226億5,920万円
●資産合計

1,696億9,625万円（1,678億   107万円）

貸方（資金調達のされ方）
１ 固定負債
①　地方債 297億 3,718万円
②　長期未払金 3億 106万円
③　退職手当引当金等 40億 5,462万円

340億9,286万円
２ 流動負債
①　翌年度償還予定地方債 31億 1,983万円
②　未払金 1億 9,743万円
③　賞与引当金 6億 2,467万円
④　その他 1億 6,300万円

41億   493万円
●負債合計

381億9,779万円（388億6,034万円）
１ 純資産
①　国県補助金など 247億 7,514万円
②　一般財源など 1,067億 2,332万円

●純資産合計
1,314億9,846万円（1,289億4,073万円）

●負債・純資産合計
1,696億9,625万円（1,678億   107万円）

◇連結対象団体◇
水道事業会計 小山広域保健衛生組合
国民健康保険特別会計 県南公設地方卸売市場事務組合
後期高齢者医療特別会計 石橋地区消防組合
介護保険特別会計（保険事業勘定・介護サービス事業勘定） 後期高齢者医療広域連合
区画整理事業特別会計（下古山・石橋駅周辺・仁良川地区） 一般財団法人グリムの里いしばし
公共下水道事業特別会計 公益財団法人下野市農業公社
農業集落排水事業特別会計 社会福祉法人下野市社会福祉協議会
 公益社団法人下野市シルバー人材センター
 株式会社道の駅しもつけ
 一般社団法人下野市観光協会

・ 資 産 合 計 1,696億9,625万円【市民１人当たり 283万円（279万円）】

（　）内は前年度の金額

・ 負 債 合 計 381億9,779万円【市民１人当たり 064万円（064万円）】
・ 純資産合計 1,314億9,846万円【市民１人当たり 219万円（215万円）】
※平成27年３月31日現在、住民基本台帳人口　60,066人
　連結バランスシートは普通会計と下記の特別会計及び関係団体を加えたものです。

（平成27年３月31日現在）し
も
つ
け
ク
イ
ズ

市
制
施
行
10
周
年
を
迎
え
た
下
野
市
で
す
が
、
下
野
市
と
「
歴
史
文
化
交
流
協
定
」
を
締
結
し
て
い
る
香
川
県
高
松
市
で
も
、

合
併
10
周
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。
○
か
×
か
？

問
４

Shimotsuke
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３月～５月は県内一斉地方税滞納整理強化月間です

県内一斉に滞納整理の強化に取り組みます！
納税の公平と税収の確保を図るため、３～５月を「県内一斉地方税滞納整理
強化月間」として、栃木県と協働して県内一斉に徴収の強化に取り組みます。

自主的な納付をお願いします
　納税は国民の義務であり、市は自主的な
納税を期待しています。納期限を過ぎても納
付がない場合は滞納処分（財産の差押・公
売など）をする必要があり、これには貴重な
税金を使います。また他の財源を必要として
いる分野に税金を充てられなくなる等、滞納
が行政にもたらす損失は多大なものです。
　納付が困難な場合は、早めに納付の相
談をしてください。

　市町村税はわたし
たちの身近なところ
でみんなの暮らしを
支えています。
　未納の税金は速
やかに納税してくだ
さい。

ご
存
知
で
す
か
？
固
定
資
産
の

縦
覧
・
閲
覧
制
度

　

毎
年
、
納
税
通
知
書
を
発
送

す
る
前
に
、
納
税
者
の
方
に
課

税
台
帳
を
お
見
せ
す
る
期
間
を

設
け
て
い
ま
す
。
4
月
1
日
㈮

よ
り
、
土
地
及
び
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
、
固
定
資
産

課
税
台
帳
の
閲
覧
が
始
ま
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
こ
の

制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
た
と
え
ば
こ
ん
な
方
・
・
・

・
自
分
の
固
定
資
産
税
額
が
い

く
ら
に
な
る
の
か
心
配
。

・
自
分
の
土
地
・
家
屋
と
他
の

方
の
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
を

比
較
し
て
、
適
正
で
あ
る
か
確

認
し
た
い
。

・
土
地
や
家
を
借
り
て
い
る
が
、

そ
の
評
価
額
や
税
額
が
い
く
ら

に
な
っ
て
い
る
の
か
知
り
た
い
。

・
今
年
に
な
っ
て
か
ら
土
地
を

取
得
し
た
が
、
そ
の
土
地
が
ど

の
よ
う
な
評
価
を
さ
れ
て
い
る

の
か
知
り
た
い
。

■
土
地
及
び
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、
自

己
と
他
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額

を
比
較
し
、
適
正
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

■
縦
覧
場
所

　

税
務
課
窓
口

■
期
間

　

４
月
１
日
㈮
〜
５
月
31
日
㈫

　
（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

■
対
象
者

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者

■
必
要
な
も
の

　

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

　
（
納
税
通
知
書
、
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
等
）

　

代
理
人
の
方
は
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の
の
他
に
、
委
任
状

が
必
要
で
す
。

■
手
数
料

　

無
料

■
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

自
己
の
資
産
の
価
格
、
課
税

標
準
額
、
評
価
方
法
等
を
確
認

す
る
た
め
の
制
度
で
す
。
ま
た
、

借
地
人
・
借
家
人
等
も
、
借
り

て
い
る
土
地
・
家
屋
の
確
認
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
閲
覧
場
所

　

税
務
課
窓
口

■
期
間

　

通
年

　
（
土
・
日
・
祝
祭
日
、
年
末

年
始
の
休
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

■
対
象
者

①
固
定
資
産
の
所
有
者

②
土
地
を
有
償
で
借
り
て
い
る
方

③
家
屋
を
有
償
で
借
り
て
い
る
方

④
固
定
資
産
の
処
分
を
す
る
権

利
を
有
す
る
一
定
の
方

■
必
要
な
も
の

　

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

（
納
税
通
知
書
、
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
等
）

対
象
者
の
②
〜
④
に
該
当
す
る

方
は
、
そ
れ
ら
を
確
認
で
き
る

も
の
。（
賃
貸
借
契
約
書
等
）

　

代
理
人
の
方
は
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の
の
他
に
、
委
任
状

が
必
要
で
す
。

■
手
数
料

　

閲
覧
30
分
に
つ
き
３
０
０
円

　

写
し
１
枚
に
つ
き
３
０
０
円

（
た
だ
し
、縦
覧
期
間
中
は
無
料
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課

　

☎（
40
）５
５
５
４

税務課収納グループ　☎（４０）５５５４

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
○　

高
松
市
は
、
平
成
17
年
９
月
26
日
に
塩
江
町
と
、
平
成
18
年
１
月
10
日
に
牟
礼
町
・
庵
治
町
・
香
川
町
・
香
南
町
・

国
分
寺
町
と
合
併
し
ま
し
た
。
現
在
の
高
松
市
に
な
っ
て
本
年
度
で
10
周
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。

県内一斉地方税滞納整理強化月間

県内一斉地方税滞納整理強化月間
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軽
自
動
車
税
の
見
直
し

　

平
成
28
年
度
か
ら
、
原
動
機
付

自
転
車
・
二
輪
車
・
小
型
特
殊
自

動
車
の
税
額
が
、
次
の
よ
う
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

車　種　区　分
税　　率　（年　額）

現　　行 平成28年度以降

原動機付自転車

50cc以下 1,000円 2,000円
50cc超90cc以下 1,200円 2,000円
90cc超125cc以下 1,600円 2,400円
ミニカー 2,500円 3,700円

軽二輪（125cc超250cc以下） 2,400円 3,600円
小型二輪（250cc超） 4,000円 6,000円

小型特殊自動車 農耕作業用（トラクター等） 1,600円 2,400円
その他（フォークリフト等） 4,700円 5,900円

車　種　区　分

税　　率　（年　額）

平成27年3月31日
以前に新規登録した車両

平成27年4月1日
以後に新規登録の車両 登録後13年超

三　　輪 3,100円 3,900円 4,600円

四輪乗用
自家用 7,200円 10,800円 12,900円
営業用 5,500円 6,900円 8,200円

四輪貨物
自家用 4,000円 5,000円 6,000円
営業用 3,000円 3,800円 4,500円

車　種　区　分

平成28年度の税率（年額）

（ア）
税額を概ね
75％軽減

（イ）
税額を概ね
50％軽減

（ウ）
税額を概ね
25％軽減

軽自動車
四輪以上

乗用
自家用 2,700円 5,400円 8,100円
営業用 1,800円 3,500円 5,200円

貨物用
自家用 1,300円 2,500円 3,800円
営業用 1,000円 1,900円 2,900円

三輪 1,000円 2,000円 3,000円

グリーン化特例（軽課）が適用されるもの（平成28年度） 内　容

乗用車

電気軽自動車・天然ガス軽自動車
（平成21年排出ガス10％低減） 概ね75％軽減（ア）

「低排出ガス☆☆☆☆」かつ「平成32年度燃費
基準＋20％達成車」 概ね50％軽減（イ）

「低排出ガス☆☆☆☆」かつ「平成32年度燃費
基準達成車」 概ね25％軽減（ウ）

貨物車

電気軽自動車・天然ガス軽自動車
（平成21年排出ガス10％低減） 概ね75％軽減（ア）

「低排出ガス☆☆☆☆」かつ「平成27年度燃費
基準＋35％達成車」 概ね50％軽減（イ）

「低排出ガス☆☆☆☆」かつ「平成27年度燃費
基準＋15％達成車」 概ね25％軽減（ウ）

　

平
成
27
年
４
月
１
日
以
後
に
新

規
登
録
し
た
三
輪
以
上
の
軽
自
動

車
の
税
額
が
、
次
の
よ
う
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
最
初
の
車
検
登
録
か
ら

13
年
経
過
し
た
三
輪
以
上
の
軽
自

動
車
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
重

課
の
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

28
年
３
月
31
日
の
間
に
新
規
登
録

（
新
車
）
し
た
三
輪
以
上
の
軽
自

動
車
の
う
ち
、
排
出
ガ
ス
性
能
お

よ
び
燃
費
性
能
の
優
れ
た
も
の
に

つ
い
て
、
軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー

ン
化
特
例
（
軽
課
）
に
よ
り
、
平

成
28
年
度
の
税
率
を
軽
減
し
ま
す
。

軽
自
動
車
の
廃
車
の
手
続
き

は
３
月
31
日
ま
で
に

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1

日
時
点
の
所
有
者
に
課
税
に
な
り

ま
す
。
軽
自
動
車
（
原
動
機
付
自

転
車
、
農
耕
車
を
含
む
）
を
所
有

し
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
廃
車
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。（
軽
自
動
車
税
は
、
月
割
課

税
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

各
種
軽
自
動
車
廃
車
手
続
き
場
所

は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
市
役
所
各
市
民
課
窓
口

　

・
原
動
機
付
自
転
車

　
　
（
１
２
５
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
）

　

・
小
型
特
殊
自
動
車

　
　
（
農
耕
車
等
）

■
関
東
運
輸
局　

栃
木
運
輸
支
局

　

・
二
輪

　
（
側
車
付
の
も
の
を
含
む
）

　

・
二
輪
の
小
型
自
動
車

■
軽
自
動
車
検
査
協
会

　

栃
木
事
務
所

　

・
三
輪

　

・
四
輪
（
乗
用
・
貨
物
、
自
家

用
・
営
業
用
）

　

・
ボ
ー
ト
ト
レ
ー
ラ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
資
産
税
グ
ル
ー
プ

　

☎（
40
）５
５
５
４

　

関
東
運
輸
局　

栃
木
運
輸
支
局

　

宇
都
宮
市
八
千
代
１
―
14
―
８

　

☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
１
９

　

軽
自
動
車
検
査
協
会
栃
木
事
務

所
　

宇
都
宮
市
西
川
田
本
町
１
―
２

―
37

　

☎
０
５
０（
３
８
１
６
）３
１
０
７

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

市
制
施
行
10
周
年
を
迎
え
た
下
野
市
で
す
が
、
下
野
市
と
姉
妹
都
市
で
あ
る
ド
イ
ツ
の
デ
ィ
ー
ツ
ヘ
ル
ツ
タ
ー
ル
で
も
、

合
併
10
周
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。
○
か
×
か
？

問
５

Shimotsuke
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
×　

１
９
７
１
年
に
「
シ
ュ
タ
イ
ン
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン
」
と
「
エ
ヴ
ァ
ー
ス
バ
ッ
ハ
」
が
合
併
し
、
１
９
７
２
年
に
は
「
マ
ン
デ
ル
ン
」
が
合
併
、

そ
し
て
１
９
７
７
年
に
「
リ
ッ
タ
ー
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
」
が
合
併
し
現
在
の
「
デ
ィ
ー
ツ
ヘ
ル
ツ
タ
ー
ル
」
に
な
り
ま
し
た
。

「
情
報
セ
ン
タ
ー
仲
間
た
ち

の
集
い
」を
開
催
し
ま
し
た

　

市
民
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
基
本
で
あ
る
心
身
の
健

康
に
つ
い
て「
元
気
な
体
で
冬
を

乗
り
切
ろ
う
」を
テ
ー
マ
に
、生

涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
を
利
用

し
て
い
る
皆
さ
ん
を
対
象
に
講

演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

に
登
録
し
ま
せ
ん
か
？ 

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、

下
野
市
を
拠
点
と
す
る
市
民
活

動
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
応

援
す
る
施
設
。セ
ン
タ
ー
に
登

録
し
た
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、施
設
の
会
議
室
等
を
無
料
で

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま

た
、団
体
運
営
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
関
す
る
相

談
や
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

公
募
委
員
の
募
集
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
度
末
で
、
以
下
の

委
員
会
が
任
期
満
了
と
な
る
た

め
、
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

３
月
７
日
㈪
〜
25
日
㈮

■
任
期　

２
年
（
委
嘱
日
か
ら

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
）

※
募
集
期
間
と
任
期
は
各
委
員

会
共
通
で
す
。

■
応
募
資
格

１  

下
野
市
に
住
所
を
有
す
る
20

歳
以
上
の
方
（
学
生
を
除
く
）

２  

下
野
市
で
設
置
す
る
他
の
審

議
委
員
会
等
の
委
員
で
な
い

方
３  

平
日
昼
間
開
催
さ
れ
る
会
議

に
出
席
で
き
る
方

４  

下
野
市
議
会
議
員
及
び
下
野

市
の
職
員
で
な
い
方

■
選
考

　

選
考
委
員
会
で
決
定
し
、
結

果
は
ご
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

生
涯
学
習
文
化
課
で
配
布
し

い
た
だ
き
ま
す
。

■
会
議
開
催
回
数　

年
３
回
程

度■
公
募
人
数　

３
名

■
報
酬　

日
額
６
，０
０
０
円

○
図
書
館
協
議
会
委
員

■
職
務
内
容

　

市
立
図
書
館
の
行
う
事
業
に

意
見
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
図
書
館
の
運
営
な
ど
に

つ
い
て
評
価
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

■
会
議
開
催
回
数　

年
６
回
程

度■
公
募
人
数　

２
名

■
報
酬　

日
額
６
，０
０
０
円

○
生
涯
学
習
推
進
協
議
会
委
員

■
職
務
内
容

　

市
の
生
涯
学
習
推
進
に
関
す

る
諸
計
画
の
立
案
や
必
要
な
調

査
研
究
等
を
行
い
ま
す
。

■
会
議
開
催
回
数　

年
４
回
程

度■
公
募
人
数　

２
名
程
度

■
報
償　

日
額
３
，０
０
０
円

○
ふ
れ
あ
い
学
習
推
進
委
員

■
職
務
内
容

　

市
の
ふ
れ
あ
い
学
習
推
進
に

関
す
る
諸
計
画
の
立
案
や
必
要

な
調
査
研
究
等
を
行
い
ま
す
。

て
い
る
応
募
用
紙
、
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
し
た

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
は
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子

メ
ー
ル
で
も
結
構
で
す
。
な
お
、

応
募
用
紙
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

○
社
会
教
育
委
員

■
職
務
内
容

　

市
の
社
会
教
育
に
関
す
る
諸

計
画
の
企
画
・
立
案
を
し
た
り
、

教
育
委
員
会
の
諮
問
に
応
じ
て

意
見
を
述
べ
た
り
、
そ
の
職
務

を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
研

究
調
査
を
し
ま
す
。

■
会
議
開
催
回
数　

年
３
回
程

度■
公
募
人
数　

３
名

■
報
酬　

日
額
６
，０
０
０
円

○
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

■
職
務
内
容

　

公
民
館
の
諸
事
業
の
企
画
実

施
等
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
て

■
会
議
開
催
回
数　

年
３
回
程

度■
公
募
人
数　

３
名

■
報
償　

日
額
３
，０
０
０
円

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
文
化
課

　

☎（
52
）１
１
１
９

　

（
52
）２
６
２
４

　

sho
ugaigakushu

ubunka@
City.shim

otsuke.lj.jp

パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
相
談
窓
口

　

パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日　

時

　

○
４
月
４
日
㈪

　

○
５
月
２
日
㈪

　

午
後
１
時
〜
２
時

■
相
談
受
付

　

下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会
（
パ
ソ
コ

ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
団
体
）

■
会
場
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

Shimotsuke
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国保＆年金 こんなときにはこんな手続きを！

問い合わせ先　市民課　保険年金グループ　　☎（４０）５５５６

脱退の届出が
遅れると…

加入の届出が
遅れると…

国民健康保険の資格がなくなったのに、抜ける届出が遅れると、ついうっかり国保の保険証を使っ
て診療を受けてしまうことがあります。この場合は国保が負担した医療費をあとで返さなければ
なりません。

国民健康保険・国民年金に加入しなければならないのに、届出が遅れると、保険料（税）をさかのぼっ
て納めることになります。例えば、４月に国民健康保険・国民年金に加入する資格があるにもかかわら
ず10月に届け出た場合、４月までさかのぼって保険料（税）を納めることになります。

《国民健康保険》
こんなとき どうする 届出に必要なもの

他の市区町村から転入したとき
（前住所地で国民健康保険だった場合）

国民健康保険に
加入する

他の市区町村の転出証明書、印鑑

社会保険等勤務先の健康保険を抜けたとき 社会保険等を抜けた日にちのわかる書類（退職証明
書、社会保険資格喪失証明書、離職票など）、印鑑

社会保険等の扶養からはずれたとき 扶養を抜けた日にちのわかる書類（社会保険資格
喪失証明書など）、印鑑

他の市区町村に転出するとき
（下野市で国民健康保険だった場合）

国民健康保険を
抜ける

今まで使用した国民健康保険証、特定健康診査受
診券（新しい受診券が郵送されていて、受診してい
ない場合のみ）、印鑑

社会保険等勤務先の健康保険に加入したとき 今まで使用した国民健康保険証、新しく加入した
職場の健康保険証、印鑑社会保険等の被扶養者になったとき

下野市内で住所がかわったとき 新しい保険証を
受取る

今まで使用した国民健康保険証、印鑑
世帯を分けたり、一緒になったりしたとき 今まで使用した国民健康保険証、印鑑
保険証をなくしたり、汚れて使えなくなったとき 再発行の

手続きをする
本人であることを証明するもの（運転免許証な
ど）、印鑑

就学のため、子どもが他市町村へ転出するとき 転出後も下野市の
保険証を使用する
手続きをする

今まで使用した国民健康保険証、在学証明書、印鑑

※手続きは市役所各庁舎市民課窓口にて行います。（新庁舎開庁後は新庁舎のみ）

《国民年金》
こんなとき どうする 届出先・届出に必要なもの

60歳前に会社などを退職したとき

国民年金（第1号
被保険者）加入の
手続きをする

市役所各庁舎市民課（新庁舎開庁後は新庁舎のみ）
厚生年金等を抜けた日にちのわかる書類（退職証
明書、社会保険資格喪失証明書、離職票など）、年
金手帳、印鑑

厚生年金に加入している配偶者の扶養からはずれ
たとき

市役所各庁舎市民課（ 同上 ）
扶養を抜けた日にちのわかる書類（社会保険資格
喪失証明書など）、年金手帳、印鑑

結婚や退職などにより厚生年金に加入している配
偶者の扶養となったとき

国民年金（第3号
被保険者）加入手
続きをする

配偶者の勤務先

年金手帳をなくしたとき 再交付の手続き
をする

第1号被保険者:市役所各庁舎市民課（ 同上 ）、年金事務所
第3号被保険者:配偶者の勤務先
本人であることを証明するもの（運転免許証など）、印鑑

保険料口座振替を開始・停止・変更するとき 口座振替依頼書
を提出する

金融機関、年金事務所

国保＆年金

　転入・転出や就職など生活がか
わるとき、国民健康保険や国民年
金では以下の手続きが必要です。
忘れずに手続きをしましょう。

こんなときにはこんなときには
　 こんな手続きを!　 こんな手続きを!

―届出は 14日以内に―

Shimotsuke

広報しもつけ　2016.3
15



問い合わせ先　安全安心課　☎（４０）５５５５　　　  anzenanshin@city.shimotsuke.lg.jp　

デマンドバス「おでかけ号」を
　　　　  利用してみませんか？

４月からは運行日・運行時間が変わります４月からは運行日・運行時間が変わります

デマンドバス「おでかけ号」とは？
・10人乗りワゴン車による乗合タクシーです。
・電話予約に応じて、ご自宅まで迎えに行きます。
・他のお客様も途中乗せながら、目的地までお送りします。
※時間に余裕を持って予約してください。

＜運行区域＞
下野市内を３エリア
（国分寺・南河内・石橋）に区分し運行します

※エリアを越えての利用には、乗継が必要です。

●利用するには
1.事前登録が必要です。
　利用登録申請書に記入し下記の方法で申請してください。
　①FAX 028-625-2442
　②安全安心課（国分寺庁舎2階）、市民課窓口へお申し込みください。
　※登録申請書は安全安心課・市民課窓口（石橋・南河内）または市のホームページよりダウンロードできます。
　※安全安心課にて電話及びメールでも登録申請を受け付けしています。
　・約１週間後に登録証が届きます。

2.利用したい時間（便）の1時間前までに電話で予約してください。
　・予約受付センター　 0120-11-1646　　※予約受付時間　午前8時から午後5時まで

●運行日　月曜日から土曜日まで
　  ※祝日及び振替休日、年末年始（12/30 ～１/ ３）を除く

●運行時間（便）　午前８時便～午後５時便
　  ※利用が少ない午前７時便を廃止し、代わりに最終便を１時間遅らせ午後５時便を新設します。

デマンドバス乗車時のお願いと、ご協力について
　・乗車中は運転手の指示に従ってください。
　・乗降は、車が完全に停止してから行ってください。
　・乗車中はシートベルトの着用にご協力ください。
　◎安全運行にご協力ください！

＜運　賃＞
中学生以上　300円
小学生　　　200円
未就学児　　　無料（保護者同伴条件）
※回数券（11枚綴り）はバスの中で販売
しています

Shimotsuke
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・
市
民
課
国
分
寺
窓
口

・
市
民
課
石
橋
窓
口

・
市
民
課
南
河
内
窓
口

そ
の
他
各
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
も
受
付
で
き
ま
す
。

※
新
庁
舎
開
庁
後
は
、
高
齢
福

祉
課
、
各
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
み
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
方
法

　

印
鑑
、
下
野
市
お
で
か
け
号

登
録
証
、
身
分
証
明
書
（
年
齢

が
確
認
で
き
る
も
の
）
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

　

※
代
理
申
請
も
可
能
で
す
。

そ
の
際
は
、
代
理
者
の
印
鑑
も

あ
わ
せ
て
持
参
く
だ
さ
い
。

■
申
請
受
付
開
始

　

３
月
22
日
㈫
〜

　

※
利
用
開
始
は
４
月
１
日
〜

に
な
り
ま
す
。

■
利
用
券
の
交
付

　

申
請
内
容
を
審
査
し
た
後
、

郵
送
に
て
交
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
５

※
４
月
以
降
、
平
成
27
年
度
の

利
用
券
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

だ
し
、
未
就
学
児
が
乗
車
す
る

に
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で

す
。

・
利
用
券
は
再
交
付
で
き
ま
せ

ん
。
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

・
利
用
券
の
有
効
期
限
は
平
成

29
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。
利

用
券
の
交
付
申
請
は
毎
年
度
必

要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

・
子
育
て
支
援
の
デ
マ
ン
ド
バ

ス
利
用
券
交
付
に
関
す
る
こ
と

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
４

・
デ
マ
ン
ド
バ
ス
利
用
登
録
の

方
法
な
ど
デ
マ
ン
ド
バ
ス
全
般

に
関
す
る
こ
と

　

安
全
安
心
課

　

☎（
40
）５
５
５
５

高
齢
者
の
方
に
デ
マ
ン
ド

バ
ス「
お
で
か
け
号
」利
用

券
を
交
付
し
ま
す

　

市
で
は
、
電
車
・
バ
ス
等

の
交
通
通
機
関
を
利
用
す
る
こ

と
が
困
難
な
高
齢
者
の
方
に
対

し
て
、
外
出
支
援
と
社
会
参
加

の
拡
大
を
図
る
た
め
、
デ
マ
ン

ド
バ
ス
「
お
で
か
け
号
利
用
券
」

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
分
の
利
用
券
を

次
の
と
お
り
交
付
し
ま
す
。（
平

成
27
年
度
に
申
請
さ
れ
た
方
も
、

今
回
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。）

■
利
用
対
象
者

・
下
野
市
お
で
か
け
号
利
用
登

録
者
（
未
登
録
の
方
は
申
請
時

に
受
付
し
ま
す
。）

・
平
成
29
年
３
月
31
日
に
お
い

て
満
75
歳
以
上
と
な
る
方

■
交
付
枚
数

　

利
用
者
１
人
に
対
し
利
用
券

10
枚
を
交
付
し
ま
す
。

※
乗
車
１
回
に
つ
き
利
用
券
１

枚
を
使
用
し
ま
す
。

■
有
効
期
限

　

交
付
し
た
日
か
ら
平
成
29
年

３
月
31
日
ま
で
。

　

※
１
年
間
利
用
で
き
る
「
お

で
か
け
号
利
用
券
」
の
交
付
は

年
１
回
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
場
所

・
高
齢
福
祉
課

■
申
請
場
所

　

印
鑑
と
下
野
市
デ
マ
ン
ド
バ

ス
利
用
登
録
証
を
お
持
ち
の
う

え
、
次
の
窓
口
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
利
用
券
は
後
日
郵
送
し
ま
す

の
で
、
ご
利
用
希
望
日
の
1
週

間
前
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

・
こ
ど
も
福
祉
課
（
石
橋
庁
舎

１
階
）

・
市
民
課
国
分
寺
窓
口
（
国
分

寺
庁
舎
１
階
）

・
市
民
課
南
河
内
窓
口
（
南
河

内
図
書
館
２
階
）

※
新
庁
舎
開
庁
後
は
こ
ど
も
福

祉
課
の
み
と
な
り
ま
す
。

■
ご
利
用
に
あ
た
っ
て

・
利
用
券
は
、
申
請
者
及
び
申

請
者
と
同
一
世
帯
の
方
が
、
未

就
学
児
と
と
も
に
デ
マ
ン
ド
バ

ス
を
利
用
す
る
場
合
の
み
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
複
数
の
保
護
者
が
同
時
に
乗

車
す
る
場
合
は
、
人
数
分
の
利

用
券
が
必
要
で
す
。

・
未
就
学
児
は
無
料
の
た
め
利

用
券
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
た

未
就
学
児
を
持
つ
保
護
者
の
方
・
高
齢
者
の
方
に
デ
マ
ン
ド
バ
ス

「
お
で
か
け
号
」
利
用
券
を
交
付
し
ま
す

未
就
学
児
を
持
つ
保
護
者

の
方
に
デ
マ
ン
ド
バ
ス

「
お
で
か
け
号
」利
用
券
を

交
付
し
ま
す

　

市
で
は
、
子
育
て
世
帯
の
外

出
を
支
援
す
る
た
め
、
未
就
学

児
を
持
つ
保
護
者
の
方
に
「
デ

マ
ン
ド
バ
ス
利
用
券
」
を
交
付

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
３

月
22
日
㈫
よ
り
利
用
券
の
交
付

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
交
付
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
未
就

学
児
を
持
つ
保
護
者
の
方
で
、

下
野
市
デ
マ
ン
ド
バ
ス
利
用
登

録
証
を
お
持
ち
の
方

※
利
用
券
の
交
付
を
申
請
す
る

に
は
、
事
前
に
デ
マ
ン
ド
バ
ス

の
利
用
登
録
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

■
交
付
枚
数

　

１
世
帯
に
つ
き
利
用
券
を
10

枚
交
付
し
ま
す
。

■
申
請
受
付
開
始
日

　

３
月
22
日
㈫
〜

※
利
用
券
は
４
月
１
日
㈮
か
ら

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Shimotsuke
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②
ゆ
う
が
お
混
声
合
唱
の
集
い

　

下
野
混
声
合
唱
団
主
催
に
よ
り
、
１
月

24
日
に
国
分
寺
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
盛
大

に
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
、
１
月
に
発
表

さ
れ
た
ば
か
り
の
下
野
市
歌
も
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

■
参
加
合
唱
団　

鹿
沼
混
声
合
奏
団
、
ゆ

う
き
混
声
合
唱
団
、
女
性
合
唱
団
コ
ー
ル

滝
の
原
の
参
加
が
あ
り
、
団
体
そ
れ
ぞ
れ

に
普
段
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
、
熱
気

と
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
来
場
者
を
魅
了

し
て
い
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に

は
、
参
加
合
唱
団
全
員
に
よ
る
演
奏
が
あ

り
ま
し
た
。
会
場
は
立
ち
見
の
方
も
出
る

ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
推
進
課

　

☎（
40
）５
５
８
５

■
申
請
・
選
考
方
法

　

申
請
に
必
要
な
書
類
を
そ
ろ
え
て
、
３

月
１
日
㈫
〜
31
日
㈭
に
市
民
協
働
推
進

課
の
窓
口
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
メ
ー
ル
・
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
等
は
不
可
）

提
出
書
類
の
様
式
等
は
、
市
民
協
働
推
進

課
窓
口
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で

き
ま
す
。

　

申
請
団
体
は
、
選
考
会
（
４
月
16
日
㈯

午
前
９
時
か
ら
）
で
事
業
内
容
を
説
明
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
公
益
性
や
効
果
・
成

果
等
を
審
査
し
、
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
た
事
業
に
対
し
、補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
そ
の
他

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
募
集
要

項
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

・
補
助
対
象
と
な
る
事
業
や
経
費
な
ど
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
民
協
働
推
進
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
補
助
金
は
、
３
月
の
議
会
に
お
い
て
予
算

が
承
認
さ
れ
た
場
合
に
交
付
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
推
進
課

　

☎（
40
）５
５
８
５

市
民
活
動
補
助
事
業

〜
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
の
活
動
を
応
援
し
ま
す
〜

 

市
制
施
行
10
周
年
市
民
提
案
事
業

　

市
内
で
実
施
さ
れ
、
地
方
創
生
の
た
め
、

地
域
・
社
会
の
た
め
に
行
う
活
動
（
例
え

ば
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
、
下
野
市
の
魅
力
発

信
、環
境
保
全
に
関
す
る
活
動
、防
犯
活
動
、

子
育
て
支
援
、
こ
ど
も
の
健
全
育
成
に
関

す
る
活
動
な
ど
）
に
関
す
る
事
業
で
あ
り
、

新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
も
の
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
活
用
を
検
討
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

【
補
助
制
度
】

下
野
市
市
民
活
動
補
助
事
業

■
補
助
の
対
象
と
な
る
事
業

　

市
内
で
実
施
さ
れ
、
地
方
創
生
の
た
め
、

地
域
・
社
会
の
た
め
に
行
う
活
動
に
関
す

る
事
業
で
あ
り
、
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る

も
の
が
対
象
で
す
。

■
補
助
が
受
け
ら
れ
る
団
体

　

左
記
の
要
件
に
全
て
該
当
す
る
団
体

⑴
公
益
活
動
を
目
的
と
す
る
団
体
等

⑵
市
内
で
活
動
実
績
が
あ
る
団
体
等

⑶
５
人
以
上
で
組
織
さ
れ
た
団
体
等

■
補
助
金
額

　

最
大
補
助
金
額
10
万
円
（
申
請
１
年
目
）

※
２
年
目
以
降
に
つ
い
て
は
、
２
月
号
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
し
も
つ
け
デ
ィ
グ
リ
ン
グ
事
業

　

３
月
４
日
、（
企
業
）
ア
ン
プ
ワ
ー
ク
ス

が
、
市
内
を
回
遊
で
き
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
活

性
の
た
め
、市
観
光
協
会
へ
贈
呈
し
ま
し
た
。

■
設
置
場
所　

観
光
協
会
・
市
内
サ
イ
ク

ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
各
公
民
館
・
ゆ
う
ゆ
う

館
・
き
ら
ら
館
・
ふ
れ
あ
い
館
に
設
置
予
定

■
サ
イ
ズ
及
び
掲
載
コ
ー
ス
等

　

Ａ
２
サ
イ
ズ
に
市
内
の
12
の
回
遊
コ
ー

ス
を
掲
載
し
、持
ち
運
び
し
や
す
い
よ
う
に
、

Ａ
６
サ
イ
ズ
に
折
り
た
た
ん
で
い
ま
す
。

◎
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
手
に
取
っ
て
い
た

だ
き
、
自
転
車
で
市
内
の
お
宝
ス
ポ
ッ
ト

を
探
し
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
？

　

今
後
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
を
市
の
Ｈ
Ｐ
観

光
協
会
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
観
光
協
会

　
（
オ
ア
シ
ス
ポ
ッ
ポ
館
内
）

　

☎（
39
）６
９
０
０

市民が主役のまちづくり！
みなさんの思いやりアイデ
アを形にして、まちづくり
に取り組んでみませんか？

Shimotsuke
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ゆ
う
ち
ょ
銀
行
か
ら
お
振
込
み

ゆ
う
ち
ょ
銀
行　

記
号
１
０
７

２
０

番
号　

０
８
２
８
１
７
１
１

他
の
金
融
機
関
か
ら
お
振
込
み

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行　

店
番
号

０
７
８

口
座
番
号　

０
８
２
８
１
７
１

※
口
座
名
義
は
下
野
市
国
際
交

流
協
会
で
す
。

【
注
意
】
前
回
か
ら
ご
継
続
の

方
も
必
ず
ご
希
望
の
コ
ー
ス
を

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

前
回
か
ら
の
自
動
継
続
は
受
け

付
け
て
い
ま
せ
ん
。

■
コ
ー
ス
案
内

・
入
門
：
新
し
く
勉
強
を
始
め

た
い
方

・
初
級
：
挨
拶
・
簡
単
な
表
現

等
が
で
き
る
方

・
中
級
：
基
本
的
な
読
み
書
き
・

日
常
会
話
が
で
き
る
方

■
受
講
日
・
休
講
日

　

受
講
料
を
お
支
払
い
い
た
だ

い
た
後
に
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務

局
（
市
民
協
働
推
進
課
内
）

　

☎（
40
）５
５
８
５

語学講座のご案内

日
本
語
だ
け
じ
ゃ
物
足
り
な
い
あ
な
た
に

語
学
講
座
の
ご
案
内

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
の
語

学
講
座
（
４
月
〜
９
月
）
の
受

講
生
を
募
集
し
ま
す
。
い
ず
れ

も
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先
生
が
教
え

ま
す
。）

■
受
講
条
件

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
の
会

員
で
あ
る
こ
と
。（
ご
入
会
は

市
役
所
市
民
協
働
推
進
課
窓
口

に
て
随
時
受
付
し
て
お
り
ま
す
。

※
年
会
費
が
か
か
り
ま
す
。）

個
人
会
費　

１
，０
０
０
円

■
申
し
込
み
期
間

　

３
月
７
日
㈪
〜
18
日
㈮

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
受
講
料
お
支
払
い
方
法

　

３
月
25
日
㈮
ま
で
に
①
ま
た

は
②
の
方
法
で
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。
年
会
費
と
受
講
料
を
一

緒
に
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と

も
可
能
で
す
。

① 

現
金
納
付
：
市
民
協
働
推
進

課
窓
口

② 

銀
行
振
込
：
下
記
指
定
口
座

に
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。

※
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

コース 講　師 曜日 時　間 場　所 回数 受講料（円）

英語

定員
各30人

入門 シルバン・ジル・エレン（女性） 金 12時～12時40分 グリーンタウン
コミュニティセンター 15 4,500円

初級Ⅰ シルバン・ジル・エレン（女性） 金 10時～11時30分 グリーンタウン
コミュニティセンター 15 7,500円

初級Ⅱ トープ・ガナー（男性） 土 9時～10時30分 石橋公民館 15 7,500円

中級Ⅰ トープ・ガナー（男性） 土 10時30分～12時 石橋公民館 15 7,500円

中級Ⅱ トープ・ガナー（男性） 木 19時～20時30分 石橋公民館 15 7,500円

ドイツ語

定員
各15人

入門 マシアス・ブリッタスドーフ（男性） 水 18時～18時40分 グリーンタウン
コミュニティセンター 15 4,500円

初級 マシアス・ブリッタスドーフ（男性） 水 19時10分～20時40分 グリーンタウン
コミュニティセンター 15 7,500円

中級Ⅰ モニカ・熊谷（女性） 火 14時～ 15時30分 国分寺公民館 15 7,500円

中級Ⅱ モニカ・熊谷（女性） 火 19時～ 21時 石橋公民館 15 10,000円

中国語

定員
各15人

入門 石川　嘉
カリン

玲（女性） 日 ９時～ 10時30分 国分寺公民館 15 7,500円

初級Ⅰ 宮田　京
キョウギョク

玉（女性） 火 19時30分～ 21時 国分寺公民館 15 7,500円

初級Ⅱ 石川　嘉
カリン

玲（女性） 火 10時45分～ 12時15分 国分寺公民館 15 7,500円

中級Ⅰ 宮田　京
キョウギョク

玉（女性） 水 19時30分～ 21時 国分寺公民館 15 7,500円

中級Ⅱ 石川　嘉
カリン

玲（女性） 火 ９時～ 10時30分 国分寺公民館 15 7,500円

※今期、韓国語講座は休講になります。

Shimotsuke
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学
校
の
生
徒
代
表
が
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、「『
し
も
つ
け
の
歴
史

と
文
化
』
〜
過
去
か
ら
未
来
へ

〜
」
と
題
し
た
記
念
講
演
会

で
は
、
栃
木
県
考
古
学
会
会
長

の
橋
本
澄
朗
氏
と
当
市
生
涯
学

習
文
化
課
学
芸
員
の
山
口
耕
一

氏
が
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
な
が
ら

掛
け
合
い
形
式
で
対
話
を
進
め
、

参
加
さ
れ
た
幅
広
い
年
齢
層
の

方
々
が
身
近
な
遺
跡
や
文
化
に

つ
い
て
真
剣
に
聞
き
入
り
ま
し

た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
総
務
課

　

☎（
52
）１
１
１
７

　

大
場　

遥
加

　
（
国
分
寺
中
３
年
）

■
優
秀
優
良
教
職
員

　

荒
川　

清
幸

　
（
石
橋
北
小
教
諭
）

　

小
川　

幸
子

　
（
国
分
寺
小
教
諭
）

　

堀
口　

淳
子

　
（
国
分
寺
小
養
護
教
諭
）

　

羽
鳥　

美
代
子

　
（
石
橋
中
教
諭
）

　

吉
田　

崇

　
（
南
河
内
中
事
務
長
）

　

表
彰
に
続
い
て
、
生
徒
が
自

分
自
身
を
見
つ
め
、
今
ま
で
以

上
に
学
校
生
活
を
楽
し
く
、
よ

り
良
く
し
て
い
く
こ
と
を
目
標

に
、
そ
の
取
り
組
み
を
地
域
に

発
信
し
て
い
く
「
下
野
市
子
ど

も
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
活

動
報
告
を
、
下
野
市
内
の
４
中

　

原
田　

有
希
菜

　
（
宇
都
宮
短
期
大
学
附
属
高

３
年
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

　

倉
井　

勇
輔

　
（
作
新
学
院
高
３
年
・
野
球
）

【
団
体
】

　

下
野
国
分
寺
ハ
イ
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

山
田　

隆
治
・
大
塚　

幸
一

岩
上　

久
男
・
浜　
　

勝
宣

山
口　

三
郎
・
斉
藤　

光
正

五
月
女　

洪
・
千
葉　
　

敏

山
田　

平
治
・
山
田　

末
吉

大
島　
　

茂
・
北
原　
　

昭

関　
　

正
光
・
及
川　

健
二

吉
田　
　

正
・
野
口　

文
男

大
垣　

信
夫
・
五
月
女　

久
一

黒
川　

廣
美
・
石
川　

長
司

■
善
行
篤
行
者

　

日
向
野　

梢

　
（
石
橋
中
３
年
）

　

毛
塚　

隆
浩

　
（
石
橋
中
３
年
）

　

小
野
田　

悠
人

　
（
南
河
内
中
３
年
）

　

須
田　

翔
太

　
（
南
河
内
中
３
年
）

　

佐
藤　

俊
介

　
（
南
河
内
第
二
中
３
年
）

　

牧
野　

由
依

　
（
南
河
内
第
二
中
３
年
）

　

佐
山　

祐
輔

　
（
国
分
寺
中
３
年
）

　

須
藤　

陽
太

　
（
石
橋
小
４
年
・
作
文
）

　

小
林　

萌
音

　
（
古
山
小
６
年
・
作
文
）

　

前　
　

凪
人

　
（
石
橋
北
小
６
年
・
作
文
）

　

星　

愛
優
香

　
（
南
河
内
第
二
中
１
年
・
作
文
）

【
団
体
】
国
分
寺
東
小
（
囲
碁
）

田
口　

昂
征
・
齋
藤　

淳
哉
・

田
口　

心
温

○
ス
ポ
ー
ツ
活
動

　

木
島　

凛
翔

　
（
薬
師
寺
小
５
年
・
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
）

　

須
藤　

漱
太

　
（
吉
田
西
小
５
年
・
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
）

　

久
保
田　

美
咲

　
（
国
分
寺
中
３
年
・
柔
道
）

　

馬
場　

琴
珠

　
（
国
分
寺
中
１
年
・
柔
道
）

　

髙
橋　

聖
龍

　
（
青
藍
泰
斗
高
２
年
・
卓
球
）

　

太
田　

光
希

　
（
宇
都
宮
短
期
大
学
附
属
高

３
年
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

　

溝
口　

拓
斗

　
（
宇
都
宮
短
期
大
学
附
属
高

３
年
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

　

髙
山　
　

梓

　
（
宇
都
宮
短
期
大
学
附
属
高

３
年
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

　

下
野
市
の
教
育
・
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
た
め
の

イ
ベ
ン
ト「
教
育
の
つ
ど
い
」が
、

平
成
28
年
１
月
23
日
㈯
国
分
寺

公
民
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
表
彰
で
は
、
文

化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
活
躍

さ
れ
た
児
童
・
生
徒
・
一
般
の
方

に
対
す
る
表
彰
と
、
中
学
生
の
善

行
篤
行
表
彰
、
優
れ
た
教
育
実
践

を
行
っ
て
い
る
教
職
員
を
顕
彰
す

る
優
秀
優
良
教
職
員
表
彰
が
行
わ

れ
、
永
山
委
員
長
か
ら
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

■
優
秀
優
良
者

○
文
化
活
動

　

大
塚　

彩
音

　
（
薬
師
寺
小
６
年
・
料
理
）

　

坂
入　

峯
鳳

　
（
薬
師
寺
小
５
年
・
作
文
）

　

角
田　

妃
菜
子

　
（
緑
小
４
年
・
絵
日
記
）

　

小
関　

凱
仁

　
（
石
橋
小
６
年
・
ポ
ス
タ
ー
）

　

本
間　

風
和
里

　
（
石
橋
小
６
年
・
作
文
）

第
10
回
下
野
市
教
育
の
つ

ど
い
を
盛
大
に
開
催
し
ま

し
た
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「
星
に
な
っ
た
ソ
ラ
ち
ゃ
ん
」

　

田
中 

信
彦
（
東
京
都
）

○
佳
作

「
星
が
生
ま
れ
た
日
」

　

藤
澤 

ナ
オ
（
神
奈
川
県
）

「
星
編
み
天
使
の
木
」

　

イ
デ 

ク
ラ
ラ
（
ア
メ
リ
カ
）

「
お
化
け
星
と
お
化
け
」

　

美
ら
（
神
奈
川
県
）

〈
中
学
生
以
下
の
部
〉

○
大
賞

「
星
を
育
て
た
お
じ
い
さ
ん
」

　

蓬
田 

萌
乃
香
（
下
野
市
）

○
奨
励
賞

「
流
れ
星
の
な
み
だ
」

　

佐
々
木 

優
子
（
東
京
都
）

「
夜
の
ヒ
ミ
ツ
」

　

阿
部 

洸
（
新
潟
県
）

「
湖
と
星
の
言
い
伝
え
」

　

中
島 

芽
生
（
下
野
市
）

幼
小
中
の
部
大
賞

 「
い
っ
す
ん
ぼ
う
し
を
よ
ん
で
」

「
グ
リ
ム
の
館
」

　

村
上　

と
わ
（
下
野
市
）

「
カ
ブ
ト
ム
シ
」

　

小
林　

遥
斗
（
下
野
市
）

「
森
の
フ
ク
ロ
ウ
」

　

国
分　

涼
（
小
山
市
）

「
磯
川
」

　

片
桐　

理
央
奈
（
上
三
川
町
）

○
特
別
賞

「
み
ん
な
で
プ
ー
ル
」

　

篠
崎　

結
菜
（
益
子
町
）

「
グ
リ
ム
の
に
わ
に
ね
こ
が
い

た
よ
」

　

伊
藤　

颯
祐
（
宇
都
宮
市
）

「
秋
の
落
ち
葉
」

　

大
橋　

結
愛
佳
（
下
野
市
）

「
た
う
え
」

　

和
田　

蒼
真
（
益
子
町
）

「
わ
た
し
の
か
お
」

　

湯
本　

結
夢
（
下
野
市
）

「
ふ
ん
水
と
グ
リ
ム
の
家
」

　

宮
島　

遼
人
（
下
野
市
）

「
じ
い
ち
ゃ
ん
の
畑
」

　

鈴
木　

和
望
（
下
野
市
）

【
グ
リ
ム
童
話
賞
】

〈
一
般
の
部
〉

○
大
賞

「
い
く
す
し
ほ
、
の
夜
」

　

山
下 

み
ゆ
き
（
大
阪
府
）

○
優
秀
賞

「
星
を
見
る
た
め
に
」

　

村
上 
あ
つ
こ
（
東
京
都
）

「
木
漏
れ
日
（
天
平
の
丘
）」

　

大
根
田　

登
美
子
（
宇
都
宮

市
）

○
特
別
賞

「
薬
師
が
池
」

　

實
吉　

靜
江
（
下
野
市
）

「
田
の
片
づ
け
」

　

竹
澤　

道
子
（
壬
生
町
）

「
水
の
情
景
」

　

亀
田　

紀
子
（
下
野
市
）

「
下
野
薬
師
寺
戒
壇
院
」

　

伊
澤　

菊
恵
（
下
野
市
）

「
白
木
蓮
の
咲
く
頃
」

　

青
山　

初
枝
（
真
岡
市
）

〈
幼
小
中
の
部
〉

○
グ
リ
ム
大
賞

「
い
っ
す
ん
ぼ
う
し
を
よ
ん
で
」

　

乘
田　

桜
来
（
下
野
市
）

○
グ
リ
ム
準
大
賞

「
グ
リ
ム
の
お
か
し
の
い
え
」

　

伊
澤　

晶
子
（
足
利
市
）

「
い
ち
ご
が
り
」

　

鈴
木　

海
舟
（
小
山
市
）

「
海
の
生
き
物
」

　

姚　

明
宇
（
小
山
市
）

○
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ッ
ヒ
・
エ
ー

ミ
ー
ル
・
グ
リ
ム
賞

「
卒
業
か
ら
入
学
へ
」

　

難
波　

明
珠
子
（
下
野
市
）

○
グ
リ
ム
賞

「
ね
こ
の
ダ
ン
ス
」

　

福
田　

和
真
（
宇
都
宮
市
）

　

入
賞
作
品
は
２
月
14
日
か
ら

21
日
ま
で
展
示
さ
れ
、
多
く
の

来
場
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

※
絵
画
展
入
賞
作
品
集
及
び
童

話
賞
入
賞
作
品
集
（
３
０
０
円
）

を
グ
リ
ム
の
館
で
販
売
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
電
子
書
籍
で
も

販
売
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

グ
リ
ム
の
森
「
グ
リ
ム
の
館
」

　

☎（
52
）１
１
８
０

一
般
の
部
大
賞

 「
明
日
香
川
秋
色
」

【
グ
リ
ム
絵
画
展
】

〈
一
般
の
部
〉

○
グ
リ
ム
大
賞

「
明
日
香
川
秋
色
」

　

古
島　

淑
子
（
下
野
市
）

○
グ
リ
ム
準
大
賞

「
秋
の
農
村
公
園
」

　

渡
邉　

成
一
（
真
岡
市
）

「
白
い
花
の
咲
く
頃

（
星
宮
神
社
の
杜
を
見
る
）」

　

佐
藤　

惠
子
（
茨
城
県
）

「
鎮
守
の
森
」

　

秋
山　

尚
江
（
宇
都
宮
市
）

○
一
般
社
団
法
人
下
野
市
観
光

協
会
長
賞

「
菜
の
花
咲
く
姿
川
」

　

中
山　

三
男
（
佐
野
市
）

○
国
際
交
流
協
会
長
賞

「
防
人
の
径
（
天
平
の
丘
公
園

内
）」

　

石
田　

雄
二
（
宇
都
宮
市
）

○
白
馬
会
賞

「
幹
の
詩
」

　

小
金
沢　

久
枝
（
真
岡
市
）

○
グ
リ
ム
賞

「
変
わ
り
ゆ
く
我
が
故
郷
」

　

関
口　

ま
さ
子
（
小
山
市
）

「
緑
小
学
校
通
学
路
の
桜
紅
葉
」

　

川
勾　

英
雄
（
下
野
市
）

「
夕
暮
れ
」

　

篠
原　

幹
雄
（
下
野
市
）

「
早
春
」

　

川
田　

芳
雄
（
下
野
市
）

２
月
13
日
、
グ
リ
ム
の
館

で
第
16
回
グ
リ
ム
絵
画
展

並
び
に
グ
リ
ム
童
話
賞
の

入
賞
者
贈
呈
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
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宅地公売

区画整理事業地内の宅地公売
　市では、仁良川地区土地区画整理事業地内の宅地（保留地）を公売しています。購入を希望される方は、
区画整理課までお問い合わせください。各区画の面積及び価格は下記のとおりです。

●公売方法： 抽選（受付期間終了後は先着順）
●受付期間： ３月１日㈫～３月18日㈮
 午前８時30分～午後５時
 （土日祝日を除く）
●受付場所： 下水道庁舎２階　区画整理課
 （下野市薬師寺1949番地）
●抽 選 日： ３月25日㈮　午前10時
●必要書類：  抽選参加申込書、住民票、納税証明書

自
治
医
大
駅

上三川高校

南河内中学校

南河内公民館
南河内図書館

自治医大病院

下野市役所
下水道庁舎

薬師寺
小学校

新
4
号
バ
イ
パ
ス

仁良川地区
土地区画整理事業
仁良川地区

土地区画整理事業

※全区画容積率200％、建ぺい率60％
※売買時における仲介手数料はかかりません。保留地は現状有姿で引渡します。
※各区画の位置図、寸法、外観などの詳細は、市ホームページに掲載してあります。
※保留地番号10と11の擁壁工事等の諸費用は、土地購入者の負担となります。

公売保留地一覧

申込方法

番
号

面積
（㎡）

単価
（円／㎡）

価格
（円）

1 367.57 30,000 11,027,000

2 479.50 28,800 13,809,000

3 240.44 35,000 8,415,000

4 312.71 28,500 8,912,000

5 305.35 31,500 9,618,000

6 390.50 25,000 9,762,000

7 323.95 27,700 8,973,000

8 213.44 29,600 6,317,000

9 244.01 37,400 9,125,000

10 351.11 34,300 12,043,000

11 351.11 34,300 12,043,000

12 302.18 35,500 10,727,000

13 302.18 35,500 10,727,000

番
号

面積
（㎡）

単価
（円／㎡）

価格
（円）

14 213.05 34,700 7,392,000

15 258.61 34,000 8,792,000

16 295.32 38,100 11,251,000

17 295.32 36,700 10,838,000

18 236.80 36,600 8,666,000

19 283.90 36,300 10,305,000

20 290.12 35,500 10,299,000

21 290.12 35,500 10,299,000

22 277.73 34,100 9,470,000

23 277.73 34,100 9,470,000

24 185.97 34,100 6,341,000

25 185.97 34,100 6,341,000

■問い合わせ先　区画整理課　☎（48）2115
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　　南河内図書館　　
■紙しばいと読み語り＆パネルシアター
３月12日㈯　午前10時30分～
絵　本「ゆきだるまのくに」　他
３月26日㈯　午後２時～
絵　本「おべんとうだれとたべる？」　他
■読書会
３月12日㈯　午前10時～
テキスト／磯田 道史 著「無私の日本人」
■赤ちゃんといっしょ
　～お腹の中の健康と乳酸菌～
３月17日㈭　午前10時30分～
講　師：石河 由香里（宇都宮ヤクルト販
売㈱）
会　場：南河内公民館 1階和室
対　象：０歳児（生後２か月～）と保護者
定　員：15組（※要申し込み／参加無料）
■人形劇団ぽぽ「おはなしと人形芝居」
３月27日㈰　午前10時30分開演
上演作品：人形劇「したきりすずめ」　他
会　場：南河内公民館 ２階会議室
定　員：80名（先着順）※申し込み不要

　　石橋図書館　　
■おはなし会　午前11時～
３月５日㈯　「みるなのくら」　他
３月19日㈯　「はるかぜとぷう」　他
■読書会
３月９日㈬　午前10時～
テキスト／中野 孝次 著「夜の電話」
■工作会「びっくり！こんちゅう図かん」
３月13日㈰　午後２時～
定　員：15名（先着順）※申し込み不要
■乳幼児向けちいさなおはなし会
３月21日㈪　午前10時30分～
内　容：わらべうた　他
■図書館シアター　湯本香樹実原作「夏の庭」
３月27日㈰
・１回目：午前10時～ ・２回目：午後２時～
※同内容で２回上映します（上映時間113
分）
定　員：各回30名　※申し込み不要
■新聞コラム書き写し
３月28日㈪　午前10時～ 11時30分
※申し込み不要

　　国分寺図書館　　
■新聞コラム書き写しの会
３月４日㈮・18日㈮　午前９時～
定　員：20名（※要申し込み／参加無料）
■お話ポケットの会のおはなし会
３月12日㈯　午後２時～
大型絵本「でんしゃにのって」　他

■読書会
３月19日㈯　午前10時～
テキスト／丸谷 才一 著「男のポケット」
■図書館探検隊！図書館の秘密を探ろう
の巻
３月19日㈯　午前11時～
対　象：小学生以下
定　員：20名（先着順）※要申し込み
■後路好章さん「俳句講座」三月や俳句あ
そびで五・七・五　－誰にでも俳句はすぐ
作れます－
３月26日㈯　午前10時～正午
対　象：小学生以上（※要申し込み）
■スタッフによるお楽しみ会「入学おめ
でとう ランドセルを作ろう」
３月27日㈰　午前10時30分～

３館合同企画のお知らせ 
◆市内小中学生の作品展示開催中

各館にて市内小中学生の絵画・工作・習
字等の展示を行っています。ぜひご覧くだ
さい。

最新情報は図書館ホームページに掲載し
ております。その他、くわしくは各図書
館にお問い合わせください。

図書館 購入図書のご案内（一部）
＜一般書＞
ありきたりの痛み(石・国) …東山 彰良
　 日本と台湾を行き来して過ごした幼少期
の思い出や、好きなテキーラのことなどを
綴った、直木賞作家の自伝エッセイ。
五色の虹（石） …三浦 英之
ヒクイドリ－警視庁図書館－（南） …古野まほろ
ことたま (南) …柳原 白蓮
日本のねこみち（国） …岩合 光昭
和のおかずの教科書（国） …鵜飼 治二
＜児童書＞
歴史を味方にしよう（石） …童門 冬二
しゅくだい大なわとび（石・国） …福田 岩緒
森の本やさん（南） …小泉 るみ子
絵本で出会う星の王子さま（南） …サン・テグジュペリ
世界のどうぶつ絵本（国） …前田 まゆみ
恋ってなに？（国） …大野 正人

※掲載の本は所蔵館に限らず、市内３図書館
どこでも貸出（貸出中は予約）が可能です

利用案内
■3月の図書館カレンダー
 ■南河内図書館 ☎48-2395
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

 ■石橋図書館 ☎52-1136
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

 ■国分寺図書館 ☎44-3399
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

■開館時間
　午前９時～午後７時

■図書館ホームページ
　（蔵書検索・予約システム）
　http://www.library.
 shimotsuke.tochigi.jp/
　携帯電話からのご利用
　https://www.e-tosho.
 com/shimotsuke/mb/

Library Inform
ation

Shimotsuke
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図書館であなたの人生の一冊に出会おう

読書人

◇紹介文の最後に、所蔵している図書館を表示してあります。【（南）＝南河内　（石）＝石橋　（国）＝国分寺】
所蔵館以外でも予約をしていただければ貸出しが可能です。詳しくは図書館にお尋ねください。

南河内図書館 ☎（48）2395 ／石橋図書館 ☎（52）1136 ／国分寺図書館 ☎（44）3399

寺】

読書人

わかる！使える！
はじめての
心理学

ゆうきゆう監修
学研プラス

パンとスープと
ネコ日和

群 ようこ 著
角川春樹事務所

言葉に表れる心理、暮らし・衣
食住の心理、人づきあいのウラ
とホンネ、仕事と職場の心理と
行動など、生活全般で使える心
理学活用法。　　　　　　　（南）

母親を突然亡くしたアキコは、
永年勤めていた出版社を辞め、
母の食堂を改装して再オープン
させた。愛猫や近所の人たちと
関わりながら自分らしいやり方
を見つけていく。（国）

かわいい猫の写真とその写真に
合った偉人の逸話・格言を組み
合わせた、人生で大切な教えが
学べる人気シリーズの第４弾。
　　　　　　　　　　　　   （南）

散歩の途中、自分にそっくりな
くまに出会って、自分を落とし
てしまった！と大あわて。西の
くまは東のくまと一緒に自分を
探すことに。　　　　　　　（国）

西のくま
東のくま

石井 睦美 作
小野かおる 絵
佼成出版社

人生はもっと
ニャンとかな
る！

水野 敬也・
長沼直樹 著
文響社

なんでも魔女商会 23

あたらしい
わたしの
探し方

あんびる やすこ 著
岩崎書店

「らしい」「らしくない」ってな
んだろう？児童書だが年齢に関
係なく読んでほしい一冊。「新し
い」自分を探してみてほしい。
　　　　　　　　　　　（石・国）

生涯を賭ける
テーマをいかに
選ぶか

最相 葉月 著
ポプラ社

「大切なのは、本質をつかむこと」
科学者たちの考え方にみる、人
生のヒントが書いてある。東京
工業大学での講義を書籍化。（石）

巨大な夢を
かなえる方法
～世界を変えた12人
の卒業式スピーチ～

ジェフ・ベゾス 他 著
佐藤　智恵 訳
文藝春秋

人生はどう生きるか。いかに成功するか。人類は
どこへ向かうのか…。世界を変えた様々なジャン
ルの人たちが学生たちへ熱く語りかけた、卒業ス
ピーチ集。　　　　　　　　　　　　　　 　（石）

今月のテーマ
自分探し

3月は「卒業・就職」や「旅立ち」といっ
た“新しい世界”に挑戦する時期でもあ
ります。
本当の自分と理想の自分、“自分らしさ”
とは？など、悩んだりつまずいた
りしたときにそっと背中を押して
くれる一冊をご紹介します。
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不
思
議
に
気
づ
く
か
な
？
横
か
ら
見
て
み
て
ね
♡

し
も
サ
タ
ル
ー
ム
で
ト
リ
ッ
ク
写
真
撮
っ
て
み
た
！

みきチン （逆立ちしてる人）
春が待ち遠しいこの季節、早く暖かくならないかなぁ～

ミッシー （床に寝てる人）
3月は別れの季節。別れの曲といえば仰げば尊しが
思い出されます。もう歌詞忘れましたけどね（笑）

みさみさ （イスに座ってる人）
しもサタに加入してからもうすぐ一年！
まだまだひよっこ若葉マークですが、頑張ります！

五・七・五に熱い気持ちを込めて！毎回大好評のしもつけ川柳大特集！
お題は下野市制10周年を記念して「10」がつく句、そして自由課題のおもしろ川柳を
募集させていただきました。応募数はなんと697作品！過去最多の応募数でした。
力作のご応募誠にありがとうございました！

★優秀賞（市長賞）
　川崎のサンペイさん
“カンピョウも　俺も干されて　味を出す”

★優秀賞（しもサタ賞）
　春爺さん
“１０本の　指で咲かせる　手話の花”

★おもしろ賞
“「好きです」と　メール押したら　全員に”　(ぎょう子 さん)
“寝正月　家族が命名　ゴロゴロ丸”　 (腐りまぐろサバ男 さん)
“定年後　夢の睡眠　１０時間”　 (さごじょう さん)
“お正月　喧嘩したから　お・も・ち・な・し” 　(ゆっこりん さん)
“日に１０回　感謝するクセ　笑うクセ”　(おーちゃん さん)

下野応援歌が完成しました！！
曲作りからスタートしたこの企画！
前半のメロディパートをしもサタトリオで収録し、
後半のラップパートは下野市にゆかりのある方々に
ご協力を頂きまして、ゴージャスな応援歌が出来上
がりましたよ♪
曲のタイトルは

「Future～下
こ

野市
こ

から始まる物
ストー

語
リー

～」
皆さんも覚えて下野市を応援して下さいね！！

下野市♪下野市♪みんなの下野市～♪

Shimotsuke
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　国際交流員マシアス・ブリッタス・ドーフさんと豆腐作り！！
　ドイツ人のマシアスさんに日本の伝統食材である豆腐作りに挑戦
していただきました！その名も「ブリッタス・豆腐」（笑）
　協力してくれたのは小金井駅近くのお豆腐屋さん。豆腐作りは豆を
煮るところから始めると５～６時間かかるそうで、今回は温めた豆乳
ににがりを入れて固める作業をやらせていただきました。にがりの量
とかき混ぜる強さ、回数で豆腐の固さが変わってくるそうで、コツは
「強く、優しく」と語るご主人。熱心にかき混ぜ方をレクチャーしても
らい、いよいよにがりを入れます！あっという間の作業でしたが、こ
れが豆腐の出来を左右する大切な作業なんです。
　出来上がった「ブリッタス・豆腐」は大成功！出来立ての温かい豆腐
は風味がよく、甘みもあり初めての味わいとマシアスさんと喜び合い
ました。

担当：ミッシー

「しもサタ」のクイズは、毎月その月の最初の週にクイズをお出しして、その月の最終週に答え合わせをして当選者を決め
ています。クイズの応募期間は１週間になります。プレゼントは下野ブランド品を中心にお送りしています。今月３月は下
野市にゆかりのある人物を当てていただく「クイズこれは誰でしょう？」です！

今月のプレゼントは

『道の駅しもつけの商品券２０００円分』です。
クイズ正解者の中から抽選で５名の方にしもサタより商品券をお送り致します。
3月5日の放送を聞いて問題をチェックしてくださいね！
しもサタのブログにもクイズの問題とヒントを載せていますので、
ブログも要チェックですよ♪

しもサタブログURL
http://www.berry.co.jp/shimotsuke/
こちらのQRコードからもアクセスできます！

取材後記

しもサタ
 　コーナー

紹介♥

下野市に伝わる伝説や民話を集めて作成
された「下野市の伝説～ふるさとめぐりの
旅～」の中のお話を、日本昔話風にお届け
するコーナーです。今も残る言い伝えや下
野市に縁のある人物のお話などが計30話
以上収録されています。感動的なものから
ちょっと怖いものまで様々なお話が楽し
めます。

劇団しもサタ座 →
迫真の演技！ご期待ください！
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天平の花まつり
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午
前
９
時
〜
11
時

■
相
談
員

　

心
理
士
・
看
護
師
・
保
育
士

※ 「
み
る
く
」を
初
め
て
利
用
さ

れ
る
方
は
、
防
犯
対
策
の
た

め
に
入
館
者
登
録（
名
札
代
）

３
１
０
円
が
か
か
り
ま
す
。

※ 

相
談
当
日
は
母
子
健
康
手
帳

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※ 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

随
時
保
育
士
が
相
談
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。

育
児
相
談

　

子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
悩

み
や
心
配
ご
と
の
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

■
日
程　

３
月
10
日
㈭

※
月
１
回
実
施
予
定
。

■
受
付
時
間　

９
時
30
分
〜
11

時（
実
施
は
11
時
30
分
ま
で
）

■
会
場　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー
ル

■
相
談
員　

保
健
師
・
助
産
師
・

管
理
栄
養
士
・
心
理
士

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

※ 

受
付
順
に
ご
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
相
談
ま
で
に
お
待

ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

は
な
く
、
通
算
１
回
目
の
助

成
を
受
け
た
際
の
治
療
開
始

時
の
年
齢
で
す
。

健
康
増
進
課

ゆ
う
ゆ
う
館
窓
口
を

閉
鎖
し
ま
す

　

３
月
31
日
を
も
っ
て
、
母
子

手
帳
交
付
、
予
防
接
種
予
診
票

交
付
な
ど
を
行
っ
て
い
る
ゆ
う

ゆ
う
館
窓
口
を
閉
鎖
し
ま
す
。

４
月
１
日
か
ら
は
、
健
康
増
進

課（
き
ら
ら
館
内
）へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。相　

　

談

子
育
て
巡
回
相
談

子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
悩

み
や
心
配
ご
と
の
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
し

（
ゆ
う
ゆ
う
館
内
）

■
日
程　

３
月
16
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
相
談
員　

心
理
士
・
保
育
士

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
み
る
く

（
わ
か
ば
保
育
園
内
）

■
日
程　

３
月
23
日
㈬

※
奇
数
月
に
実
施
予
定
。

　

市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
手
続
き

方
法
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
必
ず
、
健
康

増
進
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

特
定
不
妊
治
療
費
の

助
成
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
か
ら
初
め
て
助
成

を
受
け
る
際
の
治
療
開
始
時
の

妻
の
年
齢
に
よ
っ
て
助
成
回
数

の
取
扱
い
が
以
下
の
と
お
り
変

更
さ
れ
ま
す
。（
人
工
授
精
の

助
成
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り

で
す
）。

・
40
歳
未
満
の
方

　

43
歳
に
な
る
ま
で
に
通
算
６

回
ま
で

・
40
歳
以
上
43
歳
未
満
の
方

　

43
歳
に
な
る
ま
で
に
通
算
３

回
ま
で

・
43
歳
以
上
の
方

　

助
成
な
し

※ 

通
算
助
成
回
数
の
上
限
に
達

し
て
い
な
い
場
合
で
も
、
妻

の
年
齢
が
43
歳
以
降
で
開
始

し
た
治
療
は
助
成
対
象
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

※ 

通
算
回
数
は
平
成
27
年
度
ま

で
に
助
成
を
受
け
た
回
数
も

含
み
ま
す
。

※ 

当
該
治
療
開
始
時
の
年
齢
で

お　

知　

ら　

せ

お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク

チ
ン
予
防
接
種
費
の

助
成
に
つ
い
て

　

今
年
度
よ
り
お
た
ふ
く
か
ぜ

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費
の
助
成

を
開
始
し
ま
し
た
が
、
開
始
初

年
度
は
、
対
象
者
の
年
齢
条
件

を
未
就
学
児
ま
で
拡
大
し
て
い

ま
す
。
来
年
度（
４
月
）以
降
は
、

通
常
の
年
齢
条
件
の
方
の
み
と

な
り
ま
す
の
で
、
左
記
に
該
当

す
る
２
歳
〜
未
就
学
児
の
子
ど

も
で
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
年
度
内
の
接
種
を
お
心
が

け
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

次
の
全
て
に
該
当
す
る
子
ど
も

① 

１
歳
〜
２
歳
未
満
の
子
ど
も

※ 

平
成
27
年
度
に
限
り
、
未
就

学
児
の
子
ど
も
ま
で
対
象

② 

お
た
ふ
く
か
ぜ
に
か
か
っ
た

こ
と
が
な
い
子
ど
も

③ 

お
た
ふ
く
か
ぜ
の
予
防
接
種
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
子
ど
も

■
助
成
金
額

　

３
，０
０
０
円
（
１
回
の
み
）

■
そ
の
他

　

接
種
の
際
は
、
事
前
に
医
療

機
関
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■問い合わせ先　健康増進課　☎（52）1116

健康増進課　☎（５２）１１１６問い合わせ先

保 

り 便 

健
HealthInformationHealthInformation
ヘルスインフォメーション
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教
室
・
講
座

ス
マ
ー
ト
チ
ャ
レ
ン

ジ
教
室

■
日
時　

３
月
18
日
㈮

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

30
分

受
付
：
午
前
９
時
10
分
か
ら

■
会
場　

き
ら
ら
館　

研
修
室

■
対
象
者　

下
野
市
民
で
健
診

を
受
診
し
た
74
歳
以
下
の
方
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

① 

Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
25
以
上（
肥
満
）の

方
② 

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
が
気
に
な
る
方

■
内
容

・
メ
タ
ボ
に
つ
い
て
学
ぼ
う

・ 

自
分
の
食
生
活
、
何
が
問

題
？

・
室
内
で
で
き
る
運
動
の
実
践

・
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
チ
の
試
食

■
持
ち
物　

健
診
結
果
、
筆
記

用
具
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物（
水

か
お
茶
）

※ 

運
動
可
能
な
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
定
員　

約
20
名

■
費
用　

無
料

■
申
込
締
切　

３
月
11
日
㈮

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
マ
・
パ

パ
教
室（
両
親
学
級
）

　

出
産
を
控
え
た
マ
マ
や
パ
パ

の
た
め
に
、
安
心
し
て
出
産
が

迎
え
ら
れ
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
生

活
が
楽
し
く
送
れ
る
よ
う
に
、

３
回
を
１
コ
ー
ス
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

ご
夫
婦
で
も
マ
マ
だ
け
で
の

参
加
も
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

レ
ッ
ス
ン
１

■
日
時　

４
月
13
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■
内
容

　

骨
盤
体
操
、
妊
娠
中
の
生
活
・

食
事
に
つ
い
て
な
ど

レ
ッ
ス
ン
２

■
日
時　

５
月
19
日
㈭

　
（
Ａ
Ｍ
コ
ー
ス
）

　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

　
（
Ｐ
Ｍ
コ
ー
ス
）

　

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■
内
容

　

沐
浴
実
習
・
赤
ち
ゃ
ん
の
予

防
接
種
や
健
診
に
つ
い
て
な
ど

レ
ッ
ス
ン
３

■
日
時　

６
月
16
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
（
開
始
15
分
前
か
ら
受
付
）

■
内
容

　

お
産
の
経
過
・
安
産
の
コ
ツ

な
ど

レ
ッ
ス
ン
１
〜
３
共
通

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館

■
対
象
者

　

出
産
予
定
日
が
平
成
28
年
７

月
〜
９
月
の
方

■
持
ち
物

　

母
子
健
康
手
帳
・
筆
記
用
具
・

水
分
補
給
の
た
め
の
飲
み
物
・

ス
リ
ッ
パ

■
定
員　

レ
ッ
ス
ン
１
・
３
各

25
組
、
レ
ッ
ス
ン
２
午
前
・
午

後
各
16
組

■
申
込
締
切

　

各
レ
ッ
ス
ン
の
２
日
前
ま
で

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
）ヘ

ル
シ
ー
ス
タ
ー
ト

教
室

　

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を

使
っ
て
簡
単
に
食
事
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
る
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
お
子
さ
ん
の
離
乳
食

に
つ
い
て
も
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館　

大

ホ
ー
ル

■
日
時　

３
月
24
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

　

受
付
：
午
前
９
時
15
分
か
ら

■
対
象
者

　

平
成
27
年
８
・
９
月
生
ま
れ

の
、
生
後
６
〜
７
か
月
児
を
持

つ
保
護
者

■
持
ち
物　

母
子
手
帳

■
定
員　

約
20
名

■
内
容

・ 

自
分
や
家
族
の
健
康
に
つ
い

て
振
り
返
っ
て
み
よ
う

・ 

野
菜
料
理
の
試
食
（
調
理
は

し
ま
せ
ん
。）

・ 

大
人
の
食
事
か
ら
離
乳
食
へ

の
取
り
分
け
の
工
夫

・
血
圧
測
定

■
申
込
締
切　

３
月
17
日
㈭

■
申
込
方
法

　

電
話
ま
た
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ス
ト
レ
ス
社
会
と
言
わ
れ
る
現

代
社
会
で
こ
こ
ろ
の
健
康
を
保
つ

た
め
に
は
、
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に

付
き
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
「
ス
ト
レ
ス
サ
イ
ン
」
の
こ
と

を
ご
存
知
で
す
か
？
「
ス
ト
レ
ス

サ
イ
ン
」
は
大
き
く
分
け
て
三
つ

あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、イ
ラ
イ
ラ
、

不
安
、
気
分
の
落
ち
込
み
、
興
味・

関
心
の
低
下
な
ど
の
「
こ
こ
ろ
の

サ
イ
ン
」
で
す
。
二
つ
目
は
、
飲

酒
量
・
喫
煙
量
の
増
加
、
仕
事
で

の
ミ
ス
や
事
故
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

の
増
加
な
ど
の
「
行
動
の
サ
イ
ン
」

で
す
。
三
つ
目
は
の
ふ
し
ぶ
し
の

痛
み
、
頭
痛
、
肩
こ
り
、
腰
痛
、

目
の
疲
れ
、動
悸
、息
切
れ
、胃
痛
、

食
欲
低
下
、
便
秘
、
下
痢
、
不
眠

な
ど
の「
か
ら
だ
の
サ
イ
ン
」で
す
。

　

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合
う

に
は
、
自
分
の
ス
ト
レ
ス
サ
イ
ン

を
知
り
、
休
養
や
気
分
転
換
等
の

「
セ
ル
フ
ケ
ア
」
を
し
て
、
早
め
に

対
処
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。「
セ

ル
フ
ケ
ア
」
に
は
、趣
味
を
楽
し
む
、

ゆ
っ
た
り
お
風
呂
に
入
る
、
ス
ト

レ
ッ
チ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
の
軽

い
運
動
を
す
る
、
十
分
な
睡
眠
を

と
る
等
が
あ
り
ま
す
。

　

自
分
に
あ
っ
た
「
セ
ル
フ
ケ
ア
」

を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■問い合わせ先　健康増進課　☎（52）1116
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健康健康

参加から記念品プレゼントまでの流れ

ステップ１

ステップ２

ステップ３

しもつけ マイレージマイレージ

（職域健診、人間ドック可）

（平成２８年４月１日現在）

～

市民の特定健診・がん検診等の受診率向上や
健康づくりの動機づけと運動習慣の定着を促
進することを目的とした取組みです。楽しく
ポイントを貯めて、健康を手に入れましょう！

・今月号の 33ページがそのままポイントカードとなります。切り取ってご使用ください（コピー可）。
　ポイントカードはホームページからダウンロード又は、健康増進課窓口でもお渡します。
　※申請はお１人様年度内１回限りとなります。今年度から事前申し込みは不要です。

・年齢によって必要な健診項目が違いますので、下表でご確認ください。
※健診を医療機関または職場で受けた場合は、健診結果を健康増進課へお持ちください。確認後スタンプを押印します。

・健康増進課、高齢福祉課、公民館の実施する対象事業に参加してポイントをもらいましょう。
※対象事業は次ページに掲載

・「食事」「運動」「歯科」「血圧」「体重」の５項目について４週間連続で健康づくりに取り組
　みましょう。マイレージポイントカードの裏面のチャレンジシートに記入し合計点に応じた
　ポイントをもらいましょう。

・健診受診＋１０ポイント貯まったらポイントカードを健康増進課窓口へ提出 (郵送可 )してください。

・記念品はポイントカードの提出月の翌月下旬を目途に郵送でお届けします。

年齢 健診の種類

４０歳以上

①②両方の受診が必要

２０～３９歳

人
間
ド
ッ
ク

① 特定健康診査、職域健診、脳ドックのいずれか

胃・肺・大腸・前立腺・子宮・乳がん検診、胃ﾊｲﾘｽｸ検査、
胃内視鏡検査、肝炎ｳｲﾙｽ検査、骨密度検査、結核健診のいずれか②

しもつけ健康マイレージポイントカード
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※各教室等の日程等については、その都度広報でお知らせします。公民館講座は、生涯学習情報誌「エール」をご覧ください。
※きらら館のトレーニング事業は30回分の利用が必要です。（トレーニング用のポイントカード発行後からの回数です。）

しもつけ健康マイレージに参加しよう！しもつけ健康マイレージに参加しよう！
Q：健康診断は受けないで応募はできますか？
A：健康診断は「必須項目」となりますので、必ず受診してください。４０歳以上の方は、基本診断と
　　がん健診等の両方の受診が必要となります。

Q：ポイントの貯め方を教えてください
A：「健康に関する事業への参加」で５～８ポイント、「健康づくりにチャレンジ」で２～５ポイント取
　　得できます。合計１０ポイント以上で申請が可能です。

Q：「健康に関する事業」はどんなものがありますか？
A：健康増進課、高齢福祉課・地域包括支援センター、公民館の実施する講座や事業が対象となります。

Ｑ：健康づくりチャレンジシート（健康づくりの取組み）はどのように記入したらいいですか？
Ａ：以下の記入例を参考にご記入ください。○=１点となり、４週間の○の合計点によって、マイレージ
　　のポイント数が変わります。ポイント数への変換はチャレンジシートをご覧ください。

Ｑ：記念品はどんなものがもらえますか？ 
Ａ：５種類の記念品の中から好きなものを一つ選択できます。ポイントカードに希望の番号を記入してください。

　　　①ふれあい館プール券（１５００円相当）　　　②ふれあい館入浴券（１５００円相当）
　　　③ゆうゆう館入浴券（１５００円相当）　　　　④デマンドバス利用券（１５００円相当）
　　　⑤道の駅しもつけ商品券（１０００円相当）

【注意事項】
　・集団検診時や各教室や事業への参加時はポイントカードを持参してください。
　・事前に申し込みが必要な事業があります。日程や詳細については、広報や市ホームページをご覧ください。
　　　～ ～

ステップ
２

ステップ
３

■スマートチャレンジ教室　■しもつけ減塩部　　　　　　■脂っ得納得教室
■糖尿病予防教室　　　　　■ヘルシーライフスタイル講座　■みそ汁塩分測定会
■歩くらす　　　　　　　　■はつらつサロン　　　　　　■アクアサイズ
■トレーニング事業(30回)　■市民公開講座 　　　　■歯周疾患検診

■認知症サポーター養成講座　■転倒骨折予防教室 　　　　■プールDE筋トレ教室

■笑いヨガＵＰ　■若返り健康体操　■帰宅前のゆったりストレッチ　■はつらつウォーキング

■カンフー体操　　　■男だけのトレーニングルーム　　　■ヨガ ビギナーズ

■エアロビクス＆ウェーブストレッチリング

■はつらつウォーキング（吉田教室）

石橋
国分寺
南河内
南河内東

健康増進課

担 当 課 　 事 業 ・ 講 座 名

高齢福祉課

【例】 ～

食事
運動
歯科
血圧
体重

９/１２
○

○

○

９/１３
○
○
○

○

９/１４
○

○

○

９/１５
○
○
○
○
○

９/１６

○

９/１７
○
○
○

○

９/１８
○

○
○

１週目合計

２３点

公
民
館

達成状況に応じてポイントを取得１事業参加 = 
２事業参加 = ポイント以上

４ ポイント
１週目合計

２３点

２週目合計

２６点

３週目合計

１９点

４週目合計

２８点

４週間の合計点数

９６点
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しもつけ健康マイレージしもつけ健康マイレージしもつけ健康マイレージ
ポイントカードポイントカードポイントカード

みんなで健康と幸せをめざして

申請日　平成　　年　　月　　日

フリガナ

年齢

事業・講座名 参加日 スタンプ押印

１つの事業参加で
　　→
２つの事業参加で
　　→

マイレージポイント

４０歳以上

２０～３９歳

健診の種類 スタンプ押印

月　　日
人
間
ド
ッ
ク

月　　日

月　　日

平成　　年　　月　　日

平成　　年　　月　　日

氏　　名

大・昭・平

　　　年　　 月　　 日 歳 男・女

電話番号 （　　　）　　　 -

ふれあい館プール券　 ふれあい館入浴券　 ゆうゆう館入浴券
デマンドバス利用券　 道の駅しもつけ商品券

し、 貯まりましたら、健康増進課窓口へ提出（郵送可）
してください。　［提出期間平成２８年１０月１日～平成２９年３月３１日］

※記入漏れがあると、記念品をお届けできない場合がありますので応募前に必ず確認してください。

※健診の受診はポイントには含みません。

※裏面のチャレンジシートに記入してください。

対象事業は ページをご覧ください。

※健康に関する事業への参加 ※健康づくりチャレンジ

※４０歳以上は①と②の両方の受診が必要です。

住　　所
〒　　　ー

下野市

記 念 品
※希望する番号を記入してください。

①
　特定健康診査、職域健診、脳ドックのいずれか

　（職域健診、人間ドック可）

②
　胃・肺・大腸・前立腺・子宮・乳がん検診、胃ハイリスク検査、胃内
　視鏡検査、肝炎ウィルス検査、骨密度検査、結核健診のいずれか

ステップ１

ステップ２

ステップ３

受付番号欄

合計ステップ２ のポイント ステップ３ のポイント

しもつけ健康マイレージポイントカード
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/ / / / / / / １週目合計

点

/ / / / / / / ２週目合計

点

/ / / / / / / ３週目合計

点

/ / / / / / / ４週目合計

点

点 ポイント

ステップ３

食 事
運 動
歯 科
血 圧
体 重

食 事
運 動
歯 科
血 圧
体 重

食 事
運 動
歯 科
血 圧
体 重

食 事
運 動
歯 科
血 圧
体 重

～

● チャレンジ期間は です。
●「食事」「運動」「歯科」「血圧」「体重」の５項目のチャレンジ目標が達成された日には、その各項
　目に○をつけてください。４週間の○の合計点によってマイレージポイント数が変わります。７割
　以上達成目指してがんばりましょう。

①毎食１品以上野菜料理を食べた（漬物以外）
②１回の食事をよくかんで２０分以上かけて食べた
③間食をしなかった（甘い飲み物含む）
１日合計３０分以上の運動を行った
（ウォーキング、ストレッチ、筋トレ、ラジオ体操、ヨガ、競技スポーツ、山登り等）
※運動は組み合わせでＯＫです。（例：ラジオ体操１０分＋ウォーキング２０分＝３０分）

１日３回歯みがきをした

血圧測定をした

体重測定をした

①～③の中から１つ以上
　　　　　　　　　実施したら○

ステップ３

（１～４週目の合計）

合計点数
９８～１４０点
８４～９７点
７０～８３点
５６～６９点

マイレージポイント数 の

しもつけ健康マイレージポイントカード
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サ
ロ
ン
「
は
な
だ
む
ら
」
で
、

し
も
つ
け
元
気
は
つ
ら
つ
体

操
を
は
じ
め
ま
し
た
！

　
「
し
も
つ
け
元
気
は
つ
ら
つ
体

操
」
は
、
高
知
市
の
「
い
き
い
き

百
歳
体
操
」、
印
西
市
の
「
い
ん

ざ
い
健
康
ち
ょ
き
ん
体
操
」
と
し

て
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
筋
力
運

動
で
す
。
０
〜
１・２
㎏
ま
で
段

階
的
に
負
荷
を
調
整
で
き
る
お

も
り
を
手
足
に
付
け
て
６
種
類

の
運
動
を
行
い
、
筋
力
や
バ
ラ
ン

ス
能
力
の
向
上
を
図
り
、
日
常
生

活
動
作
の
維
持
、
向
上
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
「
し
も
つ
け
元
気
は
つ
ら
つ
体

操
」
は
、
自
治
会
や
地
域
サ
ー
ク

ル
、
老
人
ク

ラ
ブ
、
地
域

ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
、
地
域

の
茶
話
会
な

ど
で
の
実
施

も
可
能
で
す
。

関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

る
、「
下
野
市
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」の
構
築
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
コ
ー
ナ
ー

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、「
な
に

か
」
特
別
な
こ
と
を
す
る
人
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
認
知
症
に
つ
い
て
正
し

く
理
解
し
、
偏
見
を
持
た
ず
、
認
知

症
の
人
や
家
族
に
対
し
て
温
か
い
目

で
見
守
る
「
応

援
者
」
で
す
！

　

市
の
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
は
、

２
月
末
で
約
３
，

５
０
０
人
に
な

り
ま
し
た
。

★ 

絹
板
・
絹
板
台
の
老
人
ク
ラ
ブ
と

自
治
会
の
方
19
名
が
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

★ 

あ
っ
ぷ
る
薬
局
の
職
員
７
名
が
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

★ 

下
野
警
察
署
職
員
25
名
が
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

★ 

石
橋
地
区
消
防
組
合
の
職
員
は

１
１
２
名
が
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

に
な
り
ま
し
た
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な
み

か
わ
ち
・
こ
く
ぶ
ん
じ
・
い
し
ば
し

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な
み

か
わ
ち
・
こ
く
ぶ
ん
じ
・
い
し
ば
し

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る

介
護
者
交
流
会
の
お
知
ら
せ

　

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族
の
交
流
と
情
報
交
換
の
場

と
し
て
、
第
５
回
介
護
者
交
流

会
を
開
催
し
ま
す
。
お
昼
を
食
べ

な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
、
同
じ
立
場

の
仲
間
同
士
の
時
間
を
過
ご
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

３
月
25
日
㈮

　

午
前
10
時
30
分

　
　

〜
午
後
１
時
30
分

■
場
所　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン

タ
ー
２
階
研
修
室

■
対
象
者　

現
在
、
認
知
症
の

方
を
介
護
し
て
い
る
方
（
ご
本
人

の
参
加
も
可
能
で
す
。）

■
内
容

・ 

今
後
の
認
知
症
の
方
と
家
族

へ
の
支
援
に
つ
い
て

・
高
齢
者
の
施
設
に
つ
い
て

■
参
加
費

　

お
弁
当
代
４
０
０
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な

み
か
わ
ち

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業

講
演
会
「
家
で
天
寿
を
全
う
す

る
方
法
〜
地
域
包
括
ケ
ア
と
は
？

〜
」
を
開
催
し
ま
し
た

　

１
月
30
日
、
道
の
駅
し
も
つ
け

を
会
場
に
、
医
療
法
人
ア
ス
ム
ス

理
事
長
で
医
師
の
太
田
秀
樹
先
生

の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
、病
院
の
役
割
（
病

気
を
治
し
に
行
く
と
こ
ろ
）、
在
宅

医
療
の
役
割
（
人
生
丸
ご
と
面
倒

を
み
る
）
を
と
て
も
分
か
り
や
す

く
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
自
分
の
最
期
を
い
か
に

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
か
、
長
寿
で
は

な
く
天
寿
を
全
う
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
知
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
と
は
、

生
活
の
場
で
、
尊
厳
あ
る
人
生
の

最
期
を
支
え
る
し
く
み
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
、
介
護
が
必
要

に
な
っ
て
も
可
能
な
限
り
住
み
慣

れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し
い
暮
ら

し
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
、
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・

生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
■
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

み
な
み
か
わ
ち　

☎（
44
）３
０
０
２

こ
く
ぶ
ん
じ　
　

☎（
43
）１
２
２
９

い
し
ば
し　
　
　

☎（
51
）０
６
３
３

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
の

み
な
さ
ん
の
身
近
な
相
談
窓
口
で
す
！
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事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
は

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
は

出
せ
ま
せ
ん
！

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
以
外
は

す
べ
て
事
業
所
ご
み
で
す
。
飲
食

店
や
店
舗
、
事
務
所
な
ど
か
ら
で

る
ご
み
（
事
業
系
一
般
廃
棄
物
）

は
、
一
般
家
庭
用
の
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
は
出
せ
ま
せ
ん
。
こ
れ

ら
の
ご
み
は
事
業
者
自
ら
の
責

任
に
お
い
て
適
正
に
処
理
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
原
則
で
す
。
事

業
者
の
皆
様
に
は
、
次
の
い
ず

れ
か
に
よ
り
処
理
さ
れ
ま
す
よ

う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可

業
者
に
委
託
す
る

　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
が
許
可

業
者
と
契
約
し
、
排
出
す
る
方
法

で
す
。
排
出
曜
日
・
時
間
、
排
出

場
所
、
排
出
方
法
な
ど
は
、
許
可

業
者
と
相
談
の
う
え
取
り
決
め

て
く
だ
さ
い
。（
収
集
許
可
業
者

に
つ
い
て
は
環
境
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

■
自
ら
処
理
施
設
に
搬
入
す
る

事
業
者
が
自
ら
市
の
処
理
施

設
等
に
運
ん
で
処
理
す
る
場
合

は
、
適
正
な
分
別
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

生
ご
み
処
理
機
器
等
の

設
置
に
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す

　

下
野
市
で
は
、
ご
み
減
量
化

対
策
と
し
て
、
家
庭
の
台
所
等

か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
の
自

家
処
理
を
推
進
す
る
た
め
、
コ

ン
ポ
ス
ト
容
器
や
機
械
式
生
ご

み
処
理
機
を
設
置
さ
れ
た
方
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
申
請
方
法
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
環
境
課
の
窓
口
ま
た

は
お
電
話
に
て
、
事
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
者 

　

下
野
市
内
に
住
所
を
有
し
て

お
り
、
市
税
を
完
納
し
て
い
る

方
。（
過
去
５
年
間
、
本
補
助

金
を
受
け
た
方
を
除
く
）

■
補
助
対
象
処
理
機
器

　

市
が
認
め
る
家
庭
用
生
ご
み

処
理
機
器
１
台
と
し
ま
す
。
た

だ
し
、
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
に
つ

い
て
は
２
基
と
し
、
他
の
処
理

機
器
と
は
別
に
数
え
ま
す
。

■
補
助
金
の
額

　

購
入
費
の
２
分
の
１
以
内
と

し
、
機
械
式
生
ご
み
処
理
機
に

つ
い
て
は
上
限
２
０
，
０
０
０

円
、
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
に
つ

い
て
は
１
基
に
つ
き
上
限
４
，

０
０
０
円
と
し
ま
す
。

マ
イ
バ
ッ
グ
で
お
買
い
物

お
買
い
物
で
何
気
な
く
も

ら
っ
て
い
る
レ
ジ
袋
、
買
っ
た
商

品
を
入
れ
家
に
持
ち
帰
っ
た
あ

と
は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
？
そ

の
役
目
が
終
わ
れ
ば
ご
み
箱
に

直
行
、
と
い
う
こ
と
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
使
い
捨
て
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
す
た
め

に
一
役
買
っ
て
い
る
の
が
マ
イ

バ
ッ
グ
で
す
。

最
近
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
の

高
さ
で
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
日
の
お
買
い
物
に
は
繰
り
返

し
使
え
る
マ
イ
バ
ッ
グ
を
使
い
、

ご
み
に
な
る
レ
ジ
袋
を
受
け
取

ら
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
、
ご
み
の

減
量
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

す
で
に
実
践
し
て
い
る
方
は

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
と
い
う
方

も
、
マ
イ
バ
ッ
グ
で
ご
み
の
減
量

化
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

最
近
、
ま
ち
の
中
や
山
林
、
河

川
な
ど
へ
の
不
法
投
棄
が
目
に

つ
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
不
法
投
棄

は
大
き
く
分
け
て
、
道
路
上
や
集

積
場
付
近
に
家
庭
ご
み
な
ど
を

ポ
イ
捨
て
す
る
場
合
と
、
道
路
や

河
川
、
空
地
や
山
林
な
ど
に
粗
大

ご
み
や
産
業
廃
棄
物
な
ど
を
捨

て
る
場
合
の
主
に
二
種
類
が
あ

り
ま
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
不
法
投

棄
対
策
の
た
め
パ
ト
ロ
ー
ル
、
看

板
の
設
置
、
排
出
者
を
特
定
す
る

た
め
の
調
査
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
悪
質
な
も
の
は
警
察

と
連
携
し
て
処
置
を
と
っ
て
い

ま
す
。
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・ 

案
内
は
が
き
が
送
ら
れ
た
方

は
会
場
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・ 

集
合
注
射
に
来
ら
れ
な
い
場

合
は
、
最
寄
り
の
動
物
病
院

で
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

・ 

飼
犬
が
亡
く
な
っ
た
と
き
や
、

登
録
内
容
に
変
更
や
訂
正
が

生
じ
た
と
き
は
、
環
境
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・ 

集
合
注
射
の
会
場
は
地
区
ご

と
で
す
が
、
い
ず
れ
の
会
場

で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

と
飼
犬
の
新
規
登
録
を

行
い
ま
す

　

平
成
28
年
度
の
狂
犬
病
予
防

集
合
注
射
と
飼
犬
の
新
規
登
録

を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

■
予
防
注
射
料

　

３
，５
０
０
円

■
登
録
料
（
新
規
登
録
の
み
）

　

３
，０
０
０
円

・ 

つ
り
銭
の
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

あ
な
た
の
犬
猫
が
ご
近
所

か
ら
好
か
れ
る
た
め
に

誰
も
が
犬
猫
を
好
き
と
は
か

ぎ
り
ま
せ
ん
。
ル
ー
ル
を
守
ら
な

い
犬
猫
の
飼
い
方
は
誰
も
が
不

快
に
感
じ
ま
す
。

周
囲
の
人
か
ら
理
解
が
得
ら

れ
る
よ
う
、
飼
い
主
は
責
任
と
自

覚
を
も
っ
て
犬
猫
を
飼
う
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

■
『
ふ
ん
』
の
処
理
は
飼
い
主
の

責
任
で
す

散
歩
中
は
「
ふ
ん
」
を
片
付

け
る
道
具
を
携
帯
し
、
必
ず
「
ふ

ん
」
を
片
付
け
自
宅
で
処
理
し
て

く
だ
さ
い
。

■
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う

放
し
飼
い
を
す
る
と
、
人
に

か
み
つ
い
た
り
、
物
を
壊
し
て
し

ま
っ
た
り
と
い
う
危
険
性
が
あ

り
、
み
ん
な
の
迷
惑
と
な
り
ま
す
。

犬
猫
の
避
妊
去
勢
手
術

に
は
市
か
ら
の
補
助
が

あ
り
ま
す

　

下
野
市
で
は
、
動
物
の
愛
護
と

適
正
な
管
理
を
啓
発
し
、
人
と
犬

や
猫
と
の
共
生
社
会
の
実
現
を

図
る
た
め
、
犬
猫
の
避
妊
及
び
去

勢
手
術
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
申
請
方
法
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
環
境
課
の
窓
口
ま
た
は
お

電
話
に
て
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
補
助
対
象
者

　

下
野
市
内
に
住
所
を
有
し
て

お
り
、
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方
。

■
補
助
対
象
動
物

　

対
象
者
が
飼
育
す
る
犬
猫
と

し
、
毎
年
度
一
世
帯
当
た
り
犬

1
頭
及
び
猫
1
匹
ま
で
。
た
だ
し
、

犬
に
つ
い
て
は
、
補
助
対
象
年
度

に
狂
犬
病
予
防
法
に
規
定
す
る

登
録
及
び
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
補
助
金
の
額

・
避
妊
手
術

　
　

犬　

５
，０
０
０
円

　
　

猫　

４
，０
０
０
円

・
去
勢
手
術

　
　

犬　

４
，０
０
０
円

　
　

猫　

３
，０
０
０
円

日 地区 実施時間 場　　所

４
月
２
日
（
土
）

石橋

９：20 ～ 10：00 石北コミセン１号館（上原）

10：15 ～ 10：55 石橋北小学校南側

11：10 ～ 11：40 若林公民館

13：00 ～ 14：00 石橋商工会館駐車場

国分寺

９：00 ～９：40 国分集落研修センター

９：55 ～ 10：15 川南集落研修センター

10：30 ～ 11：40 日酸公園

13：00 ～ 14：00 関根井公民館

南河内

９：15 ～ 10：00 別処山公園駐車場

10：15 ～ 11：00 南河内東体育館

11：15 ～ 11：40 谷地賀公民館

13：00 ～ 14：00 祇園原公園ステージ前

４
月
３
日
（
日
）

石橋

９：00 ～９：30 細谷小北側駐車場

９：45 ～ 10：05 下野市農村環境改善センター

10：20 ～ 10：50 ＪＡおやま旧下古山購買所

11：05 ～ 12：00 古山小校舎東側

国分寺
南河内

９：00 ～９：40 医大前コミュニティセンター

10：00 ～ 11：10 烏ケ森公園トイレ北側

11：25 ～ 12：00 朝日公民館南側

４
月
９
日
（
土
）

石橋

９：00 ～９：40 中大領構造改善センター

９：55 ～ 10：35 東前原農村公園

10：50 ～ 11：40 旧テーマ館

13：00 ～ 14：00 石橋庁舎中庭

国分寺

９：10 ～ 10：00 東方館

10：15 ～ 10：50 柴公園

11：10 ～ 11：40 蔓巻公園

13：00 ～ 14：00 国分寺庁舎玄関前

南河内

９：15 ～ 10：30 ＧＴコミュニティセンター

10：50 ～ 11：40 下野薬師寺歴史館駐車場

13：00 ～ 14：00 南河内図書館南側駐車場

Shimotsuke

広報しもつけ　2016.3
37



しもつけ環境フェアしもつけ環境フェアしもつけ環境フェア

【開場】13:15　【講演会】13:30～15:00
【会場】国分寺公民館大ホール

自然から学ぶ
庭づくりのススメ

山﨑流

～環境にやさしいエコ ガーデニングへの取り組み～
新聞・メディア等でおなじみのランドスケープデザイナー

◇展示コーナー
　環境問題を考える会・下野市自然に親しむ会・
　きものリフォーム・市環境課　他
◇無料体験コーナー　
　・栃木県地球温暖化防止活動推進センターから
　　“あなたの街で伝え隊”がやってくる
　・あなたの家の“省エネチェック”（下野省エネ塾）
◇協賛企業・団体ＰＲ・販売コーナー
　「ランドセルタワー」（HeartBerry）

入場無料

３ 土

19

講 演

講 師　山﨑　誠子 氏
☆プロフィール☆　山﨑誠子（やまざき　まさこ）
日本大学短期大学部建築・生活デザイン学科准教授
有限会社ＧＡヤマザキ取締役。
武蔵工業大学（現・東京都市大学）工学部建築学科卒業後、東京農業大学造園学科
聴講生として2年間在籍。株式会社花匠を経て、1992年有限会社ＧＡヤマザキ
設立。
ランドスケープデザイン、都市緑化、建築と造園の領域等を主たる研究分野とする。
著書に小学館「大人の園芸」、エクスナレッジ「世界で一番やさしい住宅用植栽」、
明治書院「山崎流自然から学ぶ庭づくり」等多数。

展示・体験ブース 15:00～16:30

「観葉植物ポット」を100円で販売!!
（先着50名）提供　晃大㈱

【主催】しもつけ環境市民会議・下野市　　　お問い合わせ先 ☎ 0285-40-5559

●オリジナルカンバッジ作り（先着50名）
　※直径3.5センチの円の中に入る写真又はイラストをお持ち
ください。

●手作りエコバック作成コーナー（先着50名）
●ミニ苔玉、ひょうたん細工コーナー（先着100名）

不要ランドセルを募集します。（Heart Berry）～アフガニスタンの子どもたちにランドセルを！～

（市役所国分寺庁舎隣り）

当日会場にお持ちいただいた方には、「エコタワシ」をプレゼント！！
（当日来られない方は、前日までに環境課までご持参ください。）

無料体験コーナー

Shimotsuke
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地
下
水
を
飲
用
さ
れ
て

い
る
方
へ

　

地
下
水
は
常
に
安
全
で
あ
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
日
常
的
に
、

色
、
臭
い
、
味
に
異
常
が
な
い

こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

地
下
水
を
飲
用
す
る
場
合
は
、

水
質
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

水
質
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
そ
の
他
の
検
査
機
関
に

直
接
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
検

査
料
金
は
検
査
機
関
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

※ 

市
で
は
水
質
検
査
の
受
け
付

け
は
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

○
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
小
山
市
犬
塚
３

－

１

－

１
）

　

☎（
22
）８
８
１
４

○
そ
の
他
の
検
査
機
関
（
栃
木

県
に
本
社
等
の
あ
る
検
査
機

関
）

・
平
成
理
研
株
式
会
社
（
宇
都

宮
市
石
井
町
２
８
５
６

－

３
）

　

☎
０
２
８（
６
６
０
）１
７
０
０

・
財
団
法
人
栃
木
県
環
境
技

術
協
会
（
宇
都
宮
市
下
岡
本

２
１
４
５

－

１
３
）

☎
０
２
８（
６
７
３
）９
０
８
３

廃
棄
物
の
野
外
焼
却
は

原
則
禁
止
で
す

　
「
洗
濯
物
に
煙
の
臭
い
が
つ

い
て
し
ま
う
」「
煙
の
臭
い
で

窓
が
開
け
ら
れ
な
い
」
な
ど
、

ご
み
を
焼
却
し
た
際
に
発
生
す

る
煙
や
臭
い
で
困
っ
て
い
る
人

が
あ
な
た
の
ご
近
所
に
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
自
分

で
焼
却
せ
ず
、
行
政
カ
レ
ン

ダ
ー
「
家
庭
ご
み
の
正
し
い
分

け
方
・
出
し
方
」
に
従
い
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
自
宅
で
刈
っ
た
雑
草

等
を
排
出
す
る
際
に
は
、
ご
み

減
量
化
の
た
め
、
乾
燥
さ
せ
て

か
ら
お
出
し
く
だ
さ
い
。

　

思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
、

み
ん
な
が
住
み
よ
い
環
境
づ
く

り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

お
詫
び
と
訂
正

広
報
し
も
つ
け
２
月
号
29

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
た
「
プ

ラ
容
器
包
装
」
の
記
事
に
お
い

て
、
来
年
４
月
か
ら
変
更
に
な

る
と
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

正
し
く
は
今
年
４
月
と
な
り
ま

す
。お

間
違
え
の
無
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

私たちの生活と化学物質③
　私たちはたくさんの化学物質を利用して生活しています。身のまわりを見まわしてみると、食品、自動車、
洗剤、化粧品、医薬品等、様々なところに利用されていることに気付くと思います。
　皆さんは、それらの化学物質の取扱方法や安全性に不安を抱いたことはありませんか？
　私たちは何をしたらよいのでしょうか？

取組その③
　「自己のライフスタイルに役立てる。」
●クルマのエンジンを切って待っていよう。
●有害ゴミは面倒だけど一般ゴミと分けて捨てよう。
●洗剤の種類がたくさんあるけど、どれを選ぼうかな？
●環境にやさしい製品の購入をしていこう。
● 自らも化学物質の排出者だということを認識して、できる限
り化学物質を排出しないよう製品の購入や、使用、廃棄に配
慮しましょう。そのようなライフスタイルの見直しが、事業
者の化学物質の使用を抑制することにつながります。

※例えば
〇駐車中は不要なアイドリングはしない。
〇ごみを適正に分別する。
〇環境に配慮した製品を購入する。
〇無駄な排出をしないようにする。

■問い合わせ先
　環境課　☎（40）５５５９

化学物質化学物質についてについて理解理解をを深深めるためにめるために  （3回連載）（3回連載）

Shimotsuke
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栃
木
県
環
境
美
化
協
会
下

野
支
部
よ
り
寄
付
が
あ
り

ま
し
た

　

１
月
29
日
、
栃
木
県
環
境
美

化
協
会
下
野
支
部
か
ら
イ
ベ
ン

ト
用
展
示
パ
ネ
ル
20
枚
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
パ
ネ
ル
は
市
制
10
周
年

の
祝
い
と
し
て
寄
贈
く
だ
さ
い

ま
し
た
が
、
支
部
は
市
政
５
周

年
の
際
に
も
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を

寄
贈
、
ま
た
、
平
成
26
年
６
月

に
設
立
さ
れ
た
環
境
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
組
織
「
し
も
つ
け
環
境

市
民
会
議
」
の
運
営
団
体
と
し

て
設
立
当
初
か
ら
参
画
す
る
な

ど
、
市
の
環
境
保
全
活
動
に
お

い
て
積
極
的
な
取
り
組
み
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

リ
ユ
ー
ス
食
器
で

エ
コ
な
イ
ベ
ン
ト
を
！

　

市
内
で
実
施
さ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
に
お
い
て
リ
ユ
ー
ス
食
器

（
繰
り
返
し
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
飲
食
食
器
）
を
用
い
て

飲
食
品
を
提
供
す
る
団
体
に
対

し
、
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
レ
ン
タ

ル
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
団
体

　

自
治
会
、
商
工
会
、
学
校
、

観
光
協
会
、
民
間
非
営
利
団
体

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
等 

の
市
内
団
体

■
補
助
金
額 

　

リ
ユ
ー
ス
食
器
の
レ
ン
タ

ル
費
用
の
２
分
の
１
の
額

（
１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
で
、

上
限
３
０
，０
０
０
円
）

※ 

リ
ユ
ー
ス
食
器
の
紛
失
又
は

破
損
等
に
よ
る
弁
償
額
に
つ

い
て
は
補
助
の
対
象
か
ら
除

き
ま
す
。 

※ 

予
算
の
範
囲
内
で
の
交
付
と

な
り
ま
す
。

■
申
請
方
法 

　

必
要
書
類
を
事
業
実
施
日
の

14
日
前
ま
で
に
環
境
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。 

※ 

詳
し
く
は
、
環
境
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〜
シ
リ
ー
ズ
Ｑ
＆
Ａ
〜

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

　

４
月
か
ら
南
河
内
・
国
分
寺
地

区
で
実
施
さ
れ
る
（
石
橋
地
区
は

実
施
済
み
）、
プ
ラ
容
器
包
装
の

分
別
等
に
関
す
る
疑
問
に
お
答

え
し
ま
す
。

Q
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

は
、
形
状
や
素
材
な
ど
の
種
類
ご

と
に
袋
を
分
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
か
。

A
種
類
ご
と
に
袋
を
分
け
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
透
明
ま
た
は

半
透
明
の
袋
に
ま
と
め
て
入
れ

て
く
だ
さ
い
。

Q
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
も
プ
ラ
容
器

包
装
で
出
せ
ま
す
か
？

A
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ラ
ベ
ル
に

は
左
の
よ
う
な
識
別
表
示
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ボ
ト
ル
は

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」、
キ
ャ
ッ
プ
と

ラ
ベ
ル
は
「
プ
ラ
容
器
包
装
」
と

い
う
意
味
で
す
の
で
、
ボ
ト
ル

本
体
は
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
の
日
、

キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
の
み
「
プ
ラ

容
器
包
装
」
の
日
に
お
出
し
く
だ

さ
い
。

資
源
ご
み
の
集
団
回
収

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

新
聞
等
の
古
紙
類
、び
ん
、缶
、

古
布
な
ど
は
、
家
庭
か
ら
出
さ

れ
る
ご
み
の
中
で
、
リ
サ
イ
ク

ル
が
可
能
な「
資
源
ご
み
」で
す
。

　

現
在
、
下
野
市
で
は
、
自
治

会
や
子
供
会
、
小
中
学
校
な
ど

約
70
団
体
が
資
源
回
収
実
施
団

体
と
し
て
登
録
し
、
回
収
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
地
域
で
集
団
回

収
を
実
施
し
て
い
る
場
合
は
、

で
き
る
だ
け
地
域
の
取
り
組
み

に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

☆
回
収
活
動
を
市
が
支
援
！

　

資
源
ご
み
の
回
収
量
に
応
じ

て
、
報
奨
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。（
回
収
重
量
１
㎏
に
つ
き

４
円
、
空
び
ん
は
２
本
で
１
㎏

換
算
）

☆ 
資
源
の
持
ち
去
り
防
止
に
効

果

　

集
団
回
収
に
出
さ
れ
た
資
源

は
団
体
の
所
有
物
で
す
。
集
団

回
収
に
出
す
こ
と
は
、
ご
み
集

積
所
か
ら
の
資
源
の
持
ち
去
り

対
策
と
し
て
有
効
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の
構
築

と
ご
み
減
量
化
の
た
め
、
不
用
品
リ
サ

イ
ク
ル
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
『
譲
り
た
い
』『
譲
っ
て

ほ
し
い
』
情
報
を
お
受
け
し
て
い
ま
す

の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
環
境
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
譲
り
た
い
〉

・
佐
野
日
大
付
属
高
校
制
服
一
式
（
男

子
Ｍ
サ
イ
ズ
）・
佐
野
日
大
付
属
高
校

体
操
着
一
式
（
男
子
Ｍ
サ
イ
ズ
）・
佐

野
日
大
付
属
高
校
靴
（
男
子
用
）・
宇

都
宮
東
高
校
体
操
着
一
式
（
女
子
Ｌ
サ

イ
ズ
）・
マ
タ
ニ
テ
ィ
ボ
ト
ム
ス
３
点

（
ス
カ
ー
ト
Ｍ
〜
Ｌ
、
パ
ン
ツ
Ｌ
）・
緑

小
学
校
ジ
ャ
ー
ジ
（
上
下
１
３
０
㎝
）・

夏
用
半
ズ
ボ
ン
（
男
児
１
４
０
㎝
）・

上
着
長
袖
（
男
児
１
３
０
㎝
）
４
点
・

チ
ェ
ロ
キ
ー
３
点
・
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク
・

す
の
こ
折
り
畳
み
ベ
ッ
ド
（
腰
高
）・

ソ
フ
ト
ロ
ー
フ
ァ
ー
（
男
女
兼
用
19
㎝ 

Ｅ
Ｅ
Ｅ
）・
レ
イ
ン
コ
ー
ト
上
（
１
６
５

〜
１
８
５
㎝
・
胴
囲 

75
〜
１
２
５
㎝
）・

学
習
用
平
机
と
椅
子
・
学
習
机
（
イ
ス

付
）・
ひ
な
人
形
（
７
段
飾
り
）・
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト

〈
譲
っ
て
ほ
し
い
〉

・
子
供
用
自
転
車
（
16
イ
ン
チ
以
下
）・

南
河
内
中
学
校
制
服
（
女
子
Ｌ
サ
イ

ズ
）・
乳
幼
児
用
プ
ラ
製
お
ま
ま
ご
と

セ
ッ
ト
・
石
橋
幼
稚
園
制
服
（
男
子

用
１
２
０
・
１
３
０
㎝
）・
女
子
用
洋
服

（
１
０
０
〜
１
２
０
㎝
）・
男
子
用
洋
服

（
１
０
０
〜
１
２
０
㎝
）・
ア
ン
パ
ン
マ

ン
の
お
も
ち
ゃ
・
緑
小
学
校
ジ
ャ
ー
ジ

（
上
下 

１
５
０
〜
１
６
０ 

㎝
）・
布

団
干
し
（
４
〜
５
枚
用
）・
女
児
水
着

（
１
３
０
㎝
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
リ
サ
イ
ク

ル
情
報
の
確
認
や
登
録
が
で
き
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

ボトル

キャップラベル

Shimotsuke

広報しもつけ　2016.3
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新・下野市風土記

新
・
下
野
市
風
土
記

古
代
の
引
っ
越
し

下
野
市
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
文
化
課

新
年
度
の
五
月
の
開
庁
に
向
け
、
い
よ
い
よ
引
っ
越
し

作
業
が
始
ま
り
ま
す
。
今
回
は
千
三
百
年
前
の
引
っ
越
し
の

話
。
六
九
四
年
、
持じ

統と
う

天
皇
の
時
に
完
成
し
、
下し

も毛
野つ
け

朝の
あ

臣そ
ん

古こ

麻ま

ろ呂
も
住
ん
で
い
た
藤
原
京
は
、
唐
の
都
長ち

ょ
う
あ
ん
じ
ょ
う

安
城
を
モ

デ
ル
に
し
た
中
国
風
の
都
城
で
、
そ
れ
ま
で
の
飛あ

す
か鳥

京き
ょ
うな

ど

と
は
格
段
の
違
い
か
ら
「
新あ

ら

益ま
し

京み
や
こ」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
七
一
〇
年
、
都
は
藤
原
京
か
ら
平
へ
い
じ
ょ
う城
京き
ょ
うに
移
り

ま
す
。
藤
原
・
平
城
京
間
は
二
十
数
㌖
で
、
新
庁
舎
・
県
庁

間
と
ほ
ぼ
同
じ
距
離
で
す
。
こ
の
間
は
ほ
ぼ
平
坦
な
地
形
で
、

陸
路
を
利
用
し
た
荷
物
の
移
動
は
い
い
の
で
す
が
、
水
運
の

場
合
、
川
を
遡そ

じ
ょ
う上

す
る
た
め
大
変
だ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま

す
。こ

の
引
っ
越
し
も
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
さ
ら
に
そ

の
三
十
年
後
、
聖し

ょ
う
む武

天
皇
の
時
代
の
天
平
十
二
年
（
七
四
〇
）

十
月
か
ら
同
十
七
年
五
月
ま
で
の
五
年
間
、
平
城
京
を
離
れ

山や
ま

背し
ろ

国
（
京
都
府
）
の
恭く

仁に

京き
ょ
う、

摂せ
っ
つ津

国
（
大
阪
府
）
の

難な
に
わ波
京き
ょ
う、
さ
ら
に
近お
う
み江
国
（
滋
賀
県
）
甲こ
う
が賀
郡
の
紫し

香が

楽ら
き

宮

に
都
を
移
し
ま
す
。
そ
の
後
、
わ
ず
か
十
か
月
で
再
度
平
城

京
に
戻
り
ま
す
。
な
ん
と
五
年
間
で
五
か
所
に
都
が
移
り
ま

す
。
こ
の
間
、七
四
一
年
に
は
恭
仁
京
で
国
分
寺
建
立
の
詔

み
こ
と
の
り

が
、

七
四
三
年
に
は
紫
香
楽
宮
で
大
仏
造
立
の
詔
が
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
都
が
移
ら
な
け
れ
ば
大
仏
は
滋
賀
県
で
完
成
し
、
平
た
い
ら
の

重し
げ
ひ
ら衡

や
松ま
つ

永な
が
ひ
さ久

秀ひ
で

に
焼
か
れ
る
こ
と
な
く
、
今
も
残
っ
て
い

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

平
城
京
か
ら
恭
仁
京
に
移
る
時
に
は
、
宮
の
中
心
的
建

物
で
あ
っ
た
巨
大
な
大だ
い
ご
く極

殿で
ん

（
第
一
次
大
極
殿
）
も
解
体

し
恭
仁
宮
に
移
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、
大
極
殿
と
周
囲
の
回

廊
、
庁
舎
の
一
部
も
移
転
し
ま
し
た
。
平
城
遷せ

ん
と都

一
三
〇
〇

年
記
念
で
復
元
さ
れ
た
大
極
殿
は
こ
の
建
物
で
、
昭
和
四
〇

年
代
の
発
掘
調
査
で
は
建
物
の
礎
石
や
階
段
な
ど
の
石
材
も

す
べ
て
持
ち
去
ら
れ
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

遺い
こ
う構

は
残
り
が
悪
く
復
元
検
討
の
際
、
根
拠
と
な
る
事
例
を

集
め
る
作
業
も
大
変
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

都
は
一
か
所
に
留
ま
る
こ
と
が
余
り
に
も
短
か
っ
た
た
め

完
成
せ
ず
、『
続し
ょ
く
に
ほ
ん

日
本
紀ぎ

』
に
よ
る
と
紫
香
楽
宮
で
は
築つ
い
じ地

塀へ
い

が
未
完
成
で
、
代
わ
り
に
幕
を
張
り
巡
ら
せ
ま
し
た
が
、

元
日
の
儀
式
が
中
止
さ
れ
た
記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。
役
所

の
庁
舎
も
転
々
と
す
る
都
で
、
不
完
全
な
機
能
で
対
応
し
た

の
で
し
ょ
う
。
五
年
後
再
び
平
城
京
に
戻
っ
た
際
に
は
、
元

の
建
物
群
の
位
置
か
ら
東
側
へ
約
百
㍍
の
と
こ
ろ
に
大
極
殿

や
行
政
機
関
の
庁
舎
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
よ
う
に
す
べ
て
を
作

り
替
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
第
二
次
大
極
殿
や
第
二
次
朝
堂

院
と
い
わ
れ
る
施
設
群
で
す
。

七
一
〇
年
の
引
っ
越
し
、
七
九
四
年
の
平
安
遷
都
で
は
都

を
す
べ
て
移
す
た
め
、
使
え
る
物
資
は
す
べ
て
運
ん
で
利
用

し
ま
し
た
。
天
皇
が
着
座
す
る
高た

か
み
く
ら

御
座
か
ら
一
般
職
員
が
使

用
す
る
机
・
イ
ス
、
文
房
具
類
、
給
食
・
宴
会
用
の
食
器
類
、

屋
根
瓦
や
柱
や
扉
な
ど
の
木
材
、
釘
な
ど
の
金
属
製
品
等
の

建
築
部
材
ま
で
運
ん
で
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。
柱
や
木
材
な

ど
は
寸
法
が
違
っ
た
、
あ
る
い
は
破
損
し
た
場
合
は
目
的
を

変
更
し
再
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
柱
だ
っ
た
木
材

は
中
を
く
り
抜
い
て
下
水
管
の
よ
う
に
転
用
し
、
扉
材
な
ど

の
平
ら
な
木
材
は
井
戸
枠
と
し
て
再
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
下

水
管
は
水
洗
ト
イ
レ
用
の
配
管
だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

宮
殿
や
役
所
の
引
っ
越
し
も
大
変
で
し
た
が
、
そ
こ
で
働

く
職
員
も
当
然
勤
務
地
変
更
と
な
り
ま
す
。
聖
武
天
皇
期
の

五
か
年
間
は
、
全
員
が
勤
務
地
変
更
と
な
る
こ
と
な
く
、
残

務
処
理
な
ど
で
平
城
京
に
残
っ
た
役
人
も
い
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
平
城
京
の
住
民
の
す
べ
て
を
す
ぐ
に
転
居
さ

せ
た
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
当
然
、
庶
民
は
農
地
を
放
棄

し
て
移
住
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
平
城
京
内
に

は
、
東
大
寺
や
薬
師
寺
、
興
福
寺
、
元
興
寺
な
ど
の
数
百
人

規
模
の
僧
や
運
営
関
係
者
を
抱
え
る
大
宗
教
施
設
が
あ
る
た

め
、
直
ぐ
に
生
活
機
能
を
す
べ
て
停
止
す
る
訳
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、京
内
の
東
西
の
二
か
所
に
あ
っ
た
市
（
市

場
）
も
一
部
は
存
続
し
た
と
考
え
ら
れ
、
都
の
安
全
を
確
保

す
る
警
備
・
軍
事
機
能
も
残
っ
て
い
た
た
め
、
五
年
後
に
都

の
機
能
が
再
構
築
で
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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■
申
請
先

　

各
庁
舎
市
民
課
（
新
庁
舎
開
庁
後
は
、

新
庁
舎
で
の
み
受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。）

■
必
要
な
も
の

　

年
金
手
帳
、
印
鑑
、
学
生
証
ま
た
は
在

学
証
明
書
、
失
業
し
た
場
合
は
雇
用
保
険

の
離
職
票
ま
た
は
受
給
資
格
者
証

 

将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
た
め
に

　

承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に
は
算

入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
。
就
職
な
ど
で
収
入
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
場
合
は
、
将
来
受
け
取
る

年
金
額
を
増
額
す
る
た
め
、
10
年
以
内
で

あ
れ
ば
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

「
追
納
制
度
」
を
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
お

勧
め
い
た
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
承
認
を
受
け
た
年
度
の
翌
年

度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
は
、
当

■
所
得
の
基
準
額

　

免
除
を
受
け
る
年
度
の
前
年
所
得

　

１
１
８
万
円
＋
扶
養
親
族
の
数
×
38
万

円
＋
社
会
保
険
料
控
除
等

学
生
本
人
の
所
得
が
右
記
以
下
で
あ
れ
ば
、

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

■
承
認
期
間
と
更
新
手
続
き

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４
月
か

ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。

次
の
年
度
も
同
じ
学
校
に
在
学
予
定
で
あ

る
場
合
、
３
月
下
旬
に
更
新
の
案
内
と
申

請
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
学
生
で
あ
れ
ば
、
必
要
事
項
を
ご
記
入

の
う
え
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
請
書
を
紛
失
し
た
場
合
や
、

前
年
度
と
違
う
学
校
に
在
学
し
て
い
る
場

合
は
、
市
民
課
で
申
請
手
続
き
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
申
請
期
間

　

平
成
28
年
度
分
（
平
成
28
年
４
月
〜
平

成
29
年
３
月
分
）
の
学
生
納
付
特
例
は
、

平
成
28
年
４
月
１
日
㈮
か
ら
受
け
付
け
と

な
り
ま
す
。

※ 

右
記
に
よ
り
更
新
手
続
き
を
さ
れ
た
方

は
申
請
不
要
で
す
。

※ 

平
成
26
年
４
月
よ
り
、
申
請
時
か
ら
２

年
１
か
月
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

申
請
を
忘
れ
て
し
ま
い
、
未
納
と
な
っ

て
い
る
方
は
早
め
に
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

 

学
生
納
付
特
例
に
つ
い
て
の
ご
案
内

　

日
本
に
住
む
20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生

で
あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
生
に
つ
い

て
は
、
申
請
に
よ
り
在
学
中
の
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。
本
人
の
所
得
が
一
定

以
下
の
学
生
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

家
族
の
方
の
所
得
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
対
象
と
な
る
人

　

対
象
と
な
る
学
生
と
は
、
大
学
（
大
学

院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
、
一

部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る

方
で
、
夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通
信
課
程

の
方
も
含
ま
れ
ま
す
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の

学
生
の
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。（
一
部

対
象
外
の
学
校
が
あ
り
ま
す
）

問い合わせ先
市民課　☎（40）5556
栃木年金事務所
☎0282（22）6074、 4134

国民年金だより

時
の
保
険
料
に
一
定
の
金
額
が
加
算
さ
れ

ま
す
。

■
申
請
先

　

各
庁
舎
市
民
課
（
新
庁
舎
開
庁
後
は
、

新
庁
舎
で
の
み
受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。）

■
必
要
な
も
の

　

年
金
手
帳
、
印
鑑

年
金
ひ
と
く
ち
メ
モ

　

納
付
を
忘
れ
て
い
た
！
？

　
「
納
付
書
に
書
か
れ
て
い
る
納
付
期
限

を
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
こ
の
納
付

書
は
も
う
使
え
な
い
の
？
」

　

国
民
年
金
保
険
料
に
は
納
付
期
限
が
あ

り
、
納
付
書
に
は
納
付
期
限
が
通
常
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
納
付
期
限
を
過
ぎ

て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
、
納
付
書
を
使
っ

て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
「
い
つ
ま
で
こ
の
納
付
書
を
使
う
こ
と

が
で
き
る
？
」

　

納
付
書
は
、
記
載
さ
れ
て
い
る
年
月
か

ら
２
年
１
か
月
後
ま
で
使
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

（
例
）
平
成
28
年
３
月
分
の
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
書
は
、
平
成
30
年
４
月
ま
で

使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 

た
だ
し
、
納
付
書
に
「
使
用
期
限
」
と

記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
記
載
さ
れ

て
い
る
日
付
が
納
付
書
で
支
払
い
が
で

き
る
期
限
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

納付
学生納付特例
（承認期間）

未納

老齢基礎
年金

受給資格
期間

○
入ります

○
入ります

×
入りません

年金額に
計算

○
入ります

×
入りません

×
入りません

障害基礎年金の
受給資格期間
遺族基礎年金の
受給資格期間

○
入ります

○
入ります

×
入りません
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体
育
協
会

　

テ
ニ
ス
協
会

■
問
い
合
わ
せ　

井
上

　

☎
０
９
０（
１
４
６
７
）０
２
６

第
11
回
下
野
市
シ
ン
グ

ル
ス
テ
ニ
ス
大
会　

参

加
者
募
集

　

下
野
市
テ
ニ
ス
協
会
の
公
式

試
合
と
し
て
大
会
を
開
催
し
ま

す
。

■
日
時　

４
月
３
日
㈰
午
前
８

時
30
分
集
合

（
雨
天
時
は
翌
週
に
順
延
）

■
場
所　

国
分
寺
運
動
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト

■
対
象
者　

原
則
と
し
て
下
野

市
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

■
種
目　

一
般
男
子
シ
ン
グ
ル

ス
、
一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
、

壮
年
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
（
45
歳

以
上
）
全
種
目
下
野
市
代
表
選

手
選
考
の
対
象
と
し
ま
す
。

■
参
加
費　

１
，
５
０
０
円

■
申
し
込
み　

申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
載
し
、
下
野
市
ス

ポ
ー
ツ
交
流
館
窓
口
へ
参
加
費

を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
受
付　

３
月
14
日
㈪
〜

24
日
㈭
午
後
５
時
ま
で

一
年
Ａ
優　

勝　
江
田
新
太（
国
）

　
　
　

準
優
勝　
蓮
見
泰
都（
国
）

　
　
　

第
３
位　
石
井
勇
輝（
国
）

　
　
　
　
　
　
　
黒
川
心
愛（
国
）

一
年
Ｂ
優　

勝　
近
藤
壮
秀（
国
）

　
　
　

準
優
勝　
黒
川
透
空（
国
）

　
　
　

第
三
位　
大
貫
真
央（
石
）

　
　
　
　
　
　
　
谷
田
貝
有
菜（
南
）

二
年　

準
優
勝　
江
田
遥
聖（
国
）

　
　
　

第
三
位　
大
久
保
未
咲（
国
）

三
年
Ａ
優　

勝　
岩
崎
吏
南（
国
）

　
　
　

準
優
勝　
大
貫
晃
聖（
石
）

　
　
　

第
三
位　
川
越
愛
留（
国
）

　
　
　
　
　
　
　

樺
山
舞
（
石
）

三
年
Ｂ
優　

勝　
吉
田
希
音（
石
）

　
　
　

準
優
勝　
池
田
優
弥（
国
）

　
　
　

第
三
位　
野
澤
来
生（
石
）

三
年
Ｃ
優　

勝　
吉
田
龍
信（
石
）

　
　
　

第
三
位　
大
久
保
直
哉（
国
）

四
年　

優　

勝　
狩
野
竜
也（
国
）

　
　
　

準
優
勝　
豊
田
和
磨（
南
）

五
年
Ａ
優　

勝　
野
澤
美
祐
希（
国
）

　
　
　

第
三
位　
岩
崎
羽
南（
国
）

五
年
Ｂ
優　

勝　

倉
持
蕾
（
南
） 

　
　
　

第
三
位　
大
久
保
友
樹（
国
）

　
　
　
　
　
　
　
池
田
慶
悟（
国
）

六
年　

優　

勝　

樺
山
輝
（
石
） 

　
　
　

準
優
勝　
川
越
鈴
華（
国
）

　
　
　

第
三
位　
藤
沼
竜
輝（
南
）

※（
国
）：
国
分
寺
柔
道
会

　
（
南
）：
南
河
内
柔
道
部

　
（
石
）：
石
橋
柔
道
会

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

■
問
い
合
わ
せ
先

　

石
橋
柔
道
会（
斎
藤
）

　

☎（
53
）８
５
７
７

　

南
河
内
柔
道
部（
古
谷
）

　

☎（
48
）１
１
２
９

　

国
分
寺
柔
道
会（
荒
井
）

　

☎（
44
）９
７
９
９

☆
部
員
募
集
中

第
10
回
下
野
市
長
杯
少

年
柔
道
大
会
を
開
催
し

ま
し
た

　

下
野
市
長
杯
少
年
柔
道
大
会

が
、
市
制
10
周
年
記
念
大
会
と

し
て
12
月
20
日
に
国
分
寺
武
道

館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市

内
外
の
道
場
で
普
段
稽
古
し

て
い
る
小
学
生
74
名
が
集
ま
り
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
大
会
結
果
】（
敬
称
略
）

◯
団
体
戦

優　

勝　

国
分
寺
柔
道
会
Ａ

準
優
勝　

栃
木
市
柔
道
教
室
Ａ

第
３
位　

国
分
寺
柔
道
会
Ｂ

第
４
位　

南
河
内
柔
道
部

◯
個
人
戦

幼
児
優　

勝　

川
越
優
真
（
国
）

　
　

準
優
勝　

倉
持
蓮
（
南
）

　
　

第
３
位　

谷
田
貝
倭
斗（
南
）

Let’s SPORTSLet’s SPORTS

下
野
市
教
育
委
員
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
52
）１
１
２
４

シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
塾
参

加
者
募
集

　

余
暇
を
使
っ
て
同
世
代
の
人

た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
交
流
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

毎
月
第
３
土
曜
日

　
（
４
月
〜
３
月
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午
（
但

し
、
一
部
例
外
あ
り
）

■
内
容
（
全
12
回
）

　

月
ご
と
に
軽
ス
ポ
ー
ツ
ハ
イ

キ
ン
グ
・
街
散
策
、
野
外
ゲ
ー

ム
や
料
理
な
ど
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

■
対
象　

お
お
む
ね
50
歳
以
上

■
費
用　

１
，０
０
０
円
（
保

険
料
含
む
）

※ 

料
理
材
料
費
・
交
通
費
等
は

別
途
徴
収
し
ま
す
。

■
定
員　

25
名

■
申
し
込
み

　

３
月
１
日
〜
31
日
午
前
９
時

〜
午
後
5
時
に
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。（
必
要
事
項
：

①
住
所
②
氏
名
③
生
年
月
日
④

性
別
⑤
電
話
番
号
）
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢
く
ら
ぶ
国
分
寺

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

内
ク
ラ
ブ
事
務
局
窓
口
で
申
込

書
に
記
入
の
う
え
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

　

担
当　

近
藤

☎（
44
）０
８
４
９

火
・
水
・
木
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で

★
下
野
市
委
託
事
業

福
島
県
二
本
松
霞
ケ
城

の
桜
観
賞
健
康
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
参
加
者
募
集

　

戊
辰
戦
争
の
悲
劇
の
地
と

な
っ
た
二
本
松
霞
ケ
城
、
現
在

で
は
城
内
に
約
５
千
本
の
桜
が

咲
き
乱
れ
る
日
本
百
名
城
の
一

つ
と
し
て
誇
っ
て
い
ま
す
。
高

村
光
太
郎
の
智
恵
子
抄
に
詠
わ

れ
、
頂
に
残
雪
を
蓄
え
た
安
達

太
良
山
、
ま
さ
に
桜
と
名
峰
を

同
時
に
体
感
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
お
友
達
を
誘
っ
て

参
加
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

■
日
時

　

４
月
17
日
㈰

　

午
前
７
時
国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
出
発
、
午

後
５
時
30
分
頃
帰
着

　

予
定
（
小
雨
決
行
）

※ 

桜
の
開
花
が
大
幅
に
変
わ
る

場
合
は
日
程
の
変
更
が
あ
り

ま
す
（
応
募
者
に
参
加
を
再

確
認
し
ま
す
）。

■
コ
ー
ス

　

国
分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

〜
二
本
松
市
霞
ケ
城
公
園
桜
散
策

（
昼
食
）
〜
岳
温
泉
入
浴
〜
国

分
寺
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

■
募
集
人
員

　

小
学
生（
保
護
者
付
き
）以
上
、

先
着
35
名
程
度
（
25
名
未
満
の

場
合
は
中
止
が
あ
り
ま
す
）

■
交
通

　

貸
切
観
光
バ
ス

■
参
加
費　

４
，５
０
０
円

※
温
泉
入
浴
料
は
自
己
負
担

■
装
備

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
、

履
き
な
れ
た
シ
ュ
ー
ズ
、
雨
具

■
持
ち
物

　

飲
み
物
、
保
険
証
の
コ
ピ
ー

※ 

昼
食
は
霞
ケ
城
公
園
付
近
で

自
由
に
取
り
ま
す
。

■
申
込
み

　

３
月
15
日
㈫
よ
り
定
員
ま
で

先
着
順
で
受
け
付
け
ま
す
。

■
活
動
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
種
目

　

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
▼
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
▼
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
▼
テ
ニ
ス
▼
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
▼
卓
球
▼
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
▼
ペ
タ
ン
ク
▼
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
▼
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
▼

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
▼

ス
ポ
ー
ツ
輪
投
げ
▼
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
▼
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
▼
太
極

拳
▼
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

　

興
味
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
等
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

下
野
市
内
で
活
動
し
て
い
る

３
つ
の
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
」
に
つ
い
て
ご
案
内

し
ま
す
。

　

運
動
が
好
き
な
方
は
も
ち
ろ

ん
、
運
動
を
始
め
る
き
っ
か
け

づ
く
り
と
し
て
も
最
適
な
ス

ポ
ー
ツ
団
体
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
地
域

に
交
流
の
場
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
っ
て
ど
ん
な
ク
ラ
ブ
な
の
？

■
地
域
に
根
ざ
し
た

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
と
は
、多
世
代
が
一
緒
に
な
っ

て
、さ
ま
ざ
ま
な
種
目
の
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
む
こ
と
を
テ
ー
マ
に

活
動
し
て
い
る
、
地
域
に
根
ざ

し
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
す
。

■
み
ん
な
が
主
役

　
「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・

だ
れ
と
で
も
・
い
つ
ま
で
も
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
そ
の
地
域
に

住
む
み
な
さ
ん
が
自
ら
主
役
と

な
り
、
自
主
運
営
し
て
い
く
み

ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
内
事
務
局

　

☎（
52
）１
１
８
２

　

担
当
：
黒
川（
月
・
水
・
金
）

　

グ
リ
ム
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
で
は
、「
い
つ
で
も
・
ど
こ

で
も
・
だ
れ
と
で
も
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
随
時
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
約

５
０
０
名
の
会
員
に
よ
り
各
種

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
活
動
や
イ
ベ

ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
キ
ッ
ズ
教
室
（
小
学

３
年
生
か
ら
６
年
生
）
等
の
事

業
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
め
る

グ
リ
ム
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

に
入
会
し
、
心
地
よ
い
汗
を
流

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
ク
ラ
ブ
年
会
費

　

２
，０
０
０
円

※ 

保
険
料
、
各
ク
ラ
ブ
会
費
等

の
経
費
が
別
途
か
か
り
ま
す
。

■
実
施
予
定
の
教
室

　

▼
キ
ッ
ズ
教
室

　

▼
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室

※
詳
細
な
内
容
は
現
在
企
画
中

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

会
員
募
集
の
ご
案
内

グ
リ
ム
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集
！

（
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・
石
橋
地
区
）
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■
対
象

　

平
成
28
年
度
に
新
規
に
会
員

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方

■
入
会
方
法

　

国
分
寺
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
に
あ
る

「
会
員
登
録
申

込
書
」
に
「
年

会
費
」
と
「
保

険
料
」
を
添
え

て
事
務
局
に
提

出
し
て
く
だ
さ

い
。■年会費・スポーツ保険

条件 年会費 スポーツ
安全保険料

中学生以下 1,000円 800円/年
高校生 1,000円 1,850円/年
成人 3,000円 1,850円/年

65歳以上のシニア 2,000円 1,000円/年
ファミリー

（同居の家族） 7,000円 上記による

10名以上の団体 個別相談

＜平成28年度実施予定のスポーツ教室＞

№ 事業項目 基本曜日 基本時間 会場 募集対象
参加費

定員
会員 会員外

1 国分寺キッズクラブ 土･日曜日 9：30～11：30 国分寺運動公園
B&G海洋センター他 小学2～6年生 11,000円/17回

(旅費自己負担) 48

2 Jr.ソフトテニス教室 毎週土曜日 13：00～15：00 国分寺テニスコート 小学3～6年生 1,000円/月 500円/回 40

3 同上(1～3月補習教室) 限定土曜日 15：10～17：00 国分寺テニスコート 小学6年生 3,000円/3ケ月 500円/回 12

4 一般ソフトテニス教室（STAC） 毎週土曜日 15：30～17：30 国分寺テニスコート 国分寺中学生
一般成人

学生：  500円/月
一般：1,000円/月 　 20

5 キッズサッカー教室 土曜日 8：30～10：00 南河内東体育館 3歳～幼児

1,500円/月
(照明自己負担)

1,000円/回
(照明自己負担)

25

6 小学サッカー火曜教室 火曜日 18：30～20：30

みのわ古城公園

小学2～6年生 25

7 小学サッカー土曜教室 土曜日 18：30～20：30 小学1～6年生 25

8 女子サッカー教室 月曜日 19：00～21：00 小学生以上 25

9 フットサル教室 木曜日 19：30～21：30 南河内東体育館 中学生以上 1,500円/月 1,000円/回 20

10未就園児親子体操教室 限定月曜日
(3シリーズ) 10：00～11：30 B&G海洋センター 2歳～未就園児 3,600円/8回

(保護者が会員) 4,000円/8回 20組

11就園児親子体操教室（キッズワールド）
月曜日
月3回 14：45～15：45 B&G海洋センター 3歳～就園児 1,800円/月

2人目1,000円/月 1,000円/回 20組

12 Jr.クライミング教室
限定土曜日
（春・秋）

9：00～12：15
国分寺運動公園
クライミングウォール棟

小学2～6年生
1,000円/5回

1,800円/5回 30

13一般クライミング教室 13：15～15：15 中学生以上 中学1,800円/5回
成人2,000円/5回 15

14エアロビ&ストレッチエクササイズ
月曜日
月2回 19：30～20：30 東方台地コミュニティセンター

友愛館 制約なし 1,000円/月 1,000円/回 25

15ヒップホップダンスC教室
土曜日
月2回

17：05～18：05
東方台地コミュニ
ティセンター
友愛館

小学2～中学生 1,000円/月 1,000円/回

20

16ヒップホップダンスB教室 18：20～19：20 20

17ヒップホップダンスA教室 19：35～20：35 20

18カヌー体験教室 限定金曜 18：45～20：45 B&G海洋センタープール 小学5年生以上 3,000円/4回 4,000円/6回 10

19ビギナー水泳教室 限定水曜 18：30～20：00 B&G海洋センタープール 小学生以上 1,000円/4回 1,500円/4回 20

20キンボールスポーツ教室 水曜日
月2回 18：30～20：30 国分寺小学校体育館 小学2～6年生 1,000円/月 1,000円/回 20

21Jr.女子ソフトボール教室 土・日・祝 9：30～12：00 柴南公園グラウンド 小学生 2,000円/月 20

22 Jr.バレーボール教室 毎週木曜日 19：00～21：00 国分寺小学校体育館 小学2～6年生 1,500円/月 1,000円/回 20

23四季健康ウォーキング 日曜日 7：00～18：00 県内外バス移動 小学生以上 200円/回
(経費自己負担)

700円/回
(経費自己負担) 25

24障がい者も一緒にやさしいスポーツ教室 限定日曜 9：30～11：30 B&G海洋センター 制約なし 無料 200円/1人・1回 -

25スポーツフェスティバル 5月日曜 10：00～13：00 国分寺運動公園 制約なし 無料 無料 -

※競技系教室には他のクラブ会員は参加できません。

夢
く
ら
ぶ
国
分
寺

会
員
募
集
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い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
い

つ
ま
で
も
、
よ
り
多
く
の
人
が

生
涯
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
め
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

し
て
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
元
気
ワ

イ
ワ
イ
南
河
内
」
の
平
成
28
年

度
会
員
募
集
を
開
始
し
ま
す
。

■
対
象

① 

平
成
28
年
度
に
新
規
会
員
登

録
を
希
望
さ
れ
る
方

② 

会
員
継
続
を
希
望
さ
れ
る
方

（
要
会
員
証
・
カ
ー
ド
ケ
ー
ス
）

■
申
し
込
み
方
法

① 

新
規
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方

は
南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー
で
、

「
会
員
登
録
申
込
書
」
に
「
年

会
費
」
を
添
え
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

② 

会
員
継
続
を
希
望
さ
れ
る
方

は
南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー
で

「
年
会
費
」
を
納
入
し
て
く

だ
さ
い
。「
会
員
証
」
に
年

会
費
の
納
入
印
を
押
し
ま
す
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
元
気
ワ
イ
ワ
イ
南

河
内
会
員
募
集

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

南
河
内
体
育
セ
ン
タ
ー
内
事
務
局

　

☎（
48
）５
４
０
１

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
（
平

日
の
み
）

■
一
部
を
除
き
、
年
会
費
の
み

で
様
々
な
教
室
に
参
加
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域

の
皆
様
に
育
て
て
い
た
だ
く
、

地
域
の
た
め
の
ク
ラ
ブ
で
す
。

ぜ
ひ
ご
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
み
、
健
康
を
維
持
し
ま
し
ょ

う
。

■年会費・傷害保険
会員種別 年会費

一般 10,000円
ジュニア（中学生以下） 7,000円
夫婦（ふたり） 16,000円
ファミリー（同居2人以上）一般・ジュニア会員区分から2,000円引きした
ものの合計額。ただし３名以上は２万円を上限とする。
※年会費に傷害保険料が含まれています。

■平成28年度実施予定の事業
№ スポーツ教室の種類 開催曜日 時間 会　　場 募　集　対　象

1 剣道
毎週火・金曜日 19：30～21：30 南河内第二中

柔剣道場 小学１年生～一般
第2・4日曜日 18：30～20：30

2 卓球（硬式とラージ） 毎週土曜日
（第5を除く） 13：00～15：00 南河内体育センター 小学３年生～一般

3 ミニバスケットボール 第2・4木曜日 19：00～21：00 薬師寺小体育館 小学3年生～中学3年生

4 バレーボール 毎週土曜日
（第5を除く） 10：30～12：30 南河内体育センター 小学2年生～中学3年生

5 バドミントン 第週月曜日
（第5を除く） 19：00～21：00 南河内体育センター 小学4年生～一般

6 ピラティス 第1・3水曜日 10：30～12：00 南河内武道館ほか 年齢制限なし
7 足腰元気アップ体操 第2・4木曜日 10：00～12：00 南河内体育センター 一般

8 シニアテニスサークル
第1・3日曜日 13：00～15：00

南河内テニスコート
原則として45歳以上の
初心者・初級者（水曜
は自主練習）毎週水曜日 9：30～11：30

9 エアロビクス 第1・3木曜日 13：30～15：00 南河内体育センター 一般
10 社交ダンス 第1・3火曜日 19：00～21：00 南河内公民館 一般
11 フラダンス 第2・4金曜日 13：30～15：00 南河内東公民館 一般
12 カローリング 第3水曜日 10：00～12：00 南河内体育センター 一般
13 スポーツ吹矢 第2・4土曜日 15：30～17：00 南河内武道館ほか 小学１年生～一般
14 おためし教室 随時企画。新企画をお試しで月1回程度
15 トレッキング＆登山 自然散策に良い時期に、花のきれいな山等（年3回） 小学4年生～一般

16 各種イベント・講習会等 ワイワイフェスティバルやスキーの集いなど各種イベントや講習会を開催
（随時開催・年齢制限なし）

※会員になると下表の１～ 13の教室に追加負担無しで参加できます。
注）14 ～ 16のハイキング等は別途参加費が必要です。
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下
野
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

（
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
）

　

登
録
無
料
で
か
ん
た
ん
！

　

メ
ー
ル
で
情
報
配
信
し
ま
す

　

下
野
市
で
は
、
あ
ら
か
じ
め

利
用
登
録
さ
れ
た
方
の
携
帯
電

話
や
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
に
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
市

か
ら
の
お
知
ら
せ
、
気
象
情
報

（
注
意
報
・
警
報
）、
竜
巻
注
意

情
報
、
地
震
情
報
な
ど
を
配
信

（
希
望
す
る
項
目
を
選
択
し
て

受
信
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
）

し
て
い
ま
す
。

　

受
信
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に

は
、
下
野
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
登
録
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

　

登
録
は
無
料
（
パ
ケ
ッ
ト
通

信
料
は
登
録
者
負
担
に
な
り
ま

す
）
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

ご
注
意
く
だ
さ
い

○ 

迷
惑
メ
ー
ル
防
止
設
定
が
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
ド
メ
イ

ン
（@
sg-m

.jp

）
を
受
信
可

能
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○ 

配
信
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、

下
野
市
に
お
い
て
配
信
の
必

要
が
あ
る
と
判
断
し
た
も
の

で
あ
り
、
全
て
の
情
報
を
配

信
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

■
登
録
方
法

① 
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込

む
か
、

https://service.sugum
ail.

com
/shim

otsuke/

へ
ア
ク
セ
ス

し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

www.city.shim
otsuke.lg.jp/

）
ま

た
は
市
携
帯
サ
イ
ト
（http://
w
w
w
.city.shim

otsuke.lg.jp/i_
index.htm

）
か
ら
も
ア
ク
セ
ス

で
き
ま
す
。

② 

画
面
の
案
内
に
し
た
が
っ
て

「
空
メ
ー
ル
」
を
送
信
す
る
と
、

利
用
案
内
が
折
り
返
し
送
信

さ
れ
ま
す
。

③ 

メ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
た
案
内

に
し
た
が
い
、
利
用
者
登
録

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
下
野
市
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー

　

ツ
イ
ッ
タ
ー
を
し
て
い
る
人

は
「
フ
ォ
ロ
ー
」
を
す
る
だ
け

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新
着

情
報
や
、
災
害
時
の
避
難
場
所

の
情
報
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

■
下
野
市
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

　

@
city_shim

otsuke

■
配
信
時
間

　

平
日
、
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で

※ 

災
害
発
生
時
及
び
イ
ベ
ン
ト

時
な
ど
に
は
右
記
の
限
り
で

は
な
く
、
随
時
配
信
し
ま
す
。

■
受
信
方
法

　

パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
以
下
の

Ｕ
Ｒ
Ｌ
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア

ド
レ
ス
）
に

ア
ク
セ
ス
し
、

「
フ
ォ
ロ
ー
」

を
ク
リ
ッ
ク

ま
た
は
選
択

し
ま
す
。

https://twitter.com/
city_shimotsuke

●
公
開
端
末
を
廃
止
し
ま
す

平
成
21
年
度
の
地
域
ン
ト
ラ

ネ
ッ
ト
の
構
築
に
合
わ
せ
、
高

速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
体
験
用

と
し
て
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
公

開
端
末
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

長
年
ご
活
用
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
機
器
の

老
朽
化
や
家
庭

で
の
高
速
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
の
普
及
を
踏

ま
え
、
平
成
28
年

４
月
末
を
も
っ

て
廃
止
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し

た
。

　

な
お
、
こ
れ

ま
で
公
開
端
末

が
設
置
し
て
あ
っ
た
場
所
に
は
、

無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
を

構
築
す
る
予
定
で
す
。

<

無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
設
置

予
定
場
所>

新
庁
舎
各
フ
ロ
ア
、
南
河
内
公

民
館
、
南
河
内
東
公
民
館
、
石

橋
公
民
館
、
国
分
寺
公
民
館
、

下
野
薬
師
寺
歴
史
館
、
ふ
れ
あ

い
館
、き
ら
ら
館
、ゆ
う
ゆ
う
館
、

オ
ア
シ
ス
ポ
ッ
ポ
館
（
小
金
井

駅
西
口
）、
生
涯
学
習
情
報
セ

ン
タ
ー
、
南
河
内
体
育
セ
ン

タ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
、
Ｂ

＆
Ｇ
国
分
寺
海
洋
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課　

☎（
40
）５
５
５
０

市の便利なサービスをご紹介

市
の
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
を
ご
紹
介

下
野
市
を
上
手
に
、便
利
に
、使
い
こ
な
そ
う
！
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Jichi Medical University Hospital　自治医科大学附属病院　連携協働コラム

「
言
語
聴
覚
士
と
は
何
か
？
」

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
、
自
治

医
科
大
学
附
属
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
に
所
属
し
て
い
る
言
語
聴
覚

士
で
す
。

言
語
聴
覚
士
は
疾
患
や
傷
害
、
発
達
に

よ
り
、
機
能
低
下
の
あ
る
方
々
に
対
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑
に
行

わ
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
嚥

下
（
飲
み
込
み
）
の
問
題
に
も
専
門
的
に

対
応
し
て
い
ま
す
。

「
当
院
で
の
言
語
聴
覚
療
法
」

当
院
で
は
、
現
在
４
名
の
言
語
聴
覚
士

が
勤
務
し
て
い
ま
す
。
対
象
と
し
て
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
が
い
、
聴
力
・

発
達
や
嚥
下
障
が
い
な
ど
で
す
。

ま
ず
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
が

い
や
摂
食
・
嚥
下
障
が
い
の
有
無
判
定
、

問
題
点
の
抽
出
や
予
後
予
測
判
定
を
行
い
、

訓
練
を
開
始
し
て
い
き
ま
す
。
例
え
ば
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
が
い
の
あ
る
方

に
対
し
て
は
、
こ
と
ば
を
引
き
出
す
訓
練

（
絵
カ
ー
ド
や
プ
リ
ン
ト
の
問
題
、
発
音

練
習
な
ど
）
、
ま
た
嚥
下
訓
練
で
は
口
腔

ケ
ア
、
嚥
下
体
操
、
食
形
態
の
選
定
な
ど

を
行
い
ま
す
。

更
に
早
期
よ
り
、
ご
家
族
や
チ
ー
ム
医

療
と
呼
ば
れ
る
様
々
な
職
種
と
連
携
を
図

り
、
退
院
に
向
け
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

「
作
業
」
っ
て
な
に
？
作
業
療
法
士
っ

て
な
に
を
す
る
の
？

作
業
療
法
で
は
、
人
の
日
常
生
活
に
関

わ
る
全
て
の
諸
活
動
を
「
作
業
」
と
呼
び
、

「
セ
ル
フ
ケ
ア
（
着
替
え
、ト
イ
レ
な
ど
）」、

「
家
事
」、「
仕
事
」、「
余
暇
」、「
地
域
活

動
」
の
５
つ
に
分
類
し
て
い
ま
す
。
作
業

療
法
士
は
こ
れ
ら
の
作
業
が
行
え
る
よ
う

に
、
医
師
の
指
示
の
も
と
医
療
、
福
祉
・

介
護
、
保
健
・
教
育
・
職
業
領
域
で
支
援

を
行
っ
て
い
く
職
種
で
す
。
作
業
療
法
の

対
象
は
病
気
や
怪
我
、
も
し
く
は
生
ま
れ

な
が
ら
に
障
害
が
あ
る
人
な
ど
、
年
齢
に

関
係
な
く
、
日
常
生
活
に
支
援
が
必
要
な

全
て
の
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
人
な

り
の
そ
の
人
ら
し
い
生
活
の
獲
得
を
目
標

に
支
援
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め

に
３
つ
の
能
力
を
維
持
・
改
善
す
る
こ
と

を
行
っ
て
い
ま
す
。
３
つ
の
能
力
と
は
基

本
能
力（
運
動
や
感
覚
等
）、応
用
能
力（
食

事
や
ト
イ
レ
等
）、社
会
適
応
能
力（
就
労
・

就
学
等
）
の
こ
と
を
指
し
、
そ
の
人
そ
の

人
の
能
力
や
状
態
に
合
わ
せ
て
作
業
療
法

士
が
支
援
内
容
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

当
院
で
の
作
業
療
法

現
在
、
当
院
に
は
８
名
の
作
業
療
法
士

が
お
り
、
脳
血
管
疾
患
、
整
形
外
科
疾
患
、

呼
吸･

循
環
器
疾
患
な
ど
非
常
に
幅
広
く

対
応
し
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
の
言
語
聴
覚
療
法
」

言
語
聴
覚
士
は
医
療
・
福
祉
・
教
育
な

ど
年
々
活
躍
す
る
機
会
が
増
え
て
き
て
お

り
、
今
後
も
さ
ら
に
見
込
ま
れ
る
と
思
い

ま
す
。

こ
と
ば
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
、
他
者
に
は
見
え
に
く
い
障
が
い
の
１

つ
で
す
。
分
か
っ
て
い
て
も
発
信
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
、
恐
怖
や
失
敗
体
験
に
よ

り
、
自
信
の
損
失
へ
と
繋
が
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
場
面
の
回
避
や
接
触
を
避

け
る
機
会
も
み
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

私
た
ち
は
患
者
様
の
心
理
面
に
も
配
慮
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

か
つ
て
患
者
様
か
ら
、
「
話
し
た
り
、

食
べ
た
り
で
き
な
い
こ
と
が
こ
ん
な
に
辛

い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
で
き
な
い
な
ら

生
き
て
い
く
意
味
が
な
い
。
」
と
お
話

を
伺
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

は
、
ま
た
患

者
様
が
「
自

分
ら
し
さ
」

を
築
き
あ
げ

て
い
く
た
め

に
、
こ
れ
か

ら
も
支
援
し

続
け
て
い
き

た
い
で
す
。

急
性
期
の
作
業
療
法
で
は
、
急
性
期
治

療
中
で
あ
る
た
め
リ
ス
ク
管
理
を
行
い
な

が
ら
、
前
述
し
た
基
本
能
力
や
応
用
能
力

へ
の
支
援
の
比
重
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
脳
卒
中
に
お
い
て
は
動
き
に
く
く

な
っ
た
腕
や
手
の
機
能
改
善
の
た
め
に
徒

手
療
法
や
お
手
玉
、
輪
入
れ
、
お
は
じ
き

等
の
道
具
を
用
い
た
治
療
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
麻
痺
の
な
い
方
で
も
日
常
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
動
作
練
習
や
環
境
調
整
を

行
い
ま
す
。
そ
の
人
の
生
活
上
で
の
目
標

に
対
し
て
、
必
要
な
動
き
を
評
価
し
、
使

用
す
る
道
具
や
運
動
の
方
向
を
決
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
日
常
生
活
で
段
階
的
に
動

き
に
く
く
な
っ
た
腕
や
手
を
使
用
で
き
る

よ
う
に
動
作
方
法
の
指
導
や
環
境
調
整
も

行
い
ま
す
。
獲
得
で
き
た
目
標
動
作
を
病

棟
や
自
宅
に
戻
っ
て
か
ら
も
継
続
で
き
る

よ
う
に
、
看
護
師
や
ご
家
族
と
の
協
働
が

重
要
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
急
性

期
病
院
か
ら

転
院
先
、
在

宅
で
の
生
活

を
見
据
え
た

支
援
が
重
要

だ
と
実
感
し

て
い
ま
す
。

自
分
ら
し
さ
を
築
く

そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
支
援
す
る

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

言
語
聴
覚
士　

五い
か
ば
た

十
畑 

舞ま
い

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

作
業
療
法
士　

村む
ら
か
み上 

知と
も
ゆ
き征
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まろに☆えーるは栃木県を応援するアイドルユニットです

今
月
誕
生
日
！
…
誕
生
月
の
広
報
の
こ
の
ペ
ー
ジ
に
お
子
さ
ん
（
小
学
生
ま
で
）の
写
真
を
載
せ
ま
せ
ん
か
。
メ
ー
ル
ま
た
は
窓
口（
総
合
政
策
課
☎
（40）
５
５
５
０
）で
掲
載
月
の
前
々
月
末
日（
例
12
月
号
希
望
の
場
合
は
10
月
31
日
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
申
し
込
み
の
場
合
は
、①
申
込
者（
保
護
者
）の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
②
誕
生
月
③
写
真
の
児
童
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム（
記
載
が
な
い
場
合
は
無
記
名
で
掲
載
し
ま
す
）及
び
写
真
デ
ー
タ（
２
メ
ガ
バ
イ
ト
以
内
）をinfo@

city.shim
otsuke.lg.jp

ま
で
送
信
く
だ
さ
い
。

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
提
出
い
た
だ
い
た
写
真
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。
掲
載
可
否
の
お
問
い
合
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
版
権
は
市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
広
報
し
も
つ
け
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
ま
す
。

一目でわかる
見逃せないイベントカレンダー
カッコの数字は広報掲載された月とページです。
詳しくは記事をご覧ください。

と
く
に
お
す
す
め
！

うすずみ桜コンサート…P50

石高吹奏楽部演奏会…P50

こども医療費の拡大…P52

温水プール再オープン…P55

防災無線のメロディが変わります…P56

月 火 水 木 金 土 日
3/1 2 3 4 5 6
パソコンスキ
ルアップ講座
（1.36）
第10回定期歴
史講座（2.15）

ヘルシーライ
フスタイル講
座（2.24）

レディース＆
シニアゴルフ
大会（2.33）

市民活動補助事業報告会
（2.7）
ひと・まちづくり講演会
（2.27）

史跡まつり（2.14）

7 8 9 10 11 12 13
パソコン基
本操作相談
（1.36）

パソコンスキ
ルアップ講座
（2.27）

育児相談
（3.29）
がん患者と家
族のサロン
（3.57）

福祉講演会（2.39）
あんぎん編み体験講座
（3.54）

オープンキンボールス
ポーツ大会（1.32）
第10回定期歴史講座
（2.15）

14 15 16 17 18 19 20
パソコンスキ
ルアップ講座
（1.36）
こころの健康
相談（2.23）
ほっと♥介護
教室（2.44）

大卒等合同
企業説明会
（3.60）

スマートチャ
レンジ教室
（3.30）

しもつけ環境フェア
（3.38）

第37回天平の花まつり
（～5/6まで）（3.28）
天平の花まつり記念植樹
（3.50）

21 22 23 24 25 26 27
子育て巡回相
談（3.29）

ヘルシース
タート教室
（3.30）

認知症介護者
交流会
（3.35）

10周年記念イベント
（3.2）
新庁舎内覧会（3.2）

28 29 30 31 4/1 2 3
ごみ収集等の
変更（2.28）

シングルテニス大会
（3.43）

4 5 6 7 8 9 10
パソコン基本
操作相談会
（3.14）

能力アップ教
室（3.57）

11 12 13 14 15 16 17
フレッシュ
ママ・パパ
（3.30）

市民活動補助選考会
（3.18）
子育て巡回相談（3.29）誕生日のみんな！

おめでとう

るりたん

ののかたん

まなみたん
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う
す
ず
み
桜
コ
ン
サ
ー

ト
の
お
知
ら
せ

3/27

　

う
す
ず
み
桜
の
開
花
に
あ
わ
せ

て
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
い
た
し
ま

す
。

■
日
時　

３
月
27
日
㈰

　

午
前
11
時
30
分
〜

■
会
場　

天
平
の
丘
公
園　

特
設

ス
テ
ー
ジ
（
淡
墨
桜
付
近
）

■
出
演　

筝
・
樹
陽
会
、
下
野
音

女
、
と
ち
お
と
め

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
観
光
協
会

　

☎（
39
）６
９
０
０

市
制
10
周
年
記
念
植
樹
の

お
知
ら
せ

3/20
　

下
野
市
市
制
10
周
年
記
念
植
樹

を
第
37
回
天
平
の
花
ま
つ
り
の
開

催
に
あ
わ
せ
て
実
施
し
ま
す
。

■
日
時　

3
月
20
日
㈰

　

午
前
10
時
〜

■
会
場　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘

資
料
館
前
庭

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
観
光
協
会

　

☎（
39
）６
９
０
０

栃
木
県
立
石
橋
高
等
学
校

吹
奏
楽
部
第
11
回
定
期
演
奏
会

3/26

Ｆ
ａ
ｓ
ｃ
ｉ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
・
・
・
？

〜
熱
情
と
幽
玄
の
世
界
へ
〜

■
期
日　

３
月
26
日
㈯

　

開
場　

午
後
１
時
30
分

　

開
演　

午
後
２
時

■
場
所　

小
山
市
立
文
化
セ
ン
タ

ー
大
ホ
ー
ル

■
曲
目　

歌
劇
「
雪
娘
」
よ
り　

軽
業
師
の
踊
り

　

石
高
オ
リ
ジ
ナ
ル
ヒ
ッ
ト
メ
ド

レ
ー
２
０
１
５　

他

■
吹
奏
楽
部
の
紹
介

　

栃
木
県
立
石
橋
高
等
学
校
吹
奏

楽
部
は
、
１
年
生
22
名
、
２
年
生

25
名
、
計
47
名
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
第
57
回
栃
木
県
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
金
賞
や
、
東
関
東
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
出
場
（
金
管

八
重
奏
）
な
ど
の
実
績
が
あ
り
ま

す
。

　

近
年
は
地
域
の
行
事
に
も
積
極

的
に
参
加
し
、
今
年
度
は
J
R
宇

都
宮
線
開
業
１
３
０
周
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
に
お
い
て
演
奏
の
機
会
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
グ
リ
ム
の
館

の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
も
恒

例
と
な
り
４
回
目
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

演
奏
を
目
指
し
て
部
員
一
同
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
！

　

定
期
演
奏
会
は
毎
年
１
回
、
３

月
に
小
山
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
10
回
目
の
節
目
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
新
た
な
気
持
ち
で
11
回

目
の
演
奏
会
に
臨
も
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
石
橋
高
等
学
校
（
関
澤
）

　

☎（
53
）２
５
１
７

し
も
つ
け
お
笑
い

　

グ
ラ
ン
プ
リV

ol.2

3/13
　

昨
年
好
評
だ
っ
た
「
し
も
つ
け

お
笑
い
グ
ラ
ン
プ
リ
」
を
今
年
も

開
催
し
ま
す
！

　

大
爆
笑
必
至
！　

全
国
若
手
芸

人
が
30
組
（
予
定
）
集
合
し
、
グ

ラ
ン
プ
リ
を
競
い
ま
す
。

　

審
査
委
員
に
は
電
撃
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
ギ
ュ
ウ
ゾ
ウ
氏
！

　

そ
し
て
、
当
日
は
下
野
ブ
ラ
ン

ド
も
大
集
合
！

　

美
味
し
い
品
が
盛
り
だ
く
さ
ん

あ
り
ま
す
の
で
、
笑
っ
て
食
べ
て
、

大
満
足
の
一
日
を
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

■
日
時　

３
月
13
日
㈰

　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

　
（
雨
天
決
行
）

■
場
所

　

石
橋
商
工
会
ア
イ
リ
ス
ホ
ー
ル

　

石
橋
７
９
０

－

１
７

■
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

し
も
つ
け
お
笑
い
グ
ラ
ン
プ
リ

実
行
委
員
会
（
石
橋
商
工
会
内
）

　

☎（
53
）０
４
６
３

グ
リ
ム
の
森
で
ネ
イ
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム
を
し
よ
う﹇
春
﹈

3/27
　

寒
い
冬
が
終
わ
り
、
春
の
兆
し

が
見
え
始
め
る
季
節
で
す
。

　

一
緒
に
森
で
ゲ
ー
ム
を
し
な
が

ら
、
自
然
の
仕
組
み
や
不
思
議
を

知
ろ
う
。

■
日
時　

３
月
27
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所　

グ
リ
ム
の
森
（
天
候
等

の
状
況
に
よ
っ
て
は
屋
内
で
お
こ

な
い
ま
す
）

■
定
員　

20
名
程
度

■
対
象　

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

■
参
加
料　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

グ
リ
ム
の
森
「
グ
リ
ム
の
館
」

　

☎（
52
）１
１
８
０

1

2
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時
事
講
演
会
開
催
の

お
知
ら
せ

3/24
　

下
野
市
商
工
会
で
は
、
時
事
通

信
社
特
別
解
説
委
員
の
田
﨑
史
郎

氏
を
講
師
に
招
き
「
今
後
の
政
治

と
経
済
の
動
向　

〜
報
道
か
ら
見

た
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
姿
〜
」
と

題
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

政
治
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
活

躍
中
の
田
崎
氏
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
講
師　

田
崎　

史
郎　

氏

■
日
時　

３
月
24
日
㈭

　
　
　

午
後
２
時
〜
3
時
30
分

■
場
所　

下
野
市
商
工
会
館

　
　
　
　

柴
8
9
7

－

10

■
聴
講
料　

無
料

■
定
員　

1
0
0
名

　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り　

■
申
込　

電
話

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
商
工
会　

本
所

　

☎（
44
）０
２
０
２

　

同　

南
河
内
支
所

　

☎（
48
）０
０
５
９

お
知
ら
せ

技
能
検
定
合
格
者
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た

　

１
月
19
日
に
国
分
寺
公
民
館
で

職
業
能
力
開
発
促
進
法
に
基
づ
く

技
能
検
定
で
特
級
・
１
級
に
合
格

さ
れ
た
方
々
の
表
彰
式
を
行
い
ま

し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
上
野
雄

司
氏
が
表
彰
式
の
お
礼
と
と
も
に

今
後
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

特
級　

金
属
熱
処
理

　

上
野
雄
司
（
烏
ケ
森
）

特
級　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形

　

金
子
幸
雄
（
小
金
井
）

１
級　

機
械
保
全

　

関
根
克
彦
（
下
古
山
）

　

鈴
木
友
広
（
上
大
領
）

　

山
口
勝
浩
（
上
古
山
）

　

海
老
原
剛
（
薬
師
寺
）

　

近
藤
雅
昭
（
国
分
寺
）

　

石
川
智
一
（
下
古
山
）

１
級　

油
圧
装
置
調
整

　

石
田
憲
一
（
花
の
木
）

１
級　

冷
凍
空
気
調
和
機
器
施
工

　

石
沢
泰
久
（
上
台
）

１
級　

鉄
筋
施
工

　

佐
藤
正
人
（
三
王
山
）

１
級　

鋳
造

　

関
戸
保
明
（
下
古
山
）

　

酒
匂
幸
信
（
大
光
寺
）

　

安
田
裕
輔
（
上
大
領
）

　

大
越
直
也
（
小
金
井
）

１
級　

金
属
熱
処
理

　

並
木
利
正
（
祇
園
）

　

谷
俊
明
（
緑
）

　

五
月
女
義
勝
（
柴
）

１
級　

機
械
加
工

　

髙
山
真
二
（
上
古
山
）

　

寺
内
正
憲
（
川
中
子
）

　

海
老
原
克
典
（
仁
良
川
）

　

柳
澤
卓
（
下
長
田
）

１
級　

電
気
機
器
組
立
て

　

石
川
智
一
（
下
古
山
）

１
級　

建
設
機
械
整
備　

　

高
倉
輝
久
（
祇
園
）

　

大
橋
幸
洋
（
柴
）

　

倉
井
宏
之
（
緑
）

　

小
林
翼
（
小
金
井
）

　

菅
原
有
寿
（
仁
良
川
）

１
級　

と
び

　

本
間
正
則
（
花
の
木
）

１
級　

塗
装

　

須
永
和
也
（
薬
師
寺
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課

　

☎（
48
）２
１
１
２

公
民
館・ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

使
用
料
を
改
正
し
ま
す

　

４
月
１
日
㈮
か
ら
類
似
施
設
使

用
料
と
の
関
係
や
財
政
状
況
の
変

化
、
消
費
税
の
増
税
な
ど
の
社
会

情
勢
の
変
化
に
よ
り
次
の
施
設
の

使
用
料
を
改
正
し
ま
す
。

　

金
額
や
詳
細
に
つ
い
て
は
、
窓

口
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
公
民
館

　

南
河
内
公
民
館
、
南
河
内
東
公

民
館
、
石
橋
公
民
館
、
国
分
寺
公

民
館

■
ス
ポ
ー
ツ
施
設

　

学
校
施
設
、
プ
ー
ル
、
体
育
館
、

武
道
館
、
野
球
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
、
サ
ッ
カ
ー
場
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
52
）１
１
２
４

　

南
河
内
公
民
館

　

☎（
48
）２
３
９
３

　

南
河
内
東
公
民
館

　

☎（
48
）５
５
１
１

　

石
橋
公
民
館

　

☎（
52
）１
１
５
７

　

国
分
寺
公
民
館

　

☎（
40
）５
５
６
３

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
し
も
つ
け
１
月
号
３
ペ

ー
ジ
の
「
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
」

に
お
き
ま
し
て
、
下
野
市
議
会

議
長
の
お
名
前
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
こ
と
を
、
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
訂
正
が
遅
く
な
り
ま

し
た
こ
と
に
、
重
ね
て
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

正　

松
本
賢
一

　

誤　

松
本
健
一
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こ
ど
も
医
療
費
助
成
の
県
内
柔

道
整
復
師
の
施
術
に
つ
い
て
、

受
領
委
任
払
い
の
対
象
年
齢
を

中
学
３
年
生
ま
で
拡
大
し
ま
す

　

下
野
市
で
は
、
お
子
様
の
健
康

増
進
と
保
護
者
の
方
の
利
便
性
を

図
る
た
め
、
平
成
28
年
４
月
施
術

分
よ
り
、
県
内
柔
道
整
復
師
（
整

骨
院
・
接
骨
院
等
）
に
つ
い
て
の

受
領
委
任
払
い
の
対
象
を
中
学
３

年
生
卒
業
（
15
歳
に
達
す
る
日
以

後
の
最
初
の
３
月
31
日
）
ま
で
拡

大
し
ま
す
。

※
受
領
委
任
払
い
と
は

　

柔
道
整
復
師
が
受
給
資
格
者
か

ら
医
療
費
の
受
領
に
係
る
委
任
を

受
け
る
こ
と
で
現
物
給
付
と
な
る

方
式
で
す
。

※ 

「
こ
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
者

証
」
は
現
在
お
持
ち
の
も
の
を

継
続
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
に
就
学
予

定
の
お
子
様
へ
は
、
３
月
下
旬
に
、

新
し
い
受
給
資
格
者
証
（
ベ
ー
ジ

ュ
色
）
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
助
成
の
流
れ

○
受
領
委
任
払
い

　

県
内
の
柔
道
整
復
師
の
施
術
を

受
け
る
際
、「
こ
ど
も
医
療
費
受

給
資
格
者
証
」
及
び
「
お
子
様
の

健
康
保
険
証
」
を
提
示
し
て
い
た

だ
き
、
必
要
書
類
に
署
名
す
る
こ

と
で
、
保
険
診
療
分
の
負
担
金
に

つ
い
て
お
支
払
い
が
な
く
な
り
ま

す
。

○
償
還
払
い

　

県
外
の
柔
道
整
復
師
の
施
術
を

受
け
た
と
き
な
ど
、
窓
口
で
保
険

診
療
分
の
負
担
金
を
お
支
払
い
い

た
だ
い
た
場
合
は
、
施
術
を
受
け

た
月
の
翌
月
か
ら
１
年
以
内
に
市

に「
こ
ど
も
医
療
費
助
成
申
請
書
」

を
提
出
す
る
こ
と
で
償
還
払
い
と

な
り
ま
す
。

■
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点

① 

「
こ
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
者

証
」
及
び
「
お
子
様
の
健
康

保
険
証
」
を
提
示
し
な
い
場

合
、
受
領
委
任
払
い
の
扱
い
と

は
な
り
ま
せ
ん
。
保
険
診
療
分

の
負
担
金
を
支
払
っ
た
場
合
は
、

申
請
期
間
内
に
償
還
払
い
の

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

② 

制
度
の
拡
大
で
受
領
委
任
払
い

の
対
象
と
な
る
方
の
平
成
28

年
３
月
以
前
の
施
術
分
に
つ

い
て
は
、
従
来
ど
お
り
申
請
期

間
内
に
償
還
払
い
の
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

③ 
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ

振
興
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る

災
害
共
済
制
度
に
該
当
す
る

け
が
や
疾
病
に
つ
い
て
は
、
共

済
制
度
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

■
制
度
の
変
更
点

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
２

下野市役所は平成28年５月６日㈮から新庁舎で業務を開始します。新庁舎開庁に伴い、市民課出先機関（石
橋庁舎・南河内庁舎）での取扱業務が変更になります。

取扱業務

区　分 業　務　名

証明 戸籍全部・個人事項証明（謄本・抄本）、戸籍の附票、住民票、印鑑登録証明書

納税 市税の収納（納付書のないもの及び納期限を過ぎたものを除く）

上記以外の証明書等発行、各種手続きをご希望の場合は本庁舎にてお手続きください。

出先機関の業務変更

下野市石橋窓口
栃木県下野市石橋416番地
（石橋公民館内）
☎0285-32-8700

下野市南河内窓口
栃木県下野市田中681番地1
（南河内図書館２階）
☎0285-48-2111

柔道整復師の施術に係る医療費助成の取扱

対象区分 受給資格者証
の色

３月までの施術分 ４月からの施術分

県内 県外 県内 県外

未就学児 ピンク 受領委任払い

償還払い 受領委任払い 償還払い小学生
中学生 ベージュ 償還払い

3
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国
民
健
康
保
険
人
間
ド
ッ

ク
助
成
額
変
更
に
伴
う
特

例
措
置
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
か
ら
の
国
民
健
康

保
険
の
人
間
ド
ッ
ク
助
成
額
変
更

（
検
診
費
用
の
７
割
↓
一
律
２
５
，

０
０
０
円
）
に
お
い
て
、
次
に
該

当
す
る
方
（
周
知
期
間
が
短
い
た

め
不
利
益
を
被
っ
た
方
）
に
対
し

て
、
平
成
28
年
度
に
限
り
、
人
間

ド
ッ
ク
助
成
額
を
検
診
費
用
の
７

割
と
す
る
特
例
措
置
を
講
じ
ま
す
。

■
対
象
者

　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方

・ 

平
成
27
年
度
に
10
月
ま
で
に
特

定
健
診
を
受
診
し
て
い
た
方

・ 

国
民
健
康
保
険
税
の
納
期
到
来

分
の
滞
納
の
な
い
方

■
特
例
措
置
申
請
方
法

　
「
平
成
28
年
度
下
野
市
国
民
健

康
保
険
人
間
ド
ッ
ク
助
成
特
例
申

請
書
」
と
「
請
求
書
」
を
「
人
間

ド
ッ
ク
検
診
等
助
成
金
交
付
申
請

書
」
と
共
に
市
民
課
窓
口
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
各
申
請
書
は

市
民
課
窓
口
、
ま
た
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。）

■
申
請
期
間

　

４
月
１
日

　

〜
平
成
29
年
１
月
31
日

■
検
診
期
間

　

４
月
１
日
〜
平
成
29
年
３
月
31

日■
支
払
時
期

・
委
託
検
診
機
関
の
場
合

　

医
療
機
関
で
検
診
費
用
を
支
払

う
時
に
、
２
５
，０
０
０
円
を
差

し
引
い
た
額
を
お
支
払
い
た
だ
き
、

後
日
、
検
診
機
関
か
ら
市
へ
の
通

知
を
確
認
し
て
か
ら
不
足
分
を
口

座
に
お
振
込
み
し
ま
す
。（
１
〜

２
か
月
後
）

・
そ
の
他
の
検
診
機
関
の
場
合

　

医
療
機
関
で
検
診
費
用
を
全
額

お
支
払
い
た
だ
き
、
後
日
、
検
診

結
果
と
領
収
書
を
市
民
課
へ
お
持

ち
い
た
だ
き
、
そ
の
翌
月
の
末
日

に
検
診
費
用
の
７
割
（
１
０
０
円

未
満
切
捨
て
）
を
口
座
に
お
振
込

み
し
ま
す
。

※ 

オ
プ
シ
ョ
ン
は
助
成
の
対
象
外

と
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

※ 

委
託
検
診
機
関
に
つ
い
て
は
、

４
月
号
の
広
報
紙
ま
た
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課

　

☎（
40
）５
５
５
６

国
民
健
康
保
険
の
方
へ
の

お
願
い

　

交
通
事
故
に
あ
っ
た
時
は
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い

　

交
通
事
故
や
傷
害
事
件
な
ど
、

第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
ケ
ガ
や

病
気
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
国
民

健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
を
使
っ

て
治
療
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま

す
が
、そ
の
場
合
は
、市
へ
の
「
第

三
者
の
行
為
に
よ
る
被
害
届
」
等

の
届
出
が
必
要
で
す
。
治
療
費
は

本
来
、
加
害
者
が
負
担
す
べ
き
も

の
で
す
の
で
、
一
時
的
に
国
保
が

立
て
替
え
、
後
日
、
栃
木
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
を
介
し
て

加
害
者
に
請
求
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
国
保

で
治
療
を
受
け
た
場
合
は
、
速
や

か
に
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
す
ぐ
に
届
出
が
で
き
な
い
時

は
、
取
り
急
ぎ
お
電
話
等
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。（
届
出
書
は
、

市
民
課
国
分
寺
窓
口
、
又
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。）

※ 

相
手
が
い
な
い
事
故
（
自
損
事

故
）
の
場
合
で
も
、
届
出
は
必

要
で
す
。

※ 

市
で
は
、
レ
セ
プ
ト
点
検
の
際
、

交
通
事
故
な
ど
と
思
わ
れ
る

ケ
ガ
の
場
合
、
そ
の
原
因
を
お

尋
ね
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。　

※ 

法
令
違
反
に
よ
る
事
故
（
飲
酒
、

無
免
許
、ス
ピ
ー
ド
違
反
）な
ど
、

犯
罪
行
為
に
よ
る
ケ
ガ
や
病

気
の
場
合
は
、
い
か
な
る
理
由

が
あ
っ
て
も
保
険
診
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課

　

☎（
40
）５
５
５
６

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を
交
付

し
ま
す

　

通
院
等
で
通
常
の
交
通
機
関
を

利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
障
が
い

者
等
の
外
出
支
援
の
た
め
、
タ
ク

シ
ー
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

※ 

平
成
28
年
度
よ
り
交
付
枚
数
を

３
枚
／
月
か
ら
４
枚
／
月
へ

変
更
し
ま
し
た
。

■
利
用
期
間

　

４
月
１
日

　
　

〜
平
成
29
年
３
月
31
日

※ 

１
年
間
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー

利
用
券
を
年
１
回
交
付
し
ま

す
。

■
対
象
者

① 
１
・
２
級
の
身
体
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
の
方

② 

１
・
２
級
の
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方

③
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方

■
事
業
内
容

　

タ
ク
シ
ー
乗
車
１
回
に
つ
き
、

利
用
券
１
枚（
基
本
料
金
相
当
額
）

の
助
成

■
交
付
枚
数

　

４
枚
／
月
（
申
請
日
が
属
す
る

月
か
ら
平
成
29
年
３
月
分
ま
で
）

※ 

１
年
間
分
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

紛
失
等
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

再
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
交
付
場
所

　

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所

　
（
ゆ
う
ゆ
う
館
内
）

■
受
付
期
間
・
時
間

　

３
月
25
日
か
ら

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分

　

〜
午
後
５
時

■
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

　

ご
本
人
の
印
鑑
、
障
害
者
手
帳

等
（
代
理
申
請
の
場
合
、
代
理
人

の
印
鑑
が
必
要
で
す
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

☎（
43
）１
２
３
６

　

社
会
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
２
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手
話
通
訳
等
養
成
講
習
会

の
お
知
ら
せ

　

下
野
市
・
小
山
市
・
野
木
町
合

同
に
よ
る
手
話
通
訳
等
養
成
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。
受
講
を
希
望

す
る
方
は
、
３
月
15
日
㈫
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
入
門
基
礎
講
座
（
全
31
回
）】

■
日
時

　

５
月
７
日
〜
平
成
29
年
２
月
４

日
の
土
曜
日
、
午
前
９
時
15
分
〜

午
後
０
時
15
分

■
会
場

　

小
山
市
し
ら
さ
ぎ
館　

ほ
か

■
対
象
と
定
員

　

初
め
て
手
話
を
学
び
、
手
話
を

段
階
的
に
学
び
た
い
方
、
も
し
く

は
「（
旧
）
入
門
」
課
程
修
了
者

20
名（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
受
講
料
（
テ
キ
ス
ト
代
）

　

６
，０
０
０
円

【
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
（
全
24

回
）】

■
日
時

　

５
月
７
日
〜
12
月
３
日
の
土
曜

日
、
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■
会
場

　

小
山
市
し
ら
さ
ぎ
館　

ほ
か

■
対
象
と
定
員

　
「（
新
）入
門
基
礎
」講
座
修
了
者
、

「（
旧
）基
礎
」
講
座
修
了
者
、
も

し
く
は
相
応
の
経
験
者
10
名
（
事

前
面
接
あ
り
）

■
受
講
料

　

実
費

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
２

自
動
交
付
機（
国
分
寺
庁

舎
内
）廃
止
の
お
知
ら
せ

　

土
・
日
・
祝
日
で
も
各
証
明
書

を
取
得
で
き
る
「
自
動
交
付
機
」

を
国
分
寺
庁
舎
に
設
置
し
て
お
り

ま
す
が
、
４
月
28
日
㈮
で
廃
止
と

な
り
ま
す
。

　

今
ま
で
、
南
河
内
町
民
カ
ー
ド

及
び
下
野
市
民
カ
ー
ド
（
印
鑑
登

録
証
）
に
て
各
種
証
明
書
（
住
民

票
・
印
鑑
証
明
・
所
得
証
明
書
）

を
交
付
機
で
取
得
で
き
ま
し
た
が
、

撤
去
後
は
取
得
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。  

　

自
動
交
付
機
廃
止
後
も
窓
口
以

外
で
証
明
書
の
取
得
を
希
望
さ
れ

る
方
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

作
成
及
び
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
利
用

登
録
・
カ
ー
ド
移
行
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

今
後
は
、
便
利
な
コ
ン
ビ
ニ
受

付
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

☎（
40
）５
５
５
７

あ
ん
ぎ
ん
編
み
体
験
講
座

開
催

　

縄
文
時
代
の
技
法
で
あ
る
「
編

布
（
あ
ん
ぎ
ん
）」
編
み
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

麻
ひ
も
と
木
綿
糸
を
使
っ
た
簡
単

な
体
験
で
す
。

■
内
容

①
開
催　

３
月
12
日
㈯

②
体
験　

コ
ー
ス
タ
ー
作
り

③
時
間

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

■
受
講
料

　

３
０
０
円

■
受
付
開
始

　

３
月
１
日
㈫

■
募
集
人
数

　

15
名
（
定
員
制
）

【
対
象
】
小
学
１
年
生
以
上

■
応
募
方
法

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

　

窓
口
ま
た
は
電
話
（
先
着
順
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
で
の
受
付

は
し
て
い
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

　

☎（
44
）５
０
４
９

体
験
コ
ー
ナ
ー
開
催
中

　

簡
単
に
楽
し
く
体
験
で
き
る
コ

ー
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

■
内
容

①
平
織
り
体
験

・
コ
ー
ス
タ
ー
づ
く
り

②
粘
土
体
験

・
勾
玉
づ
く
り

・
円
筒
埴
輪
づ
く
り

※
体
験
時
間
①
②
と
も
20
分
程
度

■
場
所

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

■
受
講
料　

１
０
０
円

■
受
付
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
（
休
館
日
以
外
開
催
中
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

　

☎（
44
）５
０
４
９

体
験
コ
ー
ナ
ー
キ
ッ
ト
販

売
中

　

ご
自
宅
で
も
体
験
出
来
る
キ
ッ

ト
販
売
中
。
簡
単
に
作
品
が
出
来

ま
す
よ
。
お
土
産
と
し
て
も
お
持

ち
帰
り
出
来
ま
す
。

■
内
容

①
平
織
り
体
験

・
コ
ー
ス
タ
ー
づ
く
り
キ
ッ
ト

　

簡
易
編
み
機
パ
ネ
ル
付

　
（
２
０
０
円
に
て
販
売
）　

②
粘
土
体
験

・
勾
玉
づ
く
り
キ
ッ
ト

・
円
筒
埴
輪
づ
く
り
キ
ッ
ト

　
（
各
１
０
０
円
に
て
販
売
）

■
取
扱
い

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

に
て
販
売
中　

■
販
売
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３
０
分

　
（
休
館
日
以
外
販
売
中
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

　

☎（
44
）５
０
４
９
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温
水
プ
ー
ル
再
オ
ー
プ
ン
！

　

３
月
１
日
㈫
、
再
オ
ー
プ
ン
を

祝
し
、
お
待
ち
い
た
だ
い
た
お
客

様
へ
感
謝
を
込
め
、
次
の
レ
ッ
ス

ン
及
び
教
室
を
低
価
格
の
料
金
で

開
催
い
た
し
ま
す
。（
３
月
中
の

み
の
限
定
）

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
教
室
及
び
レ
ッ
ス
ン

①
小
学
生
短
期
水
泳
教
室
Ａ

　
（
水
泳
入
門
編
）
60
分

　

新
１
年
生
〜
新
６
年
生

　

定
員
25
名

②
小
学
生
短
期
水
泳
教
室
Ｂ

　
（
水
泳
入
門
編
）
60
分

　

新
１
年
生
〜
新
６
年
生

　

定
員
25
名

③
ア
ク
ア
ビ
ク
ス

　

60
分

　

高
校
生
以
上
の
男
女

　

定
員
20
名

④
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
（
初
心
者
ク
ラ
ス
）
60
分

　

高
校
生
以
上
の
男
女

　

定
員
20
名

⑤
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
（
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
ク
ラ
ス
）

　

60
分

　

高
校
生
以
上
の
男
女

　

定
員
20
名

■
開
催
日
時

① 

３
月
16
・
18
・
23
・
25
日
㈬
・

㈮

　

午
後
５
時
30
分
〜
６
時
30
分

②
３
月
17
・
19
・
24
・
26
日

　

㈭
・
㈯

　

木
曜
日
は
、

　

午
後
５
時
30
分
〜
６
時
30
分

　

土
曜
日
は
、

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

③
３
月
16
・
23
・
30
日
㈬

　

午
前
11
時
30
分

　
　
　

〜
午
後
０
時
30
分

④
３
月
11
・
18
・
25
日
㈮

　

午
前
11
時
30
分

　
　
　

〜
午
後
０
時
30
分

⑤
３
月
17
・
24
・
31
日
㈭

　

午
前
11
時
30
分

　
　
　

〜
午
後
０
時
30
分

■
受
講
費

　

①
②
３
，０
０
０
円
（
４
回
分
）

　

③
④
⑤
８
０
０
円
（
１
レ
ッ
ス

ン
１
チ
ケ
ッ
ト
制
）

■
応
募
受
付
期
間

　

①
②
３
月
１
日
〜
10
日

　

③
〜
⑤
都
度
受
付
（
予
約
可
）

※ 

プ
ー
ル
受
付
に
て
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。

■
持
ち
物

　

水
着
･
ス
イ
ム
キ
ャ
ッ
プ
･
ゴ

ー
グ
ル
･
バ
ス
タ
オ
ル
等

■
場
所

　

ふ
れ
あ
い
館
温
水
プ
ー
ル

※
４
月
か
ら
、
例
年
ど
お
り
小
学

生
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
各
種
教
室
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
す
る
ふ
れ
あ
い

館
プ
ー
ル
を
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ふ
れ
あ
い
館
プ
ー
ル
棟（
直
通
）

　

☎（
47
）１
１
２
２

温
水
プ
ー
ル
営
業
時
間
の

変
更
の
お
知
ら
せ

　

４
月
か
ら
左
記
の
よ
う
に
プ
ー

ル
の
営
業
時
間
が
変
更
に
な
り
ま

す
。

○
平
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
８
時
30
分

○
土
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

○
日
曜
・
祝
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

７
月
の
土
・
日
、
８
月

○
平
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
９
時

○
土
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
。

○
日
曜
・
祝
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

11
月
〜
３
月

○
平
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
８
時
30
分

○
土
・
日
・
祝
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ふ
れ
あ
い
館
プ
ー
ル
棟（
直
通
）

　

☎（
47
）１
１
２
２

Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

配
偶
者
や
交
際
相
手
な
ど
親

密
な
関
係
に
あ
る
相
手
か
ら
の
暴

力
を
Ｄ
Ｖ
と
い
い
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
は
、

殴
る
・
蹴
る
な
ど
の
身
体
的
暴
力

だ
け
で
な
く
、
経
済
的
暴
力
、
精

神
的
暴
力
、性
的
暴
力
も
Ｄ
Ｖ
で
す
。

◆
暴
力
に
よ
っ
て
あ
な
た
自
身
が

心
身
に
傷
を
負
う
だ
け
で
な
く
、

子
ど
も
に
Ｄ
Ｖ
を
見
せ
る
こ
と
は

心
理
的
虐
待
に
な
り
ま
す
。

◆
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、
ま
ず
相

談
を
！

　

Ｄ
Ｖ
や
、
夫
婦
の
こ
と
、
家
族

の
こ
と
、
離
婚
な
ど
女
性
の
様
々

な
相
談
に
応
じ
る
た
め
に
、
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

女
性
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

■
相
談
日
お
よ
び
時
間

　

月
〜
金
曜
日

　
（
土
日
祝
日
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
４

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

相　
　

談

就　
　

職

募　
　

集

くらしの情報

ふ
れ
あ
い
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

下
野
Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎（
52
）１
１
６
８
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

道
の
駅
し
も
つ
け
食
の
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル　

実
施
中
！

　

道
の
駅
し
も
つ
け
で
は
、
料
理

教
室
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

四
季
折
々
の
食
材
を
使
っ
た
家

庭
で
も
簡
単
に
作
れ
る
素
敵
な
メ

ニ
ュ
ー
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

■
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

料
理
研
究
家 

臼
居
芳
美 

先
生

■
定
員

　

毎
回
32
名

■
募
集

　

そ
の
回
毎
に
募
集

■
受
付
方
法　

電
話

　
（
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
メ
ー
ル
フ
ォ

ー
ム
（
午
前
９
時
30
分
〜
24
時
）

※ 

小
学
生
未
満
の
お
子
様
の
参

加
・
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※ 

応
募
者
多
数
の
場
合
に
は
抽
選

を
行
い
ま
す
。
当
選
結
果
は

「
参
加
の
し
お
り
」
の
発
送
を

も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

※ 

定
員
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、

延
長
し
て
受
付
し
ま
す
。

■
参
加
費　

１
，５
０
０
円
程
度

（
当
日
集
金
）

※ 

４
月
開
催
分
よ
り
右
記
の
金
額

に
変
更
に
な
り
ま
す

※ 

金
額
は
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

食
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
運
営

事
務
局

　

☎
０
２
８（
６
３
５
）２
５
７
７

　

 
http://w

w
w
.kanpi-

shim
otsuke.co.jp/open-

school/index.htm
l

　

心
配
ご
と
相
談
を
国
分
寺
地
区
、

石
橋
地
区
、
南
河
内
地
区
そ
れ
ぞ

れ
の
会
場
に
お
い
て
実
施
し
て
い

ま
す
。
４
月
か
ら
、
石
橋
地
区
の

会
場
が
「
き
ら
ら
館
」
か
ら
「
石

橋
公
民
館
１
０
１
会
議
室
」
に
変

更
に
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※ 

石
橋
公
民
館

　

住
所
：
石
橋
４
１
６
番
地

　

心
配
ご
と
相
談
は
、
人
権
、
児

童
母
子
、
行
政
な
ど
、
日
常
生
活

で
の
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
詳
細
は
左
記
表
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
推
進
課

　

☎（
40
）５
５
８
５

防
災
行
政
無
線
定
時
放
送
の

メ
ロ
デ
ィ
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
、
防
災

情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
、
正

午
と
午
後
５
時
の
定
時
放
送
の
メ

ロ
デ
ィ
が
市
歌
の
メ
ロ
デ
ィ
に
変

わ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

安
全
安
心
課

　

☎（
40
）５
５
５
５

「
消
防・災
害
情
報
メ
ー
ル

配
信
の
登
録
の
お
願
い
」

　

石
橋
地
区
消
防
組
合
で
は
、
火

災
等
の
災
害
情
報
を
住
民
の
方
へ

メ
ー
ル
で
配
信
を
始
め
ま
し
た
。

　

登
録
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
る
か
、
石
橋
地
区
消
防
組
合
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
登
録
の
手
順
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

石
橋
地
区
消
防
組
合

　

通
信
指
令
課

　

☎（
53
）１
１
１
９

人権その他相談窓口

相談名 日時（原則） 電話番号

下
野
市
心
配
ご
と
相
談

国分寺会場：
ゆうゆう館

第1～第3火曜日
13：30～15：30

問い合わせ先
社会福祉協議会
☎43-1236

石橋会場：
石橋公民館

第1～第3月曜日
13：30～15：30

南河内会場：
ふれあい館

第1～第3金曜日
13：30～15：30

全
国
電
話
相
談

人権相談
（宇都宮地方法
務局栃木支局）

平日
8：30～17：15

0570（003）110
（ナビダイヤル）

女性の人権
ホットライン

0570（070）810
（ナビダイヤル）

子どもの
人権110番

0120（007）110
（フリーダイヤル）

※心配ごと相談の日時詳細は毎月の広報でお知らせします。

月日 曜日 時間 テーマ（メニュー） 申込受付日

4/14 木

10：30～
13：00 ローストビーフで祝う　新生活

（ローストビーフ・野菜のリゾット）
3/24

14：30～
17：00

5/13 金

10：30～
13：00 手作りのおいしさを！絶品ミート

ソース
（ミートソースパスタ・カブのスープ）

4/21
14：30～
17：00

※内容は、変更になる場合があります。

スケジュール　※開催時間が二部制の場合には、いずれかをお選び下さい。

心
配
ご
と
相
談
会
場
の
一
部
変
更
の
お
知
ら
せ

5
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くらしの情報

イ
ベ
ン
ト

相　
　

談

お
知
ら
せ

募　
　

集

就　
　

職

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院

「
が
ん
患
者
と
家
族
の
サ

ロ
ン
」に
つ
い
て

　

病
気
で
つ
ら
い
気
持
ち
、
ひ
と

り
で
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
で
は
、

「
が
ん
患
者
と
家
族
の
サ
ロ
ン
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

病
気
と
の
向
き
合
い
方
を
学
ん

だ
り
、
話
し
合
い
の
時
間
を
持
っ

た
り
す
る
場
で
す
。

　

が
ん
の
種
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
・
管

理
栄
養
士
・
社
会
福
祉
士
・
理
学

療
法
士
・
臨
床
心
理
士
・
事
務
職

員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■
日
時　

３
月
10
日
㈭

　

午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院 

本

館
地
下
１
階
ス
タ
ッ
フ
ラ
ウ
ン
ジ

■
内
容

・ 

ミ
ニ
・
レ
ク
チ
ャ
ー
「
緩
和
ケ

ア
に
つ
い
て
知
ろ
う
」

・
自
由
な
語
り
合
い

・
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
体
験

■
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先　

自
治
医
科
大

学
附
属
病
院
が
ん
相
談
支
援
室

　

☎（
58
）７
１
０
７

募　

集

『
脳
力
ア
ッ
プ
』教
室
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
！

　

下
野
市
で
は
、
認
知
症
予
防
を

目
的
と
し
て
、『
脳
力
ア
ッ
プ
教

室
』
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
教
室
は
、
身
体
と
脳
を
連

動
さ
せ
た
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
行
う
こ
と
で
、
身
体
と
脳

の
双
方
を
刺
激
し
、
認
知
症
を
予

防
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

身
体
の
運
動
を
す
る
だ
け
で
な

く
、
脳
の
運
動
も
し
て
介
護
予
防

に
取
り
組
み
た
い
方
、
交
友
関
係

を
広
め
た
い
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

65
歳
以
上
の
市
民

■
参
加
料

　

２
０
０
円
／
回

※
毎
回
参
加
料
を
集
め
ま
す
。

■
会
場

　

南
河
内
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
日
時　

　

４
月
８
日
㈮
か
ら
毎
週
金
曜
日

に
全
47
回
開
催
し
ま
す
。

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

※ 

原
則
金
曜
日
に
開
催
し
ま
す
が
、

会
場
の
都
合
に
よ
り
若
干
の

変
更
も
あ
り
ま
す
。

■
定
員

　

定
員
40
名

■
申
込
み
期
間

　

３
月
９
日
㈬
午
前
８
時
30
分
か

ら
３
月
24
日
㈭
午
後
５
時
ま
で
。

※ 

電
話
ま
た
は
、
高
齢
福
祉
課
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

会
場
の
都
合
上
、
定
員
に
達
し

た
時
点
で
締
切
と
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
５

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
協
議
会
の
内
容

　

国
民
健
康
保
険
の
運
営
に
関
す

る
重
要
事
項
を
審
議
し
ま
す
。

■
委
員
の
任
期

　

２
年（
平
成
30
年
３
月
末
ま
で
）

■
会
議
開
催
回
数

　

年
４
〜
６
回
程
度

■
報
酬　

日
額
８
，０
０
０
円

■
応
募
資
格

①
〜
④
を
満
た
す
方

①
市
内
居
住
で
20
歳
以
上
の
方

② 

下
野
市
で
設
置
す
る
ほ
か
の
審

議
会
等
の
委
員
で
な
い
こ
と

③
平
日
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方

④ 

下
野
市
議
会
議
員
及
び
下
野
市

職
員
で
な
い
こ
と

■
募
集
人
数　

６
名

・
被
保
険
者
代
表
５
名

　
（
国
民
健
康
保
険
加
入
者
）

・
薬
剤
師
１
名

　
（
有
資
格
者
・
要
履
歴
書
）

■
応
募
方
法

　

市
民
課
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
し
た
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
市

民
課
保
険
年
金
グ
ル
ー
プ
ま
で
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
ま
た

は
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

■
応
募
期
限

　

３
月
１
日
㈫
〜
３
月
22
日
㈫
必

着■
選
考
結
果
等

　

地
域
性
を
考
慮
し
、
市
内
全
域

か
ら
選
考
し
ま
す
。
選
考
結
果
は
、

４
月
中
旬
に
応
募
者
全
員
に
通
知

し
ま
す
。

■
そ
の
他

　

委
員
構
成
は
全
部
で
18
名
で
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課

　

☎（
40
）５
５
５
６

　

 
shim

in@
city.shim

otsuke.
lg.jp

平
成
28
年
度
消
費
生
活
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座
受
講
生
募
集

　

栃
木
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
消
費
生
活
に
関
す
る
普
及
啓

発
が
で
き
る
消
費
生
活
リ
ー
ダ
ー

を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

「
消
費
生
活
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

地
域
に
お
い
て
、
今
後
、
消
費

者
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
意

欲
の
あ
る
方
、
消
費
者
活
動
に
関

心
の
あ
る
方
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
期
間

　

５
月
〜
11
月
ま
で
の
12
日
間

■
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所　

栃
木
県
庁
本
館
会
議
室

宇
都
宮
市
塙
田
１

－

１

－

20

■
内
容　

消
費
生
活
に
関
す
る
基

礎
知
識
を
習
得
す
る
た
め
の
講
義
、

実
習
な
ど

■
受
講
料　

無
料

■
募
集
人
員　

若
干
名

※ 

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

■
申
込
締
切　

３
月
28
日
㈪

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

安
全
安
心
課

　

☎（
40
）５
５
５
５
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

下
野
市
児
童
館
運
営
委
員

会
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

市
内
児
童
館
の
適
切
な
運
営
を

図
る
た
め
、
児
童
館
の
企
画
運
営

に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

■
任
期　

２
年

（
委
嘱
の
日
か
ら
、
平
成
30
年
３

月
31
日
ま
で
）

■
会
議
開
催
回
数

　

年
１
〜
２
回
程
度

■
報
酬

　

日
額
６
，０
０
０
円

■
応
募
資
格

① 

下
野
市
に
住
所
を
有
し
、
原
則

と
し
て
20
歳
以
上
の
方

② 

原
則
と
し
て
、
下
野
市
で
設
置

す
る
他
の
審
議
会
等
の
委
員

で
な
い
方

③ 

平
日
昼
間
開
催
さ
れ
る
会
議
に

出
席
で
き
る
方

④ 

下
野
市
議
会
議
員
及
び
下
野
市

の
職
員
で
な
い
方

⑤ 

児
童
館
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ

り
、
児
童
館
運
営
に
関
心
の
あ

る
方

■
募
集
人
数　

２
名

■
応
募
方
法

　

こ
ど
も
福
祉
課
窓
口
、
市
内
児

童
館
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
取
得
し
た
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
こ
ど
も
福
祉
課
ま

で
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル

ま
た
は
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

市
内
児
童
館
に
も
直
接
ご
持
参
い

た
だ
け
ま
す
。
な
お
、
応
募
用
紙

は
返
却
し
ま
せ
ん
。

■
募
集
期
間

　

３
月
７
日
㈪
〜
25
日
㈮

　

午
後
５
時
15
分
ま
で
（
必
着
）

　

た
だ
し
、
郵
送
に
よ
る
場
合
は

当
日
消
印
有
効
、
こ
ど
も
福
祉
課

窓
口
及
び
市
内
児
童
館
の
受
付
は

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

■
選
考
結
果

　

選
考
委
員
会
で
決
定
し
、
結
果

は
ご
本
人
あ
て
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
52
）１
１
１
４

　

 

（
52
）１
１
３
７

　

 
kodom

ofukushi@
city.

shim
otsuke.lg.jp

下
野
市
教
育
委
員
会
点
検
評
価
の

外
部
評
価
委
員
を
公
募
し
ま
す

■
評
価
委
員
の
内
容

　

下
野
市
教
育
委
員
会
の
事
務
管

理
及
び
執
行
状
況
等
に
つ
い
て
、

点
検
評
価
を
実
施
し
意
見
書
の
提

出
を
い
た
だ
き
ま
す
。

■
任
期　

１
年
（
委
嘱
の
日
か
ら

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
）

■
会
議
開
催
回
数

　

年
２
回
程
度　

６
月
〜
７
月

■
報
酬

　

日
額
６
，０
０
０
円

■
公
募
人
数　

２
名

■
応
募
資
格

① 

下
野
市
に
住
所
を
有
し
、
４
月

１
日
現
在
で
20
歳
以
上
の
方

（
学
生
を
除
く
）

② 

下
野
市
で
設
置
す
る
他
の
審
議

会
等
の
委
員
で
な
い
こ
と

③ 
開
催
さ
れ
る
会
議
に
出
席
で
き

る
方

④
任
期
中
継
続
で
き
る
方　

⑤ 

国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
議

員
及
び
職
員
で
な
い
こ
と

■
応
募
方
法

　

教
育
総
務
課
、
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
し
た
応
募
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

郵
送
、
F
A
X
、
電
子
メ
ー
ル
ま

た
は
直
接
提
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、

応
募
用
紙
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

■
募
集
期
間

　

３
月
１
日
㈫
〜
22
日
㈫

（
た
だ
し
郵
送
に
よ
る
場
合
は
当

日
消
印
有
効
。
教
育
総
務
課
窓
口

受
付
は
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
、

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で
）

■
選
考
方
法

　

選
考
委
員
会
で
決
定
し
、
結
果

は
ご
本
人
あ
て
直
接
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
総
務
課

　

☎（
52
）１
１
１
７

　

 

（
52
）２
６
２
４

古
文
書
を
学
ぶ
会

会
員
募
集

　

江
戸
時
代
、
武
士
は
ど
の
よ
う

に
生
き
、
庶
民
は
ど
ん
な
生
活
を

し
た
の
か
。
古
文
書
か
ら
そ
の
姿

が
見
え
て
き
ま
す
。
一
緒
に
楽
し

く
学
び
ま
せ
ん
か
。

■
例
会
日
時

　

毎
月
第
1
・
第
3
木
曜
日

　

午
前
10
〜
正
午

■
例
会
場
所　

国
分
寺
図
書
館

■
会
費　

３
，
０
０
０
円
／
年

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
田　

☎（
44
）5
5
6
6

　

菅
井　

☎（
44
）2
3
3
9

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

と
ち
ぎ
子
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー　

ド
ナ
ル
ド
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
ハ
ウ
ス

と
ち
ぎ　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会

　

と
ち
ぎ
子
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー

及
び
ド
ナ
ル
ド
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
ハ

ウ
ス
と
ち
ぎ
で
は
、
病
気
の
子
ど

も
や
そ
の
家
族
を
支
援
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

４
月
17
日
㈰

１
回
目
：
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

２
回
目
：
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
場
所　

自
治
医
大
と
ち
ぎ
子
ど

も
医
療
セ
ン
タ
ー　

４
階　

ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
室

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
内
容

　

外
来
、
病
棟
で
の
活
動
、
手
芸
、

装
飾
、
園
芸
等
の
作
業
（
平
日
昼

間
）、
草
花
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

す
る
花
咲
Ｊ
ｉ
ｉ
活
動
（
月
１
回

日
曜
）、
入
院
中
の
子
ど
も
の
家

族
の
た
め
の
宿
泊
施
設
の
運
営
補

助
（
平
日
、
土
、
日
曜
）

■
申
込
み　

参
加
希
望
者
は
、
４

月
15
日
㈮
午
後
５
時
ま
で
に
連
絡

く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間
は
、
平

日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

と
ち
ぎ
子
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

　

☎（
58
）７
８
１
５
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くらしの情報

イ
ベ
ン
ト

相　
　

談

お
知
ら
せ

募　
　

集

就　
　

職

国
民
健
康
保
険
診
療
報
酬

明
細
書
等
点
検
調
査
員
を

募
集
し
ま
す

■
応
募
資
格

　

医
療
事
務
２
級
以
上
の
有
資
格

者■
募
集
人
員　

２
名

■
報
酬
等

　

月
額
1
7
0
，5
0
0
円

　

社
会
保
険
加
入

■
勤
務
日
・
勤
務
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
・
祝
日
休
み

■
勤
務
期
間

　

４
月
１
日
〜

　

平
成
29
年
３
月
31
日

　

１
年
更
新

■
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
と
資
格

証
の
写
し
を
添
付
し
、
市
民
課
ま

で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

書
類
審
査
後
、
面
接
日
等
を
ご

連
絡
い
た
し
ま
す
。

■
応
募
期
限

　

3
月
18
日
㈮

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

☎（
40
）5
5
5
6

下
野
市
健
康
づ
く
り
推
進
協

議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
内
容

　
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
施

策
、
保
健
計
画
の
策
定
、
各
種
健
診
・
健

康
教
育
等
保
健
事
業
等
の
推
進
に
つ
い
て
、

幅
広
く
意
見
・
助
言
を
い
た
だ
き
ま
す
。

■
任
期　

２
年

■
会
議
開
催
回
数　

年
２
回
程
度

■
報
酬　

日
額
3
，0
0
0
円

■
応
募
資
格

① 

下
野
市
に
住
所
を
有
し
、
4
月

１
日
現
在
で
20
歳
以
上
の
方

② 

下
野
市
で
設
置
す
る
他
の
審
議

会
等
の
委
員
で
な
い
こ
と

③ 

平
日
昼
間
開
催
さ
れ
る
会
議
に

出
席
で
き
る
方

■
公
募
人
数　

２
名

■
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
郵
送
、
F
A
X
、
電
子
メ
ー
ル

ま
た
は
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　

３
月
７
日
㈪
〜
25
日
㈮
（
郵
送

の
場
合
、
当
日
消
印
有
効
）

■
選
考
方
法

　

選
考
委
員
会
で
決
定
し
、
ご
本

人
あ
て
直
接
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
増
進
課
（
き
ら
ら
館
内
）

　

☎（
52
）１
１
１
６

　

（
52
）３
７
１
２

平
成
28
年
度
の
臨
時
保
育
士

等
を
募
集
し
て
い
ま
す

■
応
募
資
格

・
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方

・
保
健
師
資
格
を
お
持
ち
の
方

・
看
護
師
（
准
看
護
師
）
資
格
を

お
持
ち
の
方

■
募
集
人
員　
　

若
干
名

■
賃
金
等

保
育
士
：
時
給　

１
，２
０
０
円

保
健
師
：
時
給　

１
，２
０
０
円

　

看
護
士
（
准
看
護
師
）：
時
給

　

１
，１
０
０
円

（
通
勤
割
増
賃
金
・
時
間
外
勤
務

手
当
有
）
社
会
保
険
加
入

■
勤
務
日
・
勤
務
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
７
時
〜
午
後
７
時
の
う
ち

７
時
間
45
分
（
休
憩
時
間
60
分
）

※
週
５
日
勤
務
・
日
・
祝
日
休
み

※
土
曜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
有

■
勤
務
先　
　

市
立
保
育
園

■
応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
資
格
証

の
写
し
を
添
付
の
こ
と
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
福
祉
課

　

☎（
52
）1
1
1
4

し
も
つ
け
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
設
立
10
周
年
記

念
体
験
レ
ッ
ス
ン
募
集

（
楽
器
は
無
料
で
お
貸
し
し
ま
す
）

　

下
野
市
合
併
の
年
に
立
ち
上
が

っ
た
公
民
館
で
活
動
し
て
い
る
自

主
サ
ー
ク
ル
で
す
。
国
内
外
で
交

流
演
奏
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

■
体
験
日
時

　

４
月
９
・
16
・
23
・
29
日

　

５
月
７
・
14
・
21
・
28
日

　

６
月
４
日

　

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
15
分

※
４
月
29
日
は
ふ
れ
あ
い
館
で
す
。

　

午
前
10
時
〜
10
時
45
分

■
場
所　

南
河
内
公
民
館

■
受
講
料
（
教
材
・
松
脂
含
む
）

　

１
０
，０
０
０
円

※ 

体
験
期
間
中
で
し
た
ら
何
回
参

加
し
て
も
１
０
，０
０
０
円
と

な
り
ま
す
。

■
定
員　

先
着
20
名

■
対
象　

年
長
児
〜
高
校
生

■
指
導
者　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

日
本

少
年
少
女
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
協
会　

専
務
理
事
・
音
楽
監
督

　

南　

紳
一　

先
生

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

し
も
つ
け
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ　

落
合　

☎（
39
）６
０
２
７

　

 
shim

otsuke.jr.orchestra@
gm
ail.com

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
に
よ
る

「
歌
声
」

　

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
演
奏
で
楽

し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
。
皆
様
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
程
・
場
所

○
南
河
内
公
民
館

　

３
月
４
日
㈮
、
４
月
１
日
㈮
、

５
月
６
日
㈮

※
原
則
、
毎
月
第
１
金
曜
日
開
催

○
石
橋
公
民
館

　

４
月
14
日
㈭
、
６
月
９
日
㈭

※ 

原
則
、
偶
数
月
の
第
２
木
曜
日

開
催

◎
２
会
場
共
通
事
項

■
時
間　

午
前
２
時
〜
４
時

■
参
加
費　

５
０
０
円
（
歌
集
貸

出
・
申
し
込
み
不
要
）

■
講
師

　

三
好　

創は
じ
め先
生

■
問
い
合
わ
せ
先

　

歌
声
の
会　

佐
藤

　

☎（
48
）１
６
６
３
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イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募　
　

集

相　
　

談

就　
　

職

くらしの情報

相　

談

行
政
書
士

無
料
専
門
相
談
会

■
相
談
内
容

　

相
続
や
遺
言
、
農
地
転
用
、
開

発
行
為
な
ど
役
所
に
提
出
す
る
書

類
や
手
続
に
関
す
る
こ
と
。

■
日
時　

３
月
24
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
定
員　

４
名

■
相
談
時
間　

概
ね
30
分
間

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

行
政
書
士
会
小
山
支
部

　
生
田
目
安
夫　

☎（
52
）2
3
5
0

司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会

■
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
関
係
（
相
続
、
売

買
な
ど
）、
商
業
・
法
人
登
記
関
係
、

多
重
債
務
関
係
、
裁
判
手
続
き
関

係
、
成
年
後
見
関
係

■
日
時　

３
月
９
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場　

ゆ
う
ゆ
う
館
厚
生
室

■
相
談
時
間　

概
ね
30
分
間

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

　

小
杉
孝
一　

☎（
21
）６
３
１
２

就　

職

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
山
か
ら

の
お
知
ら
せ

　

就
職
を
目
指
す
方
、
一
人
ひ
と

り
に
細
や
か
な
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

職
業
相
談
、
求
職
者
セ
ミ
ナ
ー
、

ミ
ニ
面
接
会
、
３
か
月
や
６
か
月

職
業
訓
練
、
マ
ザ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー

履
歴
書
・
職
務
経
歴
書
の
作
成
ア

ド
バ
イ
ス
相
談
な
ど
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
山

　

☎（
22
）１
５
２
４

大
卒
等
合
同
企
業
説
明
会

の
お
ら
せ

　

小
山
わ
か
も
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

並
び
に
小
山
地
区
雇
用
協
会
で
は

29
年
３
月
大
学
等
卒
業
予
定
者
及

び
大
学
等
卒
業
後
３
年
以
内
の
若

者
を
対
象
と
し
た
合
同
企
業
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

３
月
17
日
㈭

　

午
後
１
時
〜
４
時

　

受
付　

午
後
０
時
10
分
〜

■
場
所　

小
山
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　

小
山
市
神
鳥
谷
2
0
2

　

☎（
24
）５
１
１
１

■
参
加
企
業
数　

40
社
予
定

　

２
月
１
日
以
降
に
栃
木
労
働
局

及
び
小
山
商
工
会
議
所
の
Ｈ
Ｐ
に

掲
載
。

■
参
加
対
象
者　

平
成
29
年
３
月

大
学
院
・
大
学
・
短
大
・
高
専
・

専
修
学
校
等
卒
業
予
定
者
及
び
大

学
等
卒
業
後
３
年
以
内
の
方

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

　

小
山
わ
か
も
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

☎（
37
）７
１
２
７

　

小
山
地
区
雇
用
協
会
（
下
野
市
、

小
山
市
、
野
木
町
、
小
山
商
工
会

議
所
）

小
山
わ
か
も
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

正
社
員
で
就
職
を
目
指
し
て
い

る
若
者
を
対
象
に
細
や
か
な
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

履
歴
書
・
職
務
経
歴
書
の
作
成

ア
ド
バ
イ
ス
、
模
擬
面
接
、
面
接

会
や
セ
ミ
ナ
ー
の
案
内
、
求
人
情

報
提
供
、
適
職
診
断
な
ど
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

小
山
わ
か
も
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

☎（
37
）７
１
２
７

平
成
28
年
度
臨
時
職
員

時
給
単
価
改
正
の
お
知
ら
せ

　

下
野
市
の
、
専
門
職
臨
時
職
員

の
時
給
単
価
を
改
正
し
ま
し
た
。

■
職
種
と
賃
金
（
時
給
）

・
保
育
士

　

保
育
園
勤
務
（
フ
ル
タ
イ
ム
）

１
，２
０
０
円

　

保
育
園
勤
務
（
短
時
間
）

 

１
，１
０
０
円

　

そ
の
他
勤
務 

１
，０
５
０
円

・
保
健
師 

１
，２
０
０
円

・
管
理
栄
養
士 

１
，２
０
０
円

・
栄
養
士 

１
，１
０
０
円

・
看
護
師 

１
，１
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
人
事
課

　

☎（
40
）５
５
５
１

平
成
28
年
度
臨
時
職
員

登
録
者
を
募
集
し
ま
す

　

下
野
市
で
は
、
臨
時
職
員
の
候

補
者
を
登
録
し
、
そ
の
中
か
ら
選

考
の
う
え
採
用
し
て
い
ま
す
。

■
職
種
と
賃
金
（
時
給
）

・
一
般
事
務
補
助 

８
０
０
円

・
保
育
士

　

保
育
園
勤
務
（
フ
ル
タ
イ
ム
）

 

１
，２
０
０
円

　

保
育
園
勤
務
（
短
時
間
）

 

１
，１
０
０
円

　

そ
の
他
勤
務 

１
，０
５
０
円

・
保
健
師 

１
，２
０
０
円

・
管
理
栄
養
士 

１
，２
０
０
円

・
栄
養
士 

１
，１
０
０
円

・
臨
床
心
理
士 

２
，３
２
０
円

・
心
理
士 

１
，５
５
０
円

・
看
護
師 

１
，１
０
０
円

・
調
理
員
、
用
務
員　

８
５
０
円

・
道
路
補
修
作
業
員　

８
７
５
円

■
採
用
す
る
時
期

・ 

現
臨
時
職
員
の
採
用
期
間
満
了

に
よ
る
任
用
替
え
を
行
う
場

合
・ 

そ
の
他
、
管
理
運
営
上
必
要
が

生
じ
た
場
合

■
採
用
期
間

　

６
か
月
以
内
で
採
用
し
、
１
回

の
み
更
新
可
能
で
す
。

■
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
ま
た
は
臨
時
職

員
登
録
申
請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。）
を
提
出
く
だ
さ
い
。（
郵
送

可
）

※ 

資
格
職
の
場
合
は
、
資
格
者
証

等
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

登
録
は
そ
の
年
度
内
に
お
い
て

有
効
で
す
。

※ 

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申

請
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
人
事
課

　

☎（
40
）５
５
５
１
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ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
、
性
別
・
年

齢
を
問
わ
ず
生
活
に
密
着
し
た
サ

ー
ビ
ス
で
あ
る
一
方
で
ト
ラ
ブ
ル
が

多
く
、
シ
ミ
・
変
色
・
紛
失
等
の

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
衣

類
は
着
用
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る

度
に
徐
々
に
劣
化
し
ま
す
。
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
ト
ラ
ブ
ル
は
複
数
の
要

素
が
重
な
っ
て
発
生
す
る
こ
と
が

多
く
、
原
因
や
責
任
の
特
定
が
困

難
で
す
。

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
す
時
、
受

け
取
る
時
に
は
、
必
ず
衣
類
の
状

態
を
店
側
と
一
緒
に
確
認
し
ま
し

ょ
う
。

仕
上
が
り
品
は
で
き
る
だ
け
早

く
受
け
取
り
に
行
き
、
袋
・
カ
バ

ー
を
は
ず
し
て
仕
上
が
り
を
確
認

し
て
か
ら
収
納
し
ま
し
ょ
う
。

■
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

　
（
祝
日・年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

※ 
来
所
で
の
相
談
の
場
合
は
、
事

前
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※ 

土
曜
日
の
電
話
相
談
は
栃
木
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

　

☎
0
2
8（
6
2
5
）2
2
2
7

絵
本
で
読
む
男
女
共
同
参
画

「
女
性
活
躍
推
進
法
」に
基
づ

く
事
業
主
行
動
計
画
が
来
月
か

ら
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、企
業
が
さ
ら
に

女
性
の
働
き
や
す
い
職
場
環
境

の
整
備
に
取
り
組
む
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。一方
で
、家
庭
や
地

域
に
お
い
て
は
、一人
ひ
と
り
の
意

識
で
環
境
を
変
え
て
い
く
必
要

も
あ
り
ま
す
。

そ
の一歩
と
し
て
絵
本
を
手
に

と
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。絵
本
で
も
気
軽
に
男
女
共

同
参
画
の
意
識
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。『
お
ん
ぶ
は
こ
り

ご
り
』と
い
う
本
が
あ
り
ま
す
。

＜
マ
マ
は
パ
パ
や
子
ど
も
の
世
話

に
大
忙
し
。彼
ら
は
家
事
を
一
切

手
伝
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。と
う
と

う
マ
マ
は
…＞

と
、家
族
の
あ
り

方
に
つい
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
作

品
で
す
。

と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
（
パ
ル
テ
ィ
）の
「
情
報
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
」で
は
、男
女
共
同
参

画
や
女
性
の
活
躍
に
関
す
る
本

等
の
貸
出
を
行
って
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
家
族
で
絵
本
を

読
ん
で
み
る
と
面
白
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

■
問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
推
進
課

☎（
40
）5
5
8
5

　

シ
ラ
カ
シ
（
白
樫
）は
日
陰

に
強
く
、枝
を
深
く
切
る
剪
定

に
も
耐
え
る
特
徴
が
あ
る
こ
と

か
ら
、庭
木
や
公
園
、街
路
樹
に

よ
く
利
用
さ
れ
る
木
で
す
。木

材
の
色
が
白
い
こ
と
が
、そ
の

名
の
由
来
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

秋
に
は
ど
ん
ぐ
り
を
実
ら
せ

ま
す
が
、そ
の
実
は
タ
ン
ニ
ン

と
い
う
成
分
を
多
く
含
ん
で
い

て
渋
み
が
あ
り
、そ
の
ま
ま
で

は
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。リ
ス
な

ど
の
動
物
は
、こ
の
実
を
土
に

埋
め
る
こ
と
で
渋
抜
き
を
し
ま

す
が
、こ
れ
が
同
時
に
シ
ラ
カ

シ
の
種
子
散
布
の
機
会
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

　

龍
興
寺
の
境
内
に
あ
る
道
鏡

塚
の
す
ぐ
隣
に
は
、大
き
な
シ

ラ
カ
シ
が
そ
び
え
立
っ
て
い
て
、

こ
の
木
は
「
県
指
定
天
然
記
念

物
」や
「
と
ち
ぎ
名
木
１
０
０

選
」に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

推
定
樹
齢
は
な
ん
と
約

５
０
０
年
で
、こ
れ
は
室
町
時

代
の
頃
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。当
時
の
下
野
は

と
い
う
と
、１
５
７
０
年
に
下

野
薬
師
寺
（
14
世
紀
に
安
国
寺

に
改
称
し
た
と
伝
わ
る
）が
、小

田
原
北
条
氏
と
結
城
多
賀
谷
氏

の
戦
い
の
中
で
焼
け
落
ち
て
し

ま
っ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て

い
ま
す
。

　

戦
乱
の
時
代
か
ら
現
代
ま
で
、

下
野
の
移
り
変
わ
り
を
ず
っ
と

見
続
け
て
き
た
「
龍
興
寺
の
シ

ラ
カ
シ
」は
、こ
れ
か
ら
先
の
下

野
市
の
未
来
も
見
守
っ
て
く
れ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

再
発
見

で

まずは相談

『
下
野
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
』

今
月
は「
し
」で
す

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ト
ラ
ブ

ル
防
止
の
た
め
に
受
け

渡
し
時
に
は
確
認
を
！

　　　　　　　　　

２枚の写真には違っている
ところが３つあります。
見つけてみてください。
（印刷の汚れは除く。）

※答えは 63ページ

▶

まちがいさがし

わかるかな？

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
44
）4
8
8
3

国
分
寺
庁
舎
２
階

安
全
安
心
課
内　

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

音
声
版
広
報
（
デ
イ
ジ
ー
版
Ｃ
Ｄ
及
び
テ
ー
プ
版
）
が
無
償
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
音
声
版
は
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
作
成
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

☎（
43
）１
２
３
６
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

男
女
共
同
参
画
社
会
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くらしの情報

神鳥谷（東） 小山（東） 県南４丁目

東城南５丁目

自動車
販売店

電気
量販店

ガソリン
スタンド

ハンバーガー店

スポーツ
用品店ラーメン

店

コンビニエンス
ストア

小山市
消防署

国道50号線

東
北
新
幹
線

国
道
４
号
線

↓
至
間
々
田

↑
至
小
金
井

原之内
公園

ゴルフ場

進入禁止

新小山市民病院

夜間休日急患診療所
休日急患歯科診療所

健康医療介護
総合支援センター

駐車場日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥

6 7 8 9 10 11 12
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤
13 14 15 16 17 18 19
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥
20 21 22 23 24 25 26
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③
27 28 29 30 31
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥

番号・医療機関名・所在地
①小金井中央病院  下野市小金井2‒4‒3
　☎44－7000 
②石橋総合病院　下野市石橋628
　☎53－1134 ※休日・夜間は小児科対応不可。
③小山整形外科内科  小山市雨ケ谷753
　☎31－1331
④杉村病院　小山市城山町2‒7‒18
　☎25－5533・5534
⑤光南病院　小山市乙女795‒4
　☎45－7711
⑥野木病院　野木町友沼5320‒2
　☎0280－57－1011

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

■夜間休日急患診療所
　☎０２８５－３９－８８８０
　【診療日時・診療科目】
　平日、土曜　19時～22時　内科・小児科
　日曜、祝日、振替、年末年始（12月31日～1月3日）
　　　　 10時～12時、13時～17時、18時～21時　

内科・小児科
　【所在地】小山市神鳥谷2251-7
　　　　　（小山市健康医療介護総合支援センター内）
　※ 内科医等が小児科の診療を担当することがありますので、

事前に連絡をしてから来院してください。

■休日急患歯科診療所
　☎０２８５－３９－８８８１
　【診療日時】
　日曜、祝日、振替、年末年始（12月31日～1月3日）
　　　　10時～12時、13時～16時
　【所在地】小山市神鳥谷2251-7
　　　　　（小山市健康医療介護総合支援センター内）

救急告示医療機関当番（一次急患）
　カレンダー内番号が当番医
療機関となっています。事前
に電話で確認してください。
各医療機関では夜間、医師が
交代で当直制をとっており、
希望する治療が困難な場合も
あります。

とちぎ子ども救急電話相談　☎028－ 600－ 0099（携帯電話とプッシュ回線は、局番なしの☎＃8000）
【相談日時】　月～土曜日：午後６時～翌朝８時　日曜日・祝休日：24時間（午前８時～翌朝８時）
【相談内容】　子どもの急な病気やけがに関する家庭での対処方法などを看護師がアドバイスします。慢性疾患や育児相談には応じられません。

一次救急医療機関情報

ふれあい館・ゆうゆう館・きらら館  休館日

◉平日・日曜日　17：00 ～翌日9：00
◉土曜日・祝日の前日（ の部分）
　　　　　　　　17：00～翌日17：00

ふれあい館　☎47-1126
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

ゆうゆう館　☎43-1231
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

きらら館　☎52-3711
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

おもちゃの図書館

納税ごよみ

メール配信サービス下野インフォメーション

心配ごと相談シルバー人材センター

平美林清掃計画

ハンディをもつ子も、もたない子も、
一緒に遊ぶ場所です。

■問い合わせ先
　社会福祉協議会☎43－1236

■刃物研ぎ　午前9時～午後2時

8日㈫ 旧石橋町建設課車庫
（石橋841-3）

15日㈫ 小金井駅東口
■入会説明会（要申し込み）
　午前10時～
16日㈬ ふれあい館
■問い合わせ先
　シルバー人材センター☎47－1124

　人権、児童母子、行政など、日常生
活でのあらゆる相談に応じています。

国
分
寺
会
場

一般相談・総合相談
3月1・8・15日

（いずれも火曜日）
児童母子相談 3月22日㈫
会場：ゆうゆう館

石
橋
会
場

一般相談・総合相談
3月7･14日

（いずれも月曜日）
児童母子相談 3月28日㈪
会場：きらら館

南
河
内
会
場

一般相談・総合相談
3月4・11・18日

（いずれも金曜日）
児童母子相談　3月25日㈮
法律相談 3月10日㈭
会場：ふれあい館

■時間　午後1時30分～ 3時30分
　 　　　　法律相談のみ要予約
　　　　　午後1時～ 4時30分

■問い合わせ先
　社会福祉協議会　☎43－1236

3
月
天平公園 シルバー人材センター

花広場 小山北ロータリークラブ

■問い合わせ先
　商工観光課☎48－2112

■納期限　３月31日㈭
国民年金保険料 ２月分

簡単登録で気象情報（注
意報・警報）や地震情報、
行政情報、イベント情報な
どをメール配信します。
■問い合わせ先
総合政策課☎40－5550↑携帯電話用

ＱＲコード

（ ）

日時 12･26日㈯
場所 南河内児童館

　
　
　
　
　
　
　

け
や
き
ネ
ッ
ト　

市
内
小
中
学
校
の
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

h
ttp

：//w
w
w
.sc
h
o
o
l.sh
im
o
tsu
ke
.e
d
.jp
/in
d
e
x.h
tm

「
広
報
し
も
つ
け
」
を
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
）
に
設
置

し
て
い
ま
す
。
順
次
、
設
置
店
を
拡
張
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

しもつけシティーガイド　観光スポットから生活に役立つ情報まで、下野の
情報がいっぱいの電子地図です。パソコンは市ホームページから、携帯電話
は右のＱＲコードからアクセスしてください。

3
March

きらら館は
トレーニング室

※ゆうゆう館の施設メンテナンスのため22日の休館日が26日に変更になります。
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2
4
5
6
7
8
9
10
12
14
15
16
17
18
19
20

下野市制施行 10 周年イベント・新庁舎内覧会
選挙の投票所が一部変わります
Shimotsuke-City Topics　まちの話題

ご成人おめでとうございます
復曲能「宍戸」公演のご案内
就職・進学・転勤時の届出をお忘れなく
児童手当に関する手続きのご案内
平成26年度財務諸表
税

国保＆年金～こんなときにはこんな手続きを～
デマンドバス「おでかけ号」を利用してみませんか？
未就学児を持つ保護者・高齢者にデマンドバス利用券を交付します
市民活動補助事業
語学講座のご案内
第 10 回下野市教育のつどいを開催

21
22
24
25
26
28
29
35
36
41
42
43
47
48
49
64

グリム絵画展・グリム童話賞
宅地公売
図書館 Library Information
読書人
しもサタ通信　vol.5
天平の花まつり
保健だより
地域包括支援センターだより

新・下野市風土記
国民年金だより
Let’s SPORTS

市の便利なサービスをご紹介
自治医科大学附属病院　連携協働コラム
くらしの情報（イベントカレンダー）
国際交流員マシアスのコラム

今月
の
表紙

目次　Contents

市ではホームページの新着情報や、災害発生時の避難場所などの
情報配信を行います。右のＱＲコードからアクセスできます。

下野市公式アカウント　@city_shimotsuke 
下野市公式
ツイッター

ま
ち
が
い
さ
が
し
の
答
え

①
ぎ
ょ
う
ざ
の
皿
の
中
心　

②
下
野
の
お
い
し
い
水　

③
し
も
つ
け
丼
の
大
き
さ

今月の何の日

３
月
20
日

上
野
動
物
園
開
園

記
念
日

１
８
８
２
（
明
治
15
）
年
の
こ
の
日
、
日

本
で
最
初
の
動
物
園
で
あ
る
上
野
動
物
園
が

上
野
公
園
内
に
開
園
し
ま
し
た
。

上
野
動
物
園
の
正
式
名
称
は
「
東
京
都
恩

賜
（
お
ん
し
）
上
野
動
物
園
」
と
言
い
、
「
恩

賜
」
に
は
「
天
皇
陛
下
や
皇
族
か
ら
賜(

た
ま

わ)

っ
た
も
の
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
名
称
は
、
開
園
当
初
は
農
商
務
省
の
博
物
館
付

属
施
設
だ
っ
た
上
野
動
物
園
が
、
１
８
８
６
（
明
治

19
）
年
に
宮
内
省
の
所
管
と
な
り
、
１
９
２
４
（
大

正
13
）
年
に
皇
太
子
（
昭
和
天
皇
）
の
ご
成
婚
を
記

念
し
て
東
京
市
（
現
在
の
東
京
都
）
に
与
え
ら
れ
た

こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

開
園
当
初
の
敷
地
面
積
は
約
１
万
㎡
で
、

飼
育
動
物
は
水
牛
・
サ
ル
・
ワ
シ
な
ど
の
国

産
動
物
が
主
体
で
し
た
が
、
現
在
で
は
面
積

が
約
14
万
㎡
に
ま
で
拡
大
し
、
ジ
ャ
イ
ア
ン

ト
パ
ン
ダ
・
ス
マ
ト
ラ
ト
ラ
・
ニ
シ
ロ
ー
ラ
ン

ド
ゴ
リ
ラ
を
は
じ
め
約
４
０
０
種
３
，０
０
０

点
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
飼
育
・
繁
殖

技
術
の
確
立
に
も
力
を
入
れ
て
い
て
、
希
少
動

物
の
種
の
保
存
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
ん
な
上
野
動
物
園
で
す
が
、
第
二
次
世

界
大
戦
中
に
は
猛
獣
処
分
と
い
う
悲
し
い
出

来
事
も
あ
り
、
ま
た
１
９
７
２
（
昭
和
47
）

年
に
は
日
中
国
交
回
復
の
記
念
に
ジ
ャ
イ
ア

ン
ト
パ
ン
ダ
が
来
園
し
て
一
大
ブ
ー
ム
が
巻

き
起
こ
る
な
ど
、
日
本
の
歴
史
と
と
も
に
歩

ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
様
々
な
動
物
の

展
示
で
多
く
の
人
々
を
楽
し
ま
せ
な
が
ら
、

私
た
ち
に
野
生
生
物
保
全
の
重
要
性
を
伝
え

続
け
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

参
考
資
料
：
上
野
動
物
園

（http://w
w
w
.tokyo-zoo.net/zoo/ueno/

）

新庁舎の建物が完成しました。今後、設備や什器の搬
入を経て５月６日㈮に開庁します。
庁舎のお披露目は、３月２６日㈯に下野市制 10 周年式
典と併せて内覧会を行います。１階ロビーには特設ステー
ジが用意されイベントも開催されますので、ぜひお越し
ください。詳細は、今月号の２ページをご覧ください。
新庁舎の詳しい内容は、４月号にてお知らせします。
新庁舎の概要　鉄筋コンクリート、免震構造、建築面積：

3,800㎡、延べ床面積：9,700㎡



■人口と世帯（2月１日現在）
　　人口／60,099人（-11）、男性／29,918人（-1）、女性／30,181人（-10）、世帯数／22,912世帯（+24）

私
は
毎
年
10
月
〜
３
月
の
期
間
、
定

期
的
に
保
育
園
を
訪
問
し
、
園
児
た
ち

と
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
英
語
を
教
え
て

い
ま
す
。
園
児
の
み
ん
な
と
一
緒
に
過

ご
す
時
間
は
、
私
に
と
っ
て
楽
し
み
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ド
イ
ツ
で
は
、
通
常
の
幼
稚
園
の
他

に
も
一
風
変
わ
っ
た
幼
稚
園
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
子
ど
も
た
ち

に
自
然
の
中
で
遊
ぶ
機
会
を
与
え
る
「
森

の
幼
稚
園
」、
様
々
な
動
物
と
触
れ
合
い
、

生
態
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
「
牧

場
の
幼
稚
園
」、
岩
・
木
・
木
の
実
な
ど

の
自
然
の
道
具
で
遊
ぶ
「
ヴ
ァ
ル
ド
ー

フ
式
幼
稚
園
」
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
よ

う
な
幼
稚
園
に
行
っ
て
も
、
多
く
の
こ

と
を
学
び
、
楽
し
む
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
私
は
子
ど
も
の
時

に
両
親
と
一
緒
に
遊
ん
だ
こ
と
を
よ
く

覚
え
て
い
ま
す
。
母
と
は
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
、

父
と
は
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
で
楽
し
く
遊
び

ま
し
た
。
親
子
で
一
緒
に
同
じ
こ
と
を

し
て
遊
ぶ
の
は
私
に
と
っ
て
幸
せ
な
時

間
で
し
た
。

あ
の
素
晴
ら
し
い
時
代
。
両
親
に
よ
っ

て
守
ら
れ
、
育
て
ら
れ
、
毎
日
が
発
見

の
喜
び
で
満
ち
溢
れ
、
新
た
な
感
動
が

私
た
ち
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
私
が
嬉

し
そ
う
に
手
を
叩
く
と
、
両
親
は
嬉
し

そ
う
に
笑
い
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
文

化
や
言
語
が
違
っ
て
も
、
こ
の
幸
せ
は

世
界
共
通
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
有
名

な
「
幸
せ
な
ら
手
を
た
た
こ
う
」
の
歌
が
、

こ
の
考
え
が
正
し
い
と
証
明
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
曲
を
聴
く
と
い
つ
で

も
懐
か
し
い
子
ど
も
時
代
が
思
い
出
さ

れ
ま
す
。
こ
の
曲
は
今
や
様
々
な
国
で

歌
わ
れ
て
い
ま
す
ね
。
私
も
小
学
校
の

音
楽
の
授
業
で
よ
く
こ
の
曲
を
歌
い
ま

し
た
。

日
本
で
も
、
私
が
下
野
市
内
の
保
育

園
を
訪
問
す
る
と
、
園
児
た
ち
が
こ
の

歌
を
元
気
に
歌
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

聴
く
と
、
子
ど
も
と
大
人
の
区
別
、
そ

し
て
日
本
と
ド
イ
ツ
の
区
別
が
ぼ
や
け

た
よ
う
に
私
に
感
じ
さ
せ
る
の
で
す
。

国
際
交
流
員
マ
シ
ア
ス
の
コ
ラ
ム

　

幸
せ
な
ら
手
を
た
た
こ
う

国
際
交
流
員
イ
ベ
ン
ト
第
16
回

「
マ
シ
ア
ス
の
町
遊
び
」

　

お
子
様
連
れ
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
、

英
会
話
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

3
月
11
日
㈮

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
場
所　

国
分
寺
公
民
館  

2
階
和
室

（
小
金
井
１
１
２
７
番
地
）

■
講
師　

国
際
交
流
員　

　

マ
シ
ア
ス
・
ブ
リ
ッ
タ
ス
ド
ー
フ

■
参
加
費　

無
料

■
持
ち
物　

マ
イ
カ
ッ
プ 

※
飲
み
物
は
主

催
者
が
ご
用
意
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
市
民
協
働
推
進
課
内
）

　

☎（
40
）５
５
８
５

国
際
交
流
員
イ
ベ
ン
ト
第
15
回

「
マ
シ
ア
ス
の
町
遊
び
」

「
イ
ー
ス
タ
ー
・
エ
ッ
グ
・
イ
ベ
ン
ト
」

　

イ
ー
ス
タ
ー
は
、
キ
リ
ス
ト
教
最
大
の

お
祭
り
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
語
でO

stern

（
オ
ー
ス
タ
ー
ン
）
と
言
わ
れ
ま
す
。
イ
ー

ス
タ
ー
に
関
す
る
最
も
有
名
な
習
慣
に

イ
ー
ス
タ
ー
・
エ
ッ
グ
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
復
活
祭
の
時
に
、
殻
に
鮮
や
か

な
色
を
塗
り
、
美
し
い
包
装
を
施
し
た
ゆ

で
卵
を
出
す
習
慣
で
す
。
ゆ
で
卵
の
他

に
、生
卵
の
中
身
を
出
し
た
殻
も
使
い
ま
す
。

絵
の
具
で
染
め
て
、
糸
を
付
け
て
家
の
中

に
飾
り
ま
す
。
生
涯
学
習
文
化
課
が
実
施

す
る
第
10
回
下
野
薬
師
寺
史
跡
ま
つ
り
の

会
場
で
、
イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
を
作
り
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
教
え
る
の
は
私
、

国
際
交
流
員
の
マ
シ
ア
ス
で
す
。
子
ど
も

は
も
ち
ろ
ん
大
人
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

み
ん
な
で
一
緒
に
作
り
ま
し
ょ
う
！

■
日
時　

３
月
６
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
〜
（
雨
天
中
止
）

■
場
所　

下
野
薬
師
寺
歴
史
館　

ふ
る
さ

と
歴
史
の
広
場
（
下
野
市
薬
師
寺
１
６
３
６

番
地
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み　

不
要
。
直
接
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
市
民
協
働
推
進
課
内
）

　

☎（
40
）５
５
８
５

子連れでOK!気軽に英会話しましょう!

ママパパEnglishサロン
お
子
様
連
れ
の
方
、
お
孫

様
を
育
児
中
の
方
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
大
人
だ

け
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
。

子
ど
も
好
き
の
方
や
外
国

人
の
方
も
大
歓
迎
！

内
容
：
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム

　
　
　

自
己
紹
介

　
　
　

フ
リ
ー
ト
ー
ク
等

遊
び
な
が
ら
英
会
話
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。
授
乳
や

お
む
つ
替
え
も
別
室
に
て

で
き
ま
す
。

［
 広
報
し
も
つ
け
 ]
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